


 

本報告書について 
 

 本報告書は、2016年３月12日に東京大学にて２つ科研の共催で行なわれたシンポジウム「深い学び

に向けた心理学の挑戦：21世紀に向けた学力と学習」の内容を収録しています。 

 ２つの科研とは以下のものを指します。１つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 A 

「Understanding, measuring, and promoting crucial 21st century skills: Global communication, 

deep learning, and critical thinking competencies」（代表 Emmanuel Manalo） です。この科研は，

以下のメンバーによって行われています（所属は2016年12月現在）。 
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   連携研究者   高橋雄介（京都大学 特任助教） 

  

 ２つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 B「失敗を教育に活かす：失敗の学習促進メカニズムの解

明と学校教育への展開」です。この科研は、以下のメンバーによって行われているものです。 

 

代表 市川伸一（東京大学 教授） 
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 プロジェクトの詳細や最新の研究成果は，以下のホームページをご覧ください。 

 http://www.learning-strategies-project.org/ 

 



 

 

 なお、本報告書についての問い合わせは，植阪（y_uesaka@p.u-tokyo.ac.jp）までお願いします。資

料をご希望の方は，東京大学学術機関リポジトリ（http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/）からダウン

ロードしていただくか，上記の植阪までお問い合わせください。 
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シンポジウム 

「深い学びに向けた心理学の挑戦：21 世紀に向けた学力と学習」 

 

開会挨拶 市川 伸一 (東京大学） 

セッション１：  

セッション１： 司会進行 瀬尾 美紀子（日本女子大学） 

植阪 友理࣭五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

小山 義徳（千葉大学） 

セッション２：司会進行 市川 伸一（東京大学） 

鈴木 雅之（昭和女子大学） 

柴 里実（東京大学） 

篠ケ谷 圭太（日本大学）・小山 義徳（千葉大学） 

閉会挨拶 Emmanuel Manalo (京都大学） 

日時 2016 年 3 月 12 日(土) 

10:00～17:40 

会場 東京大学 本郷キャンパス赤門総合研究棟 200 番教室 

 

開会挨拶 

市川 伸一（東京大学） 

 

 本シンポジウムは、この 3㹼4 年で⚾たࡀࡕ行って

いる科学研究費プロジェクトの年ᗘごとのまとࡵと

して開催しています。ጞࡵたこࢁのࢸー࣐は「学習

方␎」でした。ࡑの科学研究費プロジェクトは⤊わ

 。ますࡾ࠶஧つࡀのḟにฟしたものࡑ、ࡾ

 一つは、௒日の༗ᚋのࢵࢭシࣙンにも࠶る「教育

における失敗の活⏝」です。失敗はややもするとࢿ

学習者にとってࢁしࡴ、ࡀられます࠼にᤊࣈ࢕ࢸ࢞

失敗を࠺࡝活かして学習ᨵၿに⤖び௜けるかとい࠺

ことです。学習者だけではࡾ࠶ませࢇ。教師も失敗

をしますࡀ、教師もࡑの失敗を࠺࡝やって教育ᨵၿ

に活かすかとい࠺ことをྵࡵて、この科学研究費プ

ロジェクトືࡀいています。 

 も࠺一つは、௒年からጞまった、༗๓中のࢸー࣐

にも┤᥋関ಀしている「21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫにつなࡀる

深い学び」です。21 世紀ᆺのࣝ࢟ࢫや学力とい࠺ゝ

葉は、♫఍でかなࡾ౑われるよ࠺になってࡁました。

⚾たࡕもࡑの中で特に心理学ࡀ関わるよ࠺なࢸー࣐

をᢅっています。しかもࡑれを教育ᐇ㊶に┤᥋⤖び

௜けるよ࠺なᙧで研究していけれࡤと⪃࠼ています。 

 ただ、ࡑの中で特に深い学び、࢔クࣛࣈ࢕ࢸーニ

ンࡀࢢ最㏆、中教ᑂ、ᩥ科┬、඲国の教育ጤဨ఍で

よく౑われています。日本ྛᆅ࡝こに行っても、࢔

クࣛࣈ࢕ࢸーニン࢟ࡀࢢー࣡ードだとゝわれますࡀ、

༢にᙧだけ࢔クࣈ࢕ࢸにすれࡤいいとい࠺ことでは

࡝と子「にやってくださいࣈ࢕ࢸク࢔」。ࢇませࡾ࠶

もたࡕにゝࡤ࠼いいとい࠺ものではなくて、ࡑの中

でᐇ㝿に࡝れだけ深い学びࡀ㉳こっているのか、ࡑ

れࡀ目指すとこࢁだとᛮいます。 

 中教ᑂでの最㏆の㆟ㄽの中でも、「㉁の高い深い学

び」とい࠺表現ࡀ౑われています。ࡑれをゝわない

と、ᙧだけ࢔クࣛࣈ࢕ࢸーニンࢢのよ࠺なものをす

れࡤいいのだとཷけྲྀられてしま࠺ᜍれࡾ࠶ࡀます。
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最⤊ⓗに深い学びを目指している、ここにも心理学

ⓗな研究ࡀᚲせなのではないかとい࠺ことで、この

科学研究費プロジェクトは京都大学の Manalo ඛ生

を研究代表者として௒年ᗘからືいています。 

 この஧つはメンバーࡀかなࡾ㔜なっているとこࢁ

もࡾ࠶ますし、ᬑẁも月に一ᗘジࣙ࢖ントして研究

఍を行っています。ືいているたくさࢇのプロジェ

クトの中で、௒日はẚ㍑ⓗ㡰ㄪにືいているプロジ

ェクトの中㛫Ⓨ表のよ࠺なものになࡾます。まだ㏵

中ẁ㝵ですࡦࡐ、ࡀⓙさࢇにも⪺いていただいて、

いࢁいࢁなごព見を㡬けれࡤとᛮいます。ⓙさࢇ、

よࢁしくお願いいたします。 
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セッションϨ：21ୡ紀ᆺスキࣝ࠸῝ࡿࡀ࡞ࡘ࡟学ࡧ

 進ಁࡢ

セッションϨࡢᴫせ 

植阪 友理・五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

 

 Ⓨ表に⛣る๓に、21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫをࢸー࣐にᥖࡆ

たࢵࢭシࣙンの୕つのプࣞࢮンࢸーシࣙンの関ಀに

ついて⡆༢に補㊊します。 

 

21ୡ紀ᆺスキࣝಁࡢ進 

 ㏆年、学校で௜けたい学力ほࡀኚ໬しています

（Slide 1）。 

 

 ᚑ᮶の学校教育は、ぶ学問ࡑ、ࡾ࠶ࡀれを教࠼て

いくのࡀ中心だったのにᑐして、現在は♫఍でᚲせ

な力を࠺࡝育てていくのかとい࠺ࡩ࠺に、目ᶆࡑの

ものࡀษ᭰ࡾわࡾつつࡾ࠶ます。最ึにこれࡀఱと

なく⪥によくධるよ࠺になったのは、OECD の࢟ー

てからではなࡁฟてࡀ方࠼⪄࠺ンシーといࢸࣆンࢥ

いかとᛮ࠺のですࡑ、ࡀれを⥅ᢎするよ࠺なᙧで 21

世紀ᆺࣝ࢟ࢫとい࠺ヰもかなࡾⰼ┒ࡾです。 

 また、ḟᮇ指ᑟせ㡿ᨵᐃの࢟ー࣡ードの一つ࢔ࡀ

クࣛࣈ࢕ࢸーニンࢢ、も࠺一つࡀᜍらく資㉁࣭⬟力

の育成だとᛮいます。資㉁࣭⬟力の育成とい࠺のは

まさにぶ学問を࠺࡝ఏ࠼るかとい࠺ことを㉸࠼て、

࠺࡝れをࡑ、にᚲせでࡁ఍にฟたと♫ࡀ力࠺い࠺࡝

やって学校でಖドするかとい࠺ヰだとᛮっています。 

 ⚾たࡕは、こ࠺い࠺問㢟にᑐして心理学ⓗに࢔プ

ローࢳしよ࠺とᛮい、プロジェクトをጞࡵました。

ᚑ᮶の 21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫ研究では、いࢁいࢁなᩥ⊩の

中でこࢇなࡀࣝ࢟ࢫᚲせだとい࠺ことࡀ⨶ิⓗにᣲ

ᾏእではポリシー（ᨻ⟇）、ࡀられているのですࡆ

ࡀᑡないといった問㢟ࡀ中心でලయⓗᐇ㊶やホ౯ࡀ

、ࡀ国内では、これは⚾のಶேⓗな༳㇟です、ࡾ࠶

授ᴗとはูに特ูなことをすることだとᤊ࠼られて

いるのではないかとᛮっています（Slide 2）。 

 

 ただ、⚾たࡕとしては、日ࠎの授ᴗのලయⓗなᐇ

㊶までྵࡵてᥦ᱌したいとい࠺ことで、࢕ࢹープࣛ

ーニンࢢ、クリ࢕ࢸカࣝシン࢟ンࢢ、ࢢローバࣝࢥ

࣑ࣗニࢣーシࣙンとい୕࠺つのࣘニࢵトをつくࡾま

した。ࢵࢭシࣙン 1 は࢕ࢹープࣛーニンࢢのࣘニࢵ

トになࡾます。 

 なࡐ深い学びࡀᚲせかとい࠺ことなのですࡀ、ㄆ

▱心理学者で᭷名な Richard Mayer を中心として、࢔

メリカで行われた 21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫのࣞࣗࣅーの中

で、࢕ࢹープࣛーニンࢢは㌿⛣ྍ⬟な（♫఍にฟて

௚で౑࠼るよ࠺な）21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫの⋓ᚓにはᚲ㡲

で࠶るとྠ᫬に、これを⋓ᚓすることによってなお

深い学びࡀᨭ࠼られるもので、21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫの᰿

ᖿをなす大஦な⪃࠼方で࠶るとい࠺こと࠺ࡀたわれ

ています（Slide 3）。 

Slide 1 

Slide 2 
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 また、PISA ㄪᰝを行っている OECD でも、特ู

なことをやるのではなく、日ࠎのᐇ㊶を࠺࡝ᨵၿす

るかとい࠺ことࡀ㔜せどされています（Slide 4）。2015

年 12 月 5 日に、田⇃Ặとい࠺教育ᒁ上⣭ࢼ࢔リࢫト

の方ࡀいらっしࡷいました。 

 

 2030 年の♫఍は VUCA society（ண ࡀつかない♫

఍）で、ࡑこに౑࠼る▱㆑を子࡝もたࡕに௜けなけ

れࡤいけないのではないかとい࠺ヰࡀฟてࡁている

のですࡀ、ᙼ女は、ࡑのとࡁに学校の中で特ูな授

ᴗをやるのではも࠺↓理だ࠺ࢁと。なࡐなら、学校

にはたくさࢇのリク࢚ࢫトࡀ᪤にධっていていっࡥ

いいっࡥいだからです。ࡑこで、࠺࡝日ࠎの学びを

深くしていくかࢭࢵ࢚ࡀンシࣕࣝな問㢟で࠶るとゝ

っていて、この࢕ࢹープࣛーニンࣘࢢニࢵトࡀ目指

していることと共㏻しているとᛮって⪺いていまし

た。 

 

 㸽ࡣ࡜ࠖࡧ学࠸῝ࠕ࡚ࡵࡓࡽ࠶

 いࢁいࢁな深い学び࠺ࢁ࠶ࡀかとᛮ࠺のですࡀ、

⚾たࡀࡕこれまでの研究の中で大஦にしているもの

一つは内容࠺ます。一つは深い理解、もࡾ࠶஧つࡀ

だけではなく学び方も学習するとい࠺ことです。学

校のඛ生と一⥴に௙஦をするとࡁに、Slide 5 をよく

౑います。 

 

 「心理学において、理解の深さは、問㢟ࡀ解ける

だけではὸい、分かっているேࡀ⪺いて分かるㄝ明

ࡀ分かるㄝ明ࡀるのは中⛬ᗘ、分からないேࡁでࡀ

一␒深い」とい࠺ヰをఏ࠼ます。つまࡾ、「なࡐ」「ࡑ

もࡑも」を⮬分のゝ葉で、ᅗな࡝を౑いなࡀらㄝ明

でࡁる、これࡀ深い学びです。こ࠺い࠺ものを✚ࡳ

㔜ࡡていくことで、内容を学ࡪことを㉸࠼て、♫఍

にฟたとࡁに౑࠼る力ࡀ௜いていくと⪃࠼るのです。 

 また、学び方についても、心理学では学習方␎研

究ࡀかなࡾ࠶ࡾます（Slide 6）。 

 

 方␎とは方ἲとい࠺ព࿡ですࡀ、「ࡑもࡑも」や「な

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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るㄆ▱ⓗ方␎、⮬らのつま࠼らぬࡀを㔜どしな「ࡐ

て、これは分かっていなࡳを明らかにㄝ明してࡁࡎ

いとẼ௜くメࢱㄆ▱ⓗ方␎、㢌のእの資※（௚者や

ᅗ）を活⏝するእⓗリࢯーࢫ活⏝といった学び方な

したⅬについ࠺らこࡀな࠼ます。内容を教ࡳをྵ࡝

ても学ࢇでいただくのࡀ大ษではないかと⪃࠼てい

ます。 

 このプロジェクトは 1 年目で、まだまだプロジェ

クトの研究はたくさࢇ進ࢇでいるとこࢁなのですࡀ、

௒日はこの୕つを༗๓中のࢵࢭシࣙンで⤂介します

（Slide 7）。 

 

 ᪤Ꮡの授ᴗの内容を࠺࡝深くするのかとい࠺こと

で、⚾は国ㄒの授ᴗのヰを、小山さࢇからは㐨徳の

授ᴗのヰをさせていただࡁます。この科研の代表者

で࠶る Manalo ඛ生からは、内容にຍ࠼て、学び方を

大学のᐇ㊶からおヰしさせて࠺育てるのかとい࠺࡝

いただこ࠺とᛮっています。これࡀ༗๓中のᴫせで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࠕࠗ 教ࡿࡏࡉ࠼⪄࡚࠼ᤵᴗ࠘ࡿࡼ࡟⏕ᚐࡢ㆟ㄽຊୖྥࡢ  ࠖ

植阪 友理・五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

 

研究ࡢᴫせ 

 21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫにồࡵられる㆟ㄽ力には、ព見の

ᵓ᝿力（࡝のよ࠺なព見をᣢつのか）、ព見のఏ࠼方

 。ます（Slide 1）ࡾ࠶ࡀ（るか࠼にព見をఏ࠺のよ࡝）

 

 ௒ᅇ、⚾はኟఇࡳに子࡝もたࡕを㞟ࡵてᐇ㊶し、

この୧方を向上させることをヨࡳました。୧方とも

まくいったとᛮっています。ただ、研究࠺る⛬ᗘ࠶

としては、୺に࡝のよ࠺なព見をᣢつかとい࠺とこ

ますので、௒日はᵓ᝿力の向上を中ࡾ࠶ࡀに↔Ⅼࢁ

心におヰし、ఏ࠼方については補㊊ⓗにおヰしした

いとᛮいます。 

 最ึに、♫఍で生ࡁる上でồࡵられる㆟ㄽ力とい

 。（Slide 2）࠺ࡻましࡳて࠼⪄ものを࠺

 

 ⚾はこれは研究ࣝ࢟ࢫにもつなࡀるヰだとᛮって

Slide 7 

Slide 1 

Slide 2 
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います。౛ࡤ࠼、ఱらかの࢔ࢹ࢖࢔をᥦ᱌したとࡁ

には、ᚲࡎㄡかからᢈุࡀ᮶ます。ࡑのᢈุをよく

⪺いて、「いや、㐪࠺」とただྰᐃするのではなく、

「なる࡝࡯、一理࠶る」と、ࡑのᢈุをྲྀࡾ㎸ࢇで、

⮬分の理ㄽの㉁を高ࡵることででࡁるとᛮいます。

。ますࡾὙ⦎された୺ᙇとなࡾのことによって、よࡑ

ྠᵝなことࡀ、♫఍で生ࡁる上でも大஦になってく

ると⪃࠼ています。 

 ௒ᅇの研究でᢅ࠺のは、㈶ྰࡀ分かれるよ࠺な内

容についての㆟ㄽです。౛࠶、ࡤ࠼る学校における

高校生のࣝ࢔バ࢖トのྍྰをỴࡵなけれࡤいけない

とࡁに、⮬分のព見をただ㏙࡭るだけでは๓に進ࡳ

ませࢇ。いࢁいࢁな立ሙのேのព見を⪺ࡑ、ࡁれら

を⤫合した࣋ࢫトなព見を⪃࠼られᚲせࡾ࠶ࡀます。

つまࡾ、㈶ྰをよく理解した上で୧者のᢡࡾ合いを

つけていくよ࠺なᥦ᱌ࡀᚲせです。もっとゝࡤ࠼、

ᢡࡾ合いをつけるとい࠺だけでなく、୧者をよࡾ高

 。理᝿だとᛮいますࡀることࡁでࡀなᥦ᱌࠺るよࡵ

ᣢつだけではなく、ேに分ࡀしたព見を⮬分࠺ࡑ 

かࡾやすくఏ࠼る力も、国ㄒ教育の中の㔜せな目ᶆ

にな࠺ࡾるでしࡑ。࠺ࡻれは♫఍ேࡀ日ᖖⓗにやࢁ

にࡁから、♫఍にฟたと࠺ࡻとしていることでし࠺

も大ࡁな力になるとᛮっています。 

 なお、ගᮧᅗ書の国ㄒの教科書を見ていると、小

学 5 年生から「明日をつくるわたしたࡕ」とい࠺༢

ඖࡀ㏆年新たにධってࡁています。この༢ඖでは、

㆟ㄽࡀ行ࡁワまったとࡁに࠺࡝やって解Ỵするかと

い࠺ことなྵࡀ࡝まれています。つまࡾ、よࡾⰋい

㆟ㄽのࡾ࠶方ࡀ、ලయⓗに学校教育で指ᑟされるよ

ています。ですから、௒ᅇの授ᴗはỴࡁになって࠺

してࢫペシࣕࣝな授ᴗではないと⪃࠼ています。「明

日をつくるわたしたࡕ」は 5 年生の༢ඖですから、

小学校でもᐇ㊶でࡁる授ᴗだとᛮっています。௒日

は中学校 2 年生の授ᴗ౛をご⤂介しますࡀ、中学生

のたࡵだけの授ᴗとしてᥦ᱌しているわけではࡾ࠶

ませࢇので、ࡑのつもࡾで⪺いていただけれࡤとᛮ

います。 

 この授ᴗを⪃࠼るに࠶たࡾ、まࡎ、子࡝もたࡕの

ᐇែは࠺࡝かを⪃࠼てࡳたいとᛮいます（Slide 3）。

子࡝もたࡕは⮬分の立ሙにࡤかࡾᐤったㄽを展開し

♧ከくの心理学ⓗ研究からࡀこと࠺るとい࠶でࡕࡀ

されています。これは࣐࢖ࢧ࢖ドバࢫ࢔࢖ともいわ

れるのです。つまࡾ、཯ㄽによく⪥をഴけ、ព見を

ᨵⰋすると㆟ㄽの㉁ࡀ上ࡀるとはᛮっていないわけ

です。ࡴしࢁ、⮬分の୺ᙇに合ったものをࡦたすら

ᣢってࡁて、「こ࠺だからいいのだ」と୺ᙇしてしま

、にはࡵᙉいのです。これらを解ᾘするたࡀഴ向࠺

㈶ྰ୧ㄽのメリࢵト、ࢹメリࢵトを㋃ま࠼るᚲせࡀ

やって㋃ま࠺࡝、はࡕもた࡝ます。しかし、子ࡾ࠶

ᡭだてを▱らないとᛮわれま࠺いいのかといࡤれ࠼

す。また、ࡑもࡑも、࠺ࡑい࠺ことをしなけれࡤい

けないとい࠺Ⓨ᝿もないのではないかとឤࡌていま

す。 

 

 なお、これまでの心理学研究に立ࡕ㏉ってࡳると、

、Ⓨ᝿は࠺ヰした、㈶ྰの୧方を⤫合するといࡀ⚾

ᚲࡎしも༑分に研究されていませࢇ（Slide 4）。㆟ㄽ

の研究として᭷名な࢔ーࣗࢠメント研究の代表ⓗࣔ

る࠶でࣝࢹ Toulmin のࣔࣝࢹは、࠶る୺ᙇを࠺࡝᰿

ᣐ௜け、ㄝᚓ力をᣢたせるのかとい࠺もので、もࡕ

こともいわれているのです࠺཯㥍もධれるといࢇࢁ

 。ࢇませࡾ࠶ࡾま࠶どⅬは࠺合とい⤫、ࡀ
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 また、学校現ሙではたまに㆟ㄽ力向上の࣋࢕ࢹー

トࡀ行われています。ただ、࣋࢕ࢹートは「࠶なた

はこࡕらഃ、࠶なたはこࡕらഃ」となって、⤫合ⓗ

な࢔ࢹ࢖࢔をฟしまし࠺ࡻとい࠺ヰは඲くฟてࡁま

せࢇ。本ᙜは࣋࢕ࢹートをやったᚋに、ࡑれを㋃ま

➨て࠼ 3 の㐨を᥈すとい࠺のࡀ一␒いいとᛮ࠺ので

すけれ࡝も、௒の࣋࢕ࢹート教育はᑡなくとも、こ

れの立ࡒれࡑ、ࡕらかに立ࡕ࡝、らかࡕ࠶、らかࡕ

ሙをよࡾᙉࡵていくことを目指すとい࠺やࡾ方で࠶

って、୧ㄽࡀ分かった上でఱか新しく生⏘ⓗなもの

をつくる教育に࠶まࡾなっていないのです。ࡑれは

心理学でも、現在の教育でもྠࡌだとᛮっています。

また、研究はᩥ❶で書いたࡾ、ᑐヰⓗにやっている

㆟ㄽの研究ࡀከく、ㄝᚓⓗなプࣞࢮンࢸーシࣙンを

するどⅬは࠶まࡾ࠶ࡾませࡑ。ࢇこで、ࡑれもྵࡵ

たいとᛮいました。 

 このよ࠺な、㈶成と཯ᑐの୧ㄽを⤫合するとい࠺

ことにどⅬを⤠ってࡳてࡳますと、ᩘはᑡないので

すࡀ、⯆࿡深い研究ࡾ࠶ࡀます（Slide 5）。 

 

 ここでご⤂介するのは、Nussbaum らの研究です。

ᙼの研究では、㈶成（slide5 では arguments）と཯ᑐ

(slide5ではcounterarguments)ࡀᏑ在するㄽ㢟ᢅࡀわれ

ます。こ࠺したㄽ㢟にᑐしてព見をฟす㝿に、⤫合

することࡀዡບされているのですࡑ、ࡀれをᨭ᥼す

るᡭだてとして、slide㸳に࠶るよ࠺な V Ꮠのᙧをし

たᅗࡀᥦ᱌されています。このᅗの V Ꮠの上の୧ഃ

には、㈶成と཯ᑐのព見を書ࡁ、V Ꮠの下ഃには、

⤫合ⓗなព見を下に書くとい࠺௙⤌ࡳです。ᙼらは

授ᴗ中にこれに記ධしなࡀら⪃࠼るといった研究を

行っています。ただ、この研究の問㢟Ⅼとして、授

ᴗ中には౑࠺のだけれ࡝、ඛ生ࡑࡀれをྲྀࡾ上ࡆて

しま࠺と࠶まࡾ฼⏝しないとい࠺ことࡀᣲࡆられま

す。⚾たࡕとしては、もっと౑いやすいᅗをᥦ᱌し、

最⤊ⓗにはඛ生に「このᅗを౑って⪃࠼なさい」と

ゝわれなくても、子࡝も⮬らࡀᅗを౑って⤫合ⓗな

ព見をฟせるよ࠺になって࡯しいと⪃࠼ています。

つまࡾ、⚾たࡕは、「子࡝も⮬㌟ࡀᅗを⮬Ⓨⓗに活⏝

でࡁるよ࠺になることを目指す」ことを㔜どしたい

のです。 

 また、ᅗ表についても、ᕤኵをຍ࠼ました。V Ꮠ

のᅗは、ࢹメリࢵト、メリࢵトをᩚ理するのは大ኚ

いいとᛮ࠺のですࡀ、これだけに౑われるᅗなので、

すこし౑い࡙らいのではないかと⪃࠼ました。ࡑこ

で代わࡾになるものとして、「表」を㔜どしました

（Slide 6）。ලయⓗには、㈶成の立ሙのメリࢵト、ࢹ

メリࢵト、཯ᑐの立ሙのメリࢵトࢹメリࢵトを表に

ᩚ理しなࡀら⤫合を目指すことを促࠺ࡑと⪃࠼たの

Slide 4 Slide 5 
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です。ᚋ㏙するよ࠺に௒ᅇの⚾のᐇ㊶では、「教࠼て

、ましたのでࡾをとࣝ࢖ࢱࢫ࠺させる授ᴗ」とい࠼⪄

授ᴗの早いẁ㝵から⤫合ⓗなព見をฟすことࡀ望ま

しいことや、࡝のよ࠺にすれࡤ⤫合に⤖びつࡁやす

いのかとい࠺よ࠺なᡭだても指ᑟの中で教࠼ていま

す。授ᴗについてはᚋでも࠺すこし詳しく㏙࡭ます

メࢹ、トࢵら表にメリࡀをしなࡾྲྀࡾ生ᚐとや、ࡀ

リࢵトをᩚ理させたᚋで、ఱࡀゝわれているのか、

立ሙに౫ᣐしているのかを㆟ㄽ、理解した࠺い࠺࡝

上で、཯ㄽにもᑐฎした⮬分の⤫合ⓗなព見⏘ฟを

促すとい࠺ことをやってࡳています。 

 

 さらに、こ࠺い࠺ものをከくの子࡝もに⮬Ⓨⓗに

౑って࡯しいとい࠺ことࡀ⚾たࡕの願いでした。こ

授ᴗの最ᚋにⓎ見ࡀした目ᶆは、ㄡか一ேの生ᚐ࠺

するだけでは達成でࡁないでし࠺ࡻ。最ᚋにトࢵプ

ࣞ࣋ࣝの子࡝も達によって、Ⰻい౛ࡀ♧されるよ࠺

な授ᴗἲでは、表を౑って⪃࠼ていなかった子࡝も

達ࡀ「表はⰋいかもしれない」とឤࡌても、授ᴗの

最ᚋでは⦎習する機఍もないたࡵ、ᐇ㝿には༑分な

ら࠼⪄と࠺に⤊わってしまࡎを㌟につけられࣝ࢟ࢫ

れます。ࡑこで、௒ᅇの授ᴗではこ࠺した問㢟をᅇ

㑊するたࡵに、「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」をព㆑した

授ᴗタィを行っています。この方ἲは、ࢶࢥにᙜた

るものを、なࡑࡐれࡀいいのかもྵࡵて஦๓に࠶る

⛬ᗘ教ࡑ、࠼れをព㆑させた上で、⮬分で౑ってࡳ

て、ここは࠺まくいった、ここは࠺まくいかないと

᣺ࡾ㏉るよ࠺な指ᑟἲになࡾます。最⤊ⓗにはゝわ

れなくても⮬Ⓨⓗに฼⏝する子࡝もになってもら࠺

たࡵには、࠶る⛬ᗘ明♧ⓗにࢶࢥを教࠼、ᐇ㝿に活

⏝させるሙも୚࠼よ࠺とい࠺わけです。 

 

 ࡣ࡜ᤵᴗࠖࡿࡏࡉ࠼⪄࡚࠼教ࠕ

 「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」をごᏑ▱ない方には、

分かࡾにくいとᛮいますので、ごく⡆༢に、「教࠼て

 。させる授ᴗ」をご⤂介します（Slide 7）࠼⪄

 

 授ᴗㄽの⣔㆕としては、子࡝も⮬㌟に学ࡪことを

Ⓨ見させるⓎ見学習と、ඛ生から分かࡾやすく教࠼

てもらって学ࢇでいくཷ容学習の஧つのὶれࡾ࠶ࡀ

ます。小学校の研究授ᴗだとⓎ見学習ࡀከく、中高

だとཷ容学習ࡀከいとᛮ࠺のですࡕ࡝、ࡀらにもメ

リࢵト、ࢹメリࢵトࡾ࠶ࡀます。心理学の世⏺でも

最㏆までᑐ立したものとしてㄆ㆑されていた⪃࠼方

かたです。一方、「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」は、୧者

を⤫合しよ࠺とするのࡀ基本ⓗなⓎ᝿でࡾ࠶、市川

伸一ඛ生ࡀᥦ᱌している授ᴗἲです（市川、2004, 

2008）。また、「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」はⓎ見学習

と㟂せ学習を⤫合しているだけではࡾ࠶ませࢇ。メ

やࡾධれ、分かࡾ心理学ⓗなどⅬをྲྀ、࡝ㄆ▱なࢱ

すくࢶࢥやព࿡を教࠼たᚋには、ࡑれࡀ本ᙜに㏻ࡌ

ているのか☜ㄆするたࡵに⮬分でもㄝ明させるẁ㝵

（理解☜ㄆ）をタけます。さらに最ᚋに⮬分で⮬分

の理解ᗘを᣺ࡾ㏉らせるよ࠺なẁ㝵（⮬ᕫホ౯）も

タけ、඲㒊で 4 ẁ㝵からなࡾます。 

 「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」については、ᴫᛕ理解

をᢅ࠺⟬ᩘやᩘ学な࡝ᴫᛕ学習の஦౛ࡀ⤂介される

ことࡀከいのですࡀ、ᐇᢏ習ᚓとも㠀ᖖに┦ᛶࡀⰋ
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いとឤࡌています。௒ᅇの㆟ㄽのᵓ᝿力のヰも、࠶

るព࿡でࣝ࢟ࢫの⋓ᚓですので、ᐇᢏ⣔教科に㏆い

とこࡾ࠶ࡀࢁます。ࡑこで、4 ẁ㝵のヰをᐇᢏ習ᚓ

に合わせてご⤂介したいとᛮいます（Slide 8）。 

 

 最ึのẁ㝵は、教師からのㄝ明です。このẁ㝵で

はまࡎ、ඛ生からࢶࢥを、ලయⓗな౛を஺࠼なࡀら

ㄝ明します。㆟ㄽの授ᴗでゝࡤ࠼、⤫合ⓗなព見を

ฟすたࡵには、࡝のよ࠺な࠶ࡀࢶࢥるのかを明♧ⓗ

に教࠼てもら࠺ẁ㝵です。なお、見せただけでࢶࢥ

をつかࡵる子はなかなかいないので、ලయⓗな౛を

౑って「こ࠺いࢶࢥ࠺を౑ࡤ࠼いいのだな」と⣡ᚓ

してもら࠺ことࡀポ࢖ントになࡾます。 

 2 ␒目は理解☜ㄆです。ㄝ明だけでࡀࢶࢥ本ᙜに

㏻ࡌているかは᛹しいです。いࡁなࡾ、「はい、⦎習

してごらࢇ」とゝったら、ඛ࡝࡯ㄝ明したࢶࢥは࡝

こに行ったのだといࡄ࠺らいの活ືࡀ㉳こることも

しࡤしࡤです。ですから、㢌の中でࡀࢶࢥ理解でࡁ

ているかを⬟ືⓗに表現させたࡾ、ㄢ㢟で☜ㄆした

ࢥだࢇと学ࡊします。ᚋ㏙する⚾のᐇ㊶では、わࡾ

プを見せ、問㢟Ⅼࢵクリ࢜ࢹࣅていない࠼を㋃まࢶ

を指᦬させています。子࡝もたࡕはඛࢶࢥ࡝࡯を⪺

いたࡤかࡾでも、最ึはなかなか指᦬でࡁないので

すࡀ、だࢇだ࡝ࢇこࡀおかしいか、つかࡵてࡁます。

ここまでのẁ㝵をつࡌ࠺て、㋃ま࠼るࢶࢥࡁ࡭を㢌

の中で༑分に理解するのです。 

 3 ␒目は理解深໬です。よࡾᐇ㊶ⓗなㄢ㢟の中で、

。をయᚓしていくことを目指しますࢶࢥ、を౑いࢶࢥ

㆟ㄽのヰでいࡤ࠼、まさにࢶࢥを㋃ま࠼て、⮬分で

㆟ㄽをᵓ᝿してࡳるとい࠺ことをやってࡳるわけで

す。 

 最ᚋは⮬ᕫホ౯です。ࢶࢥを学ࢇでも最ึからࡑ

ᖖです。ただし、最ᚋにࡀまくいかないの࠺なにࢇ

はఱࡀポ࢖ントで、⮬分はఱにつまࡎいて、ḟはఱ

にẼを௜けたいのかといったことをព㆑໬させるわ

けです。ࡑのことによって、たと࠼༑分にయᚓでࡁ

なったとしても、ḟにやってࡳるとࡁにẼをつける

ポ࢖ントをព㆑させよ࠺とするわけです。以上ࡀ「教

 。方です࠼⪄させる授ᴗ」の基本ⓗな࠼⪄て࠼

 ここから、⚾ࡀ行ったᐇ㊶のヰに⛣っていࡁまし

Slide 9。࠺ࡻ に、本ᐇ㊶で目指す子࡝もീとࡑのᨭ

᥼をまとࡵてࡳました。 

 

 ᵓ᝿力に関しては、࠶るお㢟を୚࠼られたとࡁに

表を౑って཮方のメリࢵト、ࢹメリࢵトをᩚ理する。

ධれて、新たな⤫合ⓗな᱌ࡾもྲྀ࡝の上で཯ㄽなࡑ

をᥦ᱌する。もしくは࡝れでもない➨ 3 の㐨をฟす

ことも࠺ࢁ࠶かとᛮいます。また、ཧ⪃資料な࡝も

୚࠼ていましたので、ேの࢔ࢹ࢖࢔を࠶たかも⮬分

のもののよ࠺にㄒるのではなく、⮬分のព見とேの

ព見をࢇࡕࡁと༊ูしてఏ࠼てḧしいと⪃࠼ました。

ఏ࠼方に関しては、最⤊ⓗにはస成資料を♧しなࡀ

らⓎ表をしてもら࠺ことを目指します。 

 ౛ࡤ࠼、⚾もプࣞࢮンのとࡁに࣡ࣃーポ࢖ントを

౑います。ཱྀだけでゝ࠺のではなく、࣎ードを౑っ

て表を指し♧しなࡀらㄝ明すれࡎࡤっとఏわࡾやす

いとᛮいます。とこࡀࢁ、ከくの子࡝もたࡕは࣎ー

Slide 8 
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ドを୚࠼ても、ࡑれを下にᣢってㄝ明します。目⥺

を合わせませࢇ。これではもったいないとᛮってい

ます。 

 ᨭ᥼のたࡵのᡭだてとして、表を活⏝するとⰋい

とい࠺ᡭだてを、教࠼ています。 

 

᪉ἲ：実㊶ࡢᴫせ 

 ᐇ㊶のᴫせです。中学校 2 年生 58 名で、ኟఇࡳに

東大でᐇ᪋しました（Slide 10）。 

 

 ᩥ京༊、ྎ東༊、㝃属からの 3 クࣛࢫᵓ成です。

基本ⓗには࡝のクࣛࢫも㆟ㄽ力向上の授ᴗをしてい

ますࡀ、ᑡしࡎつだけ㐪います。日᫬は 5 日㛫、ྛ

50 分授ᴗです。ึ 日と最⤊日はࡰ࡯プࣞࢫࢸトとポ

ࡰ࡯トにᙜたっているので、授ᴗはࢫࢸトࢫ 3 日㛫

とお⪃࠼ください。 

 Slide 11 は౑⏝した⣲ᮦです。฼⏝した⣲ᮦࡀ見࠼

にくいとᛮいますので、詳しくご覧になࡾたいሙ合

には、Appendix 1 をごཧ↷ください。Appendix1 にも

に、㈶成をᨭᣢするព見や཯ᑐをᨭᣢする࠺るよ࠶

ព見として࡝のよ࠺なもの࠶ࡀるのかを明♧してい

ます。ᚲࡎしもⰋいࢹーࡤࢱかࡾではないのでᢈุ

ⓗにᤊ࠼てḧしいのですࡀ、関連するࢹーࢱも㍕せ

ました。௒ᅇの授ᴗでは、㈶成と཯ᑐをᨭᣢする᰿

ᣐを⮬分で⮬分で⪃࠼させるとこࢁには࠶まࡾ㔜ࡁ

を⨨ࡁませࢇでした。ࡴしࢁ、㈶ྰ୧方のព見を▱

った上で、ࡑれを㉸࠼るよ࠺な⤫合ⓗな࢔ࢹ࢖࢔を

ฟすとい࠺ことに↔Ⅼを⨨ࡁました。ㄢ㢟౛として

は、高校生のࣝ࢔バ࢖トྍྰ、携ᖏᣢࡕ㎸ྰྍࡳ、

㧥ᰁࡵのྍྰ、㒊活ᚲಟ໬の᫝㠀な࡝で、「こ࠺い࠺

ことを学校の生ᚐ఍でỴࡵることになࡾました࡝ࡀ

 。ています࠼を୚⬦ᩥ࠺ですか」とい࠺

 

 ㆟ㄽ力を࠺࡝ホ౯するかについて、⚾たࡕは行ື

こでⓎ表のᵝ子ࡑ。ました࠼⪄たいとࡾでྲྀࢱーࢹ

を iPad を౑って記録しています（Slide 12）。 

 

 ஦๓஦ᚋࢫࢸトでは、࠶るㄢ㢟についてࣝࢢープ

メンバーの๓でⓎ表してもらいます。2㹼3ே 1⤌で、

問㢟を࠺れ㐪ࡒれࡑ 10 分で‽ഛして、௚のメンバー

にㄝ明してもらいます。ࡑのとࡁのᵝ子を iPad で᧜

ました。4ࡾ 日目ࡄらいになると、子࡝もྠኈでホ

౯をしてもらったࡾしています。行ືだけではなく、

ಙᛕとែᗘのࢹーࢱもྲྀっています。ಙᛕ記㏙ㄢ㢟

といって、Ⓨ表において大஦だとᛮ࠺ことを࠶らた

て書かせています。ព㆑໬されていないと、授ᴗࡵ

でこ࠺やるのだとᛮっても、授ᴗのእでやってくれ

ないのです。ですから、ఱࡀ大஦だとᛮ࠺か、ಙᛕ

としてᣢࡕᖐれているのかをㄪ࡭るࢫࢸトです。ま

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 
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た、問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟といって、⚾の⮬స⮬₇のᫎീ

を見せて、ࡑの問㢟Ⅼをṇしく指᦬でࡁるかとい࠺

ことをポࢫトࢫࢸトだけで行っています。 

 ᐇ㦂࢖ࢨࢹンは、࡝のクࣛࢫでも⤫合ⓗなព見⏘

ฟは促していますࡀ、ᑡしだけ介ධࡀ␗なࡾます

（Slide 13）。࣋ ࣋、ト群ࢫ࣑࣋ࢭ、ト群ࢫ ーࢫ群の３

つをタᐃしています。࣋ࢫト群とࢫ࣑࣋ࢭト群では

表の฼⏝を教♧しています。࣋ࢫト群では理解☜ㄆ

ㄢ㢟として、問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟をさせています。ࡑれ

にᑐして、࣋ ーࢫ群では表の฼⏝の教♧はなく、「ࢹ

メリࢵト、メリࢵトをでࡁるだけ書ࡁฟすといいで

すよ」とゝっています。だから、表にはしないけれ

 。ฟすことを促していますࡁ᝟報は書、࡝

 

らも表をࡕ࡝、ト群の㐪いはࢫ࣑࣋ࢭト群とࢫ࣋ 

教♧しているのですࡀ、㏵中でポ࢖ントを教࠼たᚋ

に 30 ࡀプを見せて、「ఱࢵクリ࢜ࢹࣅらい⚾のࡄ⛊

まࡎいか」とい࠺ㄢ㢟をᣳࡴか࠺࡝かです。 

 大஦なのは࣋ࢫト群なので、࣋ࢫト群において࡝

のよ࠺な授ᴗをしたかを中心にご⤂介します（Slide 

14）。 

 

 ２日目（授ᴗとしはึ日）には、「上ᡭにព見をฟ

すࢶࢥを学ࡪ」をࢸー࣐に、⤫合ⓗなព見を࠺࡝促

すかとい࠺ことを学習しました。教師からの᝟報ᥦ

౪では、ලయ౛௜ࡁでポ࢖ントを明♧しました。こ

れには࣋ࣅーカーのᢡࡳ␚ࡾ問㢟を౑いました。表

を活⏝してㄽⅬᩚ理をして、཯ㄽを⪃៖したᥦ᱌は

ヰをします。ᐇ㝿に表にព࠺にするかとい࠺のよ࡝

見をᇙࡵてࡳて、㈶成は子育てをするഃのどⅬࡀከ

い、཯ᑐは子࡝ものいない஌ᐈのどⅬࡀከいとい࠺

ことを見せて、これを㋃ま࠼て⤫合ⓗなព見をつく

るには࠺࡝したらいいかをやࡾとࡾしなࡀら⪃࠼さ

せます。 

 ただ༢に「⤫合しなさい」とゝっても、子࡝もに

は↓理です。ですから、⤫合の௙方をᗄつかࢱࣃー

ン໬して、ࣛ ࣋ࣝを୚࠼ています（Slide 15）。ここで

は「᮲௳࡙け」、「ሙ合分け」、「࢔ウ࣊ࣇー࣋ン」と

い୕࠺つのやࡾ方を୚࠼ています。᮲௳࡙けは、基

本ⓗにはࡕ࡝らかの立ሙに㈶成なのだけ࡝、᮲௳を

つける方ἲです。౛ࣅ࣋」ࡤ࠼ーカーを␚まࡎにࡑ

のまま஌せてもいい。ただし、㕲㐨఍♫は࣐ࢼー向

上の࢟ࣕンペーンをすること」とい࠺よ࠺なලయで

す。 

Slide 13 

Slide 14 
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 「ሙ合分け」は、౛ࢵࣛ」ࡤ࠼シࣗ࣡࢔ー᫬は大

ኚだから஌せない。ᬑẁのとࡁはいいとする」とい

 。ものです࠺

࢔らでもない新しいࡕ࡝、は「ー࣋ン࣊ࣇウ࢔」 

で、「1࢔ࢹ࢖ ୧⨨ࡁに࣋ࣅーカーを஌せていい㌴୧

とⰋくない㌴୧をసってࡳて、⮬分たࡕのពᛮで㑅

ᢥして஌る」とい࠺᱌なࡑࡀ࡝の౛です。 

 このよ࠺に、⤫合の௙方にࣛ࣋ࣝを௜けてලయ౛

を♧し、࠺࡝やったら⤫合ⓗなព見ࡀฟせるのかと

い࠺ことについても方向௜けを୚࠼ています。 

 ここ以㝆（すなわࡕ理解☜ㄆ）以㝆は、基本ⓗに

はࣝࢢープ活ືをいれ、࢔クࣛࣈ࢕ࢸーニンࢢのᙧ

で行っています。౛ࢫ࣋、ࡤ࠼ト群では問㢟Ⅼ指᦬

ㄢ㢟を行っていますࡀ、これもࣝࢢープで行ってい

ます。問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟とは、学ࢇだࡩࡀࢶࢥま࠼ら

れていない࢜ࢹࣅクリࢵプを見て、ࡑの問㢟Ⅼをࢢ

ࣝープで指᦬するとい࠺ㄢ㢟です。౛ࡤ࠼、表を౑

わないでㄝ明している、࠶るいは཯ㄽを↓どして、

ーカーࣅたすら子育てするẕぶの立ሙに立って࣋ࡦ

を␚ࡴのࡀ大ኚな理⏤を㏙࡭てな࡝、ᵝࠎなࢱࣃー

ンで 30 れを見ࡑ、ࡾプをసࢵクリ࢜ࢹࣅらいのࡄ⛊

せます。ࡑのᚋ、問㢟Ⅼを指᦬させるのです。ࢹࣅ

࢜クリࢵプにฟ₇するのは、教師です。すなわࡕ⮬

స、⮬₇のクリࢵプです。友達の問㢟指᦬ではない

ですからお஫いにയつࡁませࢇし、௒ᅇは iPad でと

ࡕもた࡝ました。子ࡁましたので、⡆༢にస成でࡾ

は学校ではᬑẁ、ேのいいとこࢁを指᦬するのに័

れているのですࡀ、ᝏいとこࢁを指᦬するのは඲く

័れていないので、最ึはࡱかࢇとしていて、㠃ⓑ

かったです。ࡑれでも、ࣝࢢープの中でヰしている

と、「࠺ࡑいࡤ࠼さっࡁ表とゝっていたのに、表ࡀな

かったࡡ」とい࠺よ࠺なᙧで共᭷するよ࠺になࡾま

す。 

 ḟは理解深໬です。ࣝࢢープで高校生のࣝ࢔バ࢖

トྍྰについて⪃࠼ます。ࣝࢢープで表をᇙࡵると

こࢁまで一⥴にやって、ᥦ᱌までは一⥴でなくても

いいので、ࢇࡳなで⮬分たࡕのものを⪃࠼てฟして

もらいます。最ᚋは⮬ᕫホ౯で、分かったこと、分

からないことを記㏙してもらいました。 

 3 日目（授ᴗとしては２日目）には、上ᡭにព見

をఏ࠼るࢶࢥをྲྀࡾ上ࡆています（Slide 16）。表を書

いて⤖ㄽにすると、子࡝もたࡕのよく࠶る㛫㐪いと

しては、なࡑࡐの⤖ㄽに⮳ったかの「なࡐ」ࡀᢤけ

るのです。だから、いࡁさつと᰿ᣐはఱにᑐᛂして

いるのかしっかࡾ♧すよ࠺ఏ࠼ました。 

 

ࡁの上で問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟を行い、ᥦ᱌までのいࡑ 

さつを↓どしている、࠶るいは⮬௚の༊ูࡀない౛

をฟして問㢟Ⅼをࣝࢢープで指᦬してもらいます。 

ーム฼⏝ไ㝈を㑅び、ᐇ㝿にࢤかࡵのᚋ、㧥ᰁࡑ 

⮬分の㆟ㄽを深ࡵてもらいます。このとࡁは表のこ

ともゝわないでしࡤらくやってもらって、しࡤらく

してから「ఱࡀᚲせだった㸽 表だࡡ」とい࠺ල合

に、だࢇだࢇとᡭをᘬいています。最ᚋは分かった

こと、分からないことを記㏙しています。 

 4 日目（授ᴗ日としては３日目）は、上ᡭにⓎ表

するఏ࠼方ࢸࡀー࣐です（Slide 17）。上ᡭにఏ࠼るࢥ

Slide 15 

Slide 16 
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なࡁとして、メࣔを見ないで、ேの目を見て、大ࢶ

ኌではっࡾࡁヰ࠺ࡑとい࠺ᗄつかのことをポ࢖ント

としてලయ౛で表♧して、᫬には教師ࡀᝏい౛を♧

します。ḟに、ࢶࢥを☜かࡵなࡀら、30 ⮬らいࡄ⛊

分でⓎ表してࡳて、iPad で᧜って見てࡳます。࠺ࡑ

すると、ࡀࢶࢥ౑࠼ていないとい࠺ことࡀⰋく分か

 。ࢇませࡾ࠶ます。㸲日目については群によるᕪはࡾ

 

 最ᚋにࡑれを㋃ま࠼て、3 日目に‽ഛしたものを

を活かࢶࢥにはࡁのとࡑ。なの๓でⓎ表しますࢇࡳ

しなࡀらやっています。 

ト群はࢫ࣑࣋ࢭ、ではࢫの௚のクࣛࡑ  2 日目、3

日目の問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟ࡾ࠶ࡀませࢇ。さらに࣋ーࢫ

群では⤫合ⓗな࢔ࢹ࢖࢔をฟすことの㔜せᛶやࡑの

౛は♧していますࡀ、⟠᮲書ࡁを୺に฼⏝し、表に

ついてはこࡕらから明♧ⓗに教♧していませࢇ

（Slide 18）。すわなࢫ࣋、ࡕト群とࢫ࣑࣋ࢭト群ࡀ、

表を教♧した群となࡾます（分ᯒのとࡁには、࣋ࢫ

ト群とࢫ࣑࣋ࢭト群を「表教♧ࡾ࠶群」と表現しま

す）。 

 

ᤵᴗࡢ⤖ᯝ 

 ここからは⤖果です。まࡎ iPad に記録されたプࣞ

ンのᵝ子をご覧ください（Ⓨ表ᙜ日は෗┿を♧しࢮ

た）。こࡕらは、࠶る生ᚐの 1 日目のプࣞࢮンのᵝ子

です。Ⓨ表中も下を向いています。また、࣎ードは

฼⏝してⰋいとఏ࠼ましたࡀ、඲く↓どしていまし

た。一方、最⤊日には、๓を向いて立ὴにⓎ表して

います。࣎ードも฼⏝していますし、୚࠼られた資

料も活⏝しなࡀら⮬分のព見を㏙࡭ています。 

 

 こ࠺した行ືࢹーࢱをよࡾ詳細に分ᯒしましたの

でご⤂介しまし࠺ࡻ。まࡎ、生ᚐのⓎヰを書ࡁ㉳こ

し、分ᯒしました。１つ目に分ᯒしたのは、㆟ㄽに

おいて」ᩘの立ሙのメリࢵト、ࢹメリࢵトをᩚ理し

ているかです。⤖果を Slide 20 に♧します。 

 

 まࡎ、表を教♧した 2 群（࣋ࢫト群とࢫ࣑࣋ࢭト

群）の生ᚐは、࣋ーࢫ群の生ᚐよࡾも、」ᩘの立ሙ

のメリࢵト、ࢹメリࢵトをᩚ理でࡁていました（Slide 

20）。 

Slide 17 

Slide 18 
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 さらに、」ᩘの立ሙを⪃៖し、⤫合ⓗなᥦ᱌を最

⤊ⓗに行っているのかを分ᯒしました。ࡑの⤖果、

表の教♧࠶ࡀった 2 群の方࣋ࡀーࢫ群よࡾもよࡾከ

く⤫合ⓗなព見を⏘ฟしていました（Slide 21）。 

 

 Slide 22 は、࣋ ࡁンの書ࢮる生ᚐのプࣞ࠶ト群のࢫ

㉳こしです。࠶る一ᐃのࣝーࣝをタけた上で携ᖏの

ᣢࡕ㎸ࡳを࢜ーࢣーするとい࠺ᥦ᱌を行っておࡾ、

⤫合ⓗなព見ࡀ⏘ฟでࡁていることࡀ分かࡾます。 

 

 ḟは、生ᚐࡀ౑った資料の分ᯒです。࣎ードを活

⏝しているかと、表を౑っているかを分ᯒしました

（Slide 23）。 

 
 表を౑っているか㞟ィしたとこࢁ、࣋ーࢫ群では

にࡎ教♧せࡀ生ᚐ、ࡕロでした（Slide 24）。すなわࢮ

⮬Ⓨⓗに౑いฟすことは⪃࠼にくいのだとᛮいます。

一方、௚の２群では、slide24 に࠶るよ࠺なᙧで表の

฼⏝ࡀ伸びています。つまࡾ、表を活⏝しなࡀらᩚ

理して、ㄽⅬをᩚ理した上で⤫合ⓗなࡀ࢔ࢹ࢖࢔ฟ

せるよ࠺になっているとい࠺ことです。 

Slide 20 
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 なお、௒ᅇの分ᯒでは、⤫合ⓗなព見の㉁の分ᯒ

についても、ᚲࡎしも༑分とはゝ࠼ないのですࡀ分

ᯒしています（Slide 25）。㉁を分ᯒしよ࠺とᛮったの

は、ᥦ᱌ࡀ⤫合ᆺで࠶っても、཯ㄽを඲く⪃៖して

いなかっとしたら、Ⰻいᥦ᱌とはゝ࠼ませࢇ。཯ㄽ

をࢇࡕࡁと⪃៖しているかは㔜せなⅬでࡾ࠶、この

Ⅼを⪃៖するᚲせ࠶ࡀると⪃࠼たからです。཯ㄽを

と⪃៖しているሙ合にはࢇࡕࡁ 2 Ⅼ‶Ⅼ、㒊分Ⅼと

して１Ⅼもタけて、෌ᗘ分ᯒしてࡳました。この⤖

果、表教♧の 2 群ࡀ高くなっていて、2 群の㛫では

ᕪࡀないとい࠺⤖果ࡀฟました。༢に⤫合ⓗなᥦ᱌

をするだけではなく、཯ㄽをྲྀࡾධれたᥦ᱌になっ

ているとゝ࠼ます。 

 

 なお、ここまでの分ᯒ、すなわࡕ行ືࣞ࣋ࣝでは

ト群ࢫ࣑࣋ࢭト群とࢫ࣋ 2 群には㐪いࡳࡀられませ

ࡁのくらいព㆑で࡝ントを࢖でした。しかし、ポࢇ

ているのかについては㐪い࠶ࡀるかもしれないと⪃

 。られましたので、分ᯒしています（Slide 26）࠼

 

 まࡎは、一⯡ಙᛕㄢ㢟の⤖果です。このㄢ㢟で、

㈶ྰの分かれる㆟ㄽにおいて大ษなことはఱかと⪺

いています。行ືࣞ࣋ࣝでは࣋ࢫト群とࢫ࣑࣋ࢭト

群には㐪いࡳࡀられれないのですࡀ、ព㆑のࣞ࣋ࣝ

は㐪いました。Slide26 に♧したよ࠺に、࣋ࢫト群だ

けࡀ௚の 2 群よࡾもᅗ表にᩚ理しなࡀらㄝ明するこ

とࡀ大஦だとい࠺記㏙ࡀከくなっていました。大ษ

なこととして、ゝ葉でㄝ明でࡁるくらいにព㆑でࡁ

ているとい࠺ことは、このᚋの活ືにもᙳ㡪します。

ですから、࣋ࢫト群のこの⤖果は、とても大஦なこ

とだと⪃࠼ています。 

 問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟からも、࣋ࢫト群とࢫ࣑࣋ࢭト群

の㐪いࡀ見࠼㞃れします。ලయⓗには、「⮬௚を༊ู

してㄝ明でࡁてない」と指᦬でࡁた๭合ࢫ࣋ࡀト群

においてࢫ࣑࣋ࢭト群よࡾも高くなっています

（Slide 27）。これはポ࢖ントࡀព㆑໬されているとい

 。Ⅼで、上㏙した⤖果とྠᵝのഴ向を♧しています࠺

 

 最ᚋはព見のఏ࠼方です。࡝の⛬ᗘ࣎ードを指し

Slide 24 
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♧しなࡀらㄝ明しているかについては、࡝の群でも

してもらいました。このࢢン࢕ࢹーࢥを見て࢜ࢹࣅ

⤖果、群㛫の㐪いはࡾ࠶ませࢇでした（Slide 28）。࡝

の群でも࣎ードを指し♧しなࡀらⓎ表するよ࠺にな

っていました。࣋ࢫト群では 92㸣で、かなࡾ活Ⓨに

しっかࡾプࣞࢮンしてくれている༳㇟ࡾ࠶ࡀました。

「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」だからこ50、ࡑ 分でここ

までᣢってこられるのだ࠺ࢁと、⚾⮬㌟は࠶らたࡵ

てこれはすごいことだとឤࡌました。 

 
 

⪃ᐹ 

 ⤖果のまとࡵです（Slide 29）。 

 

 「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」を฼⏝しなࡀらᛮ⪃の

ーࣝとして表を活⏝することを促すと、᰿ᣐを㋃ࢶ

ま࠼た⤫合ⓗព見の⏘ฟにつなࡾࡀます。ᡭだてと

して表ࡀ᭷ຠで࠶ることをព㆑໬させました。特に

問㢟Ⅼ指᦬ㄢ㢟を行った群ではព㆑໬ࡀ㢧ⴭにฟま

した。最⤊ⓗには、⚾は最ᚋのࢫࢸトではᅗ表を౑

いなさいとは一ゝもゝわなかったのですࡀ、⮬分た

で౑っていました。௚のᩥ⬦で⮬Ⓨⓗに本ᙜに౑ࡕ

 。かは௒ᚋのさらなる᳨ウㄢ㢟だとᛮっています࠺

 理ㄽへの♧၀については௒ᅇ๭ឡするのですࡀ、

ᐇ㊶への♧၀としては、௒ᅇはᛮ⪃のࢶーࣝとして

表を教࠼ています（Slide 30）。ただ༢に表を౑いなさ

いとゝっているわけではなく、ᐇ㝿に౑い方を明♧

ⓗに教࠼、౑ってࡳて、⮬分࠺ࡀまくいったとこࢁ

といかないとこࢁを᣺ࡾ㏉る。ࡑのことで⮬Ⓨⓗに

活⏝でࡁる子࡝もになっていࡁますし、௚のᩥ⬦で

も౑ってくれるとᮇᚅしたいとᛮっています。 

 

 ෑ㢌でも㏙࡭ましたࡀ、ගᮧᅗ書は、小学校 5 年

生の教科書に、␗なるព見をㄪᩚする力を育成する

༢ඖを㏆年になってධれてࡁています。とてもⰋい

ことではないかとᛮっています。早い᫬ᮇからこ࠺

い࠺ことになࢇࡌでおくと、大ேになったとࡁにⱞ

ປせࡎにやっていけるのではないかとឤࡌています。 

 
 

  

Slide 28 

Slide 29 
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 ㄝ᫂άືࠖࡓ࠸⏝ࢆ⾲ᅗࡿࡅ࠾࡟⩦ᐙᗞ学ࠕ

(PPDQXHO 0DQDOR（京都大学） 

 

Today I will talk about a research project on developing 

university students’ subject understanding, communication 

skills, and spontaneity in diagram use through regular 

homework that they have to do for the course. 

 本日は、大学生の講義内容の理解࣭࣑ࣗࢥニࢣー

シࣙンࣝ࢟ࢫの⋓ᚓ࣭⮬Ⓨⓗなᅗ表の฼⏝を、授ᴗ

ᚋにㄢすㄢ㢟を㏻ࡌて高ࡵよ࠺とした研究プロジェ

クトをご⤂介します。 

 I will provide an outline of  what I will talk about (Slide 

1).  First I will give some background on the educational 

challenges addressed in this study, which are integration of  

content learning, effective communication skills 

development, and the development of  competence in using 

multiple forms of  representation including diagrams.  I 

will also talk briefly about the methods that we used in one 

of  the graduate courses in education, which included 

weekly explanation writing homework as well as the hints, 

instruction, and practice in diagram use that they were given.  

Then I will talk a little bit about the results we obtained 

including improvements in spontaneity in the use of  

diagrams by students, as well as the transfer that we found 

to explanation writing in the final test. 

 Slide 1 は、本日おヰしする内容です。௒ᅇ⤂介す

るᐇ㊶で↔Ⅼをᙜてるのは、指ᑟの中で࡝のよ࠺に

学習内容の理解と学習ࣝ࢟ࢫの向上をྠ᫬に達成し

ていくのかとい࠺ことです。すなわࡕ、大学の学習

をしなࡀら、࣑ࣗࢥニࢣーシࣙンࣝ࢟ࢫを向上させ、

かつᅗ表な࡝のといった表㇟を౑いなࡀらㄝ明する

力を࠺࡝育てていくかとい࠺ことです。⚾の行った

ᐇ㊶では、ẖ㐌、授ᴗで学ࢇだことについてㄝ明す

るᐟ㢟をฟしています。ࡑの㝿、ࣄントや࢖ンࢫト

ࣛクシࣙンを୚࠼ます。さらに、ᐇ㝿にᅗ表を౑っ

てㄝ明する⦎習も行います。こ࠺した活ືを⤒㦂す

ることで、ㄝ明をồࡵるᐟ㢟において⮬Ⓨⓗにᅗ表

を౑࠺よ࠺になるのかを᳨ドしました。さらに、最

⮬らいᅗ表をࡄれ࡝トでఱもゝわない≧ἣでࢫࢸ⤊

Ⓨⓗに౑࠺よ࠺になるのかについても᳨ウしました。 

 
 

%DFNJURXQG RI WKH (GXFDWLRQDO &KDOOHQJHV 

$GGUHVVHG LQ WKLV 6WXG\ 

 One of  the most important challenges in education at 

the moment is the integration of  content learning and skills 

development in how we teach students (Slide 2).  

Traditionally, the provision of  education has been equated 

with the provision of  knowledge and content.  Essentially, 

we came to think of  education as teaching subject content 

to students.  However, there has increasingly been 

recognition of  the importance of  also cultivating skills in 

students.  Increasingly it is being recognized that 

developing students’ skills is at least as important as 

providing them with the content knowledge. 

 Overseas and increasing in Japan there is a movement 

towards recognizing the importance of  developing 21st 

century skills and there has been a considerable amount of  

talk about this.  These are skills that students need to 

effectively manage and succeed in 21st century 

environments, which means that, in educating students, we 

should not just teach them content, but we should also 

educate them on ways that they can manage living in the 

environment that exists in the 21st century. 

 That includes deep learning and communication skills, 

which are very important skills for the 21st century, and 

they emphasize understanding rather than just retaining 

Slide 1 
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information.  It is important to not only remember 

information, but also to understand and to gain the ability 

to transfer and use knowledge/skills in other appropriate 

situations.  If  students deeply understand something, they 

should be able to use what they have learned not only in the 

situation in which they learned it, but in also in other 

situations.  There are also other skills that Dr. Uesaka 

pointed out before that include such skills as critical 

thinking and also IT literacy.  Also, communication in 

increasingly globalized environments is very important, 

which means being able to communicate effectively not just 

to people around the students, but also people in other 

situations such as educational environments and work 

environments that are increasingly becoming more 

globalized over the past 20 to 40 years. 

 ᚑ᮶の教育では、学習内容を教࠼るとい࠺ことࡀ

中心で࠶ったとᛮいますࡀ、ྠ᫬に学習ࣝ࢟ࢫにつ

いても࠶わせて教࠼ていくᚲせᛶに↔Ⅼࡀᙜたるよ

 。ています（Slide 2）ࡁになって࠺

 ᾏእでは 21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫとして、ࡑのⅬࡀᙉㄪさ

れていますし、日本でも、内容を教࠼るだけでなく、

もの࠺い࠺࡝ࡀࣝ࢟ࢫ学習ࡁ࡭れとేせて育てるࡑ

で、一య࠺࡝やったら育つのかࡀヰ㢟になってࡁて

いるとᛮいます。 

 ２１世紀ᆺࣝ࢟ࢫの㆟ㄽの中でも、特に「深い学

び（deep learning）」と「࣑ࣗࢥニࢣーシࣙンࣝ࢟ࢫ

communication skills」はとても大஦です。᝟報は༢に

୸ᬯ記してᣢつのではなく、᰿本ⓗに深く理解する

ことによってึࡵて௚のᩥ⬦でも౑࠼る▱㆑になっ

ていࡁます。ࡑのたࡵ、理解を࡝のよ࠺に促してい

くかはとても大஦なㄢ㢟になっています。また、ࢢ

ローバࣝな⎔ቃࡀᗈࡀっている中で、࣑ࣗࢥニࢣー

シࣙンࣝ࢟ࢫは㠀ᖖに大ษなものになってࡁている

とᛮいます。 

 
 There are challenges associated with teaching (Slide 3).  

One of  the most important challenges is how to integrate 

the teaching of  content and the development of  skills.  In 

the area of  deep learning and communication skills in 

English, there is a tendency for skills development to be 

taught in the absence of  substantive content.  What that 

means is that skills are taught without actually using real 

content.  At university it is a common practice to show 

videos that have nothing to do with what students are 

learning in class.  The students are asked to watch the 

video and then discuss in groups about the video.  The 

teacher then asks the groups what they discussed.  This is 

not very useful, especially if  the students are not learning 

the content of  the video but are learning other things like 

science, engineering, or education.  Likewise, the content is 

often taught without due consideration of  the skills that the 

students should develop.  There is a disconnection 

between content instruction and skills development, which 

is a problem. 

 Another challenge in teaching is how to develop 

students’ competence in using multiple forms of  

representation.  When both verbal and visual 

representations are used, we present information to both 

verbal and visual processing channels in working memory, 

and the results become far more effective as far as 

facilitating understanding and also communicating the ideas 

that we have to other people.  One of  the problems 

related to this particular challenge is what we have found 
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through research, which is that students generally lack 

spontaneity in diagram use not only in communication, but 

also in problem solving.  Therefore, when they are 

working on problems solve, students generally have a 

tendency not to use diagrams to solve the problems.  They 

will also write words without incorporating some visual 

representation of  what they are trying to explain to other 

people.  These are two important challenges in teaching in 

relation to developing 21st century skills in students. 

 ௒ᅇ、↔Ⅼをᙜてたいことの一つは、指ᑟにおけ

る学習内容の理解とࣝ࢟ࢫ学習の⤫合です（Slide 3）。

౛ࡤ࠼、ⱥㄒ教育では、ࡑれらࡀ分᩿されているの

です。学習内容を教࠼るたࡵにⱥㄒを౑࠺とい࠺よ

は、学習内容とは関ಀのないものを౑ってⱥㄒのࡾ

ࡀ学習ࣝ࢟ࢫ学習をしています。学習内容とࣝ࢟ࢫ

分᩿されているのは㠀ᖖにもったいないことです。 

 も࠺一つは、ᅗ表の฼⏝です（これもࣝ࢟ࢫの一

㒊と⪃࠼られます）。ேに分かࡾやすく教࠼るたࡵ、

⮬分ࡀ理解するたࡵにᅗ表を฼⏝することࡀ㔜せで

にᅗࡁ学習者は問㢟を解くと、ࡎるにもかかわら࠶

表を฼⏝でࡁていなかったࡾ、ேにものをఏ࠼ると

ᐇែ࠺するといࡾていなかったࡁにᅗ表を฼⏝でࡁ

で、ేせࢇ㎸ࡾの஧つをྲྀࡑ、ます。だからࡾ࠶ࡀ

て授ᴗの中でᨭ᥼していࡁたいと⪃࠼たのです。 

 
 

0HWKRGV 8VHG LQ 2QH 8QGHUJUDGXDWH &RXUVH LQ 

(GXFDWLRQ 

 How did we address these challenges (Slide 4)?  I will 

describe to you what we did in an undergraduate course in 

education.  In this course there were 21 students.  All of  

the students in this course had English as a second or 

foreign language.  Thirteen of  them were Japanese and the 

other students were international students of  other 

nationalities.  Since I taught the course, it was taught 

entirely in English. 

 The students were given a regular task of  explanation 

writing.  The students had to explain the most important 

points that they had learned from the class session that 

week.  Every week the students had a 90-minute class 

session.  They had to imagine that their audience was 

another student who knew nothing about the topics 

covered in the course, and the students had to write their 

explanation in English.  I collected these homework 

assignments and provided written feedback to them every 

week.  I would collect these assignments one week, write 

comments, and hand them back the following week.  The 

students were asked to include the homework sheets in their 

portfolio for submission at the end of  the semester, and the 

portfolio was worth 40% of  the total course grade. 

 Students were provided grading rubrics, so they knew 

exactly what I was looking for in the assignments.  Marks 

were allocated for satisfactory completion and quality 

features of  the homework tasks.  I was focusing on how 

clearly they were able to explain the important content from 

what they were supposed to have learned during that week.  

The rubrics also made no mention of  the use of  diagrams 

and did not express an expectation for students to include 

diagrams.  Therefore, the use of  diagrams was not directly 

linked to grades.  I did that because I did not want them to 

use diagrams just for the sake of  using diagrams.  I wanted 

them to use diagrams to improve the clarity of  their 

communication in the homework assignments. 

ᐇ㊶を行った授ᴗにはࡀ⚾  21 ேの生ᚐࡀいて、日

本の国⡠をᣢつ学生ࡀ 13 ே、௚の国⡠をᣢつ学生ࡀ

8 ேいます。඲ဨ、ⱥㄒは➨２ゝㄒです（Slide 4）。

 。ていますから、授ᴗはⱥㄒで行われます࠼教ࡀ⚾
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 ẖ㐌 90 分の授ᴗを⪺いたᚋに、授ᴗでྲྀᢅࡾった

トࢵࣆクについてこの授ᴗの中で最も㔜せだとᛮ࠺

ポ࢖ントを書かせるᐟ㢟ࡀฟます。この᫬、඲く▱

らない学生を᝿ᐃして書かせます。ࡑしてᥦฟされ

たものに⚾ࢥࡀメントを書いて㏉します。このᐟ㢟

をᥦฟすることࡀ成⦼の 40㸣ࡀィ⟬されることに

なっています。 

 学生にはࣝーࣈリࢵクを୚࠼て、࡝のよ࠺なⅬか

らホ౯しているかࡀ分かるよ࠺にしています。ࣝー

、ࡀクにはᅗ表をかくこともྵまれていますࢵリࣈ

ᅗ表をかいたからといって成⦼ࡀ上ࡀるわけではな

く、ᅗ表をかいた⤖果、ㄝ明の㉁ࡀ上ࡀれࡤ成⦼に

཯ᫎされるよ࠺になっています。 

 
 As for the objectives of  the homework tasks that the 

students had to do, one was to facilitate reflection and 

understanding of  the course content (Slide 5).  That is why 

they had to write and explain what it was that they had 

learned during that week.  Another objective was for them 

to develop communication skills in English, which is why 

they had to write what they had understood in English.  

The third objective was to promote spontaneous use of  

diagrams in written communication.  This is because if  

they could incorporate diagrams with what they were 

writing, they could enhance the effectiveness of  their 

explanations, which would then help clarify their own 

understanding and enhance the clarity of  their written 

communication.  One important point is that by 

diagramming what they were trying to explain, students 

could also clarify their own understanding of  the 

information that they were trying to explain. 

 As for the interventions in promoting the spontaneous 

use of  diagrams, the students were provided a hint to make 

them realize the value of  including diagrams in their written 

work.  They were also provided instruction about the 

effective use of  diagrams to address any deficiencies that 

they may have had in their knowledge of  how to use 

diagrams to enhance the communicative effectiveness of  

their written work.  Also, they were provided a review of  

the key points from the instruction and provided practice to 

ensure that the students had the skills necessary to 

construct appropriate diagrams to use when explaining 

different kinds of  information. 

 このᐟ㢟の目ⓗは、学習内容ࡑのものの理解の深

໬、ⱥㄒの࣑ࣗࢥニࢣーシࣙンࣝ࢟ࢫの向上、ㄝ明

᫬におけるᅗ表の฼⏝の促進です（Slide 5）。ᅗ表を

฼⏝すると、書いている内容ࡀはっࡾࡁします。書

いている内容ࡀはっࡾࡁするとい࠺ことは、⮬分の

㢌もはっࡾࡁして、理解ࡀ深まるとい࠺ことです。 

 ⮬Ⓨⓗなᅗ表の฼⏝を促すたࡵに、ẁ㝵を㏣って

、メントを書いて、「௒ᗘࢥ。ポートをධれていますࢧ

ᅗ表を౑ったらいいよ」といࣄ࠺ントをࡆ࠶るࣇェ

ーズから、「ලయⓗにこのよ࠺に౑࠺といいよ」とい

。ますࡾ࠶ࡀェーズࣇる࠼トࣛクシࣙンを୚ࢫン࢖࠺

さらに、࡝のよ࠺に౑ったらいいかとい࢟࠺ーポ࢖

ントを᣺ࡾ㏉る᫬㛫をタけ、ࡑれを㋃ま࠼てᐇ㝿に

⮬分でも౑ってࡳる機఍ࡾ࠶ࡀます。ࢥーࢫはࡑの

よ࠺な࢖ࢨࢹンになっています。 
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 As for the measurements that we took (Slide 6), first of  

all we measured the students’ diagram use in pre- and 

post-intervention tests.  We gave them pre- and 

post-intervention tests because in the homework task the 

things that they had to write about varied in terms of  how 

easy it was to draw diagrams.  That was difficult to control, 

but in the pre- and post-intervention tests we gave them 

reading materials to take notes from and then also to 

explain afterwards.  In this way we could have a look at 

how clearly they explained information, but also how many 

diagrams they used in note taking as well as the explanations 

that they provided.  The passages that they had to read in 

the beginning and the end were equivalent and we 

controlled for that equivalence. 

 We also looked at their weekly explanation homework.  

There were different phases.  At baseline there was no 

intervention, and then around week three or five the 

students received a hint, which was then the after-hint phase.  

At week 10 the students received instruction, so that was 

the after-instruction phase.  At week 11 they received 

practice, so that phase was after-instruction-and-practice.  

The remaining weeks were the maintenance phase of  the 

design. 

 The hint was given to the students as comment in their 

homework. I wrote the hint in their homework in week 3 

for about half  of  the students and in week 5 for the other 

half, so there was a difference in the timing of  the hint.  I 

wrote in their homework that including diagrams could 

make their explanations easier to understand – as part of  

the comments that they received.  Instruction was given 

for 20 minutes at the end of  the week 10 class.  Practice 

was then provided in the week 11 class: at the end of  that 

class, 30 minutes were spent on practice.  They also had 

homework to do for practice: the students had to draw 

some diagrams as extra homework for week 11. 

 ホ౯の指ᶆについてです（Slide 6）。一つは஦๓、

஦ᚋࢫࢸトです。授ᴗの஦๓と஦ᚋに、学生ࡀ⮬Ⓨ

ⓗに࡝れくらいᅗ表を౑っているかを▱るたࡵに行

っています。学生には、⊂立したㄢ㢟をㄞࢇでࣀー

トをྲྀらせ、ࡑのᚋにேにㄝ明してもらいます。2

✀㢮のㄢ㢟ࡀ⏝ពされておࡾ、A バージࣙンを஦๓、

B バージࣙンを஦ᚋにྲྀࣝࢢࡴ⤌ࡾープと、B バー

ジࣙンを஦๓、A バージࣙンを஦ᚋにྲྀࣝࢢࡴ⤌ࡾ

ープࡾ࠶ࡀます。 

 も࠺一つはẖ㐌のᐟ㢟としてㄢしているㄝ明ㄢ㢟

です。13 㐌を࣋ー࢖ࣛࢫン、ࢱࣇ࢔ーࣄント、ࣇ࢔

トࣛクシࢫン࢖ーࢱࣇ࢔、トࣛクシࣙンࢫン࢖ーࢱ

ࣙン㸩プࣛクࢫ࢕ࢸ、メンࢼࢸンࢫといࣇ࠺ェーズ

に分けています。最ึは࣋ー࢖ࣛࢫンで、ᐟ㢟にᑐ

して特にఱもാࡁかけない≧ែで学生࡝ࡀれࡄらい

ᅗ表を౑ってくるかを見て、最ᚋにメンࢼࢸンࢫで

 。ᣢされているかを見ます⥔ࡀ⏝らいᅗ表の฼ࡄれ࡝

と理解しやす࠺ントでは、ᥦฟ≀に「ᅗ表を౑ࣄ 

くなࡾます」といࢥ࠺メントを書いて㏉します。学

生の༙分には 3 㐌᫬Ⅼで、も༙࠺分には 5 㐌᫬Ⅼで

と、᫬ᮇをࡎらしてࣄントを୚࠼ましたࡀ、ᅗ表の

฼⏝にᑐするຠ果はࣄントを୚࠼る᫬ᮇによって㐪

いはࡾ࠶ませࢇでした。࢖ンࢫトࣛクシࣙンとは、

10 㐌᫬Ⅼで、ᅗ表の౑い方についての授ᴗを 20 分

㛫ධれたことを指しています。 

では、11ࢫ࢕ࢸトࣛクシࣙン㸩プࣛクࢫン࢖  㐌᫬

Ⅼで、30 分㛫にわたっても࠺ᑡしලయⓗにᅗ表を書

いてࡳる⦎習をしています。この㐌はいࢁいࢁなࢱ

トࣛクシࣙンとプࣛクࢫン࢖プのᅗ表についての࢖

て、ලయⓗに࠼をしていて、㏻ᖖのᐟ㢟にຍࢫ࢕ࢸ

⮬分でも書いてࡳるᐟ㢟をู㏵୚࠼ています。 
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 In the next three slides I will show a plan of  what I 

provided the students in terms of  the instruction that they 

received for 20 minutes in week 10 (Slide 7).  I told them 

about the ways of  using diagrams.  Apart from clarifying 

their understanding, I also pointed out that diagrams and 

explanations can illustrate, provide an overview or structure, 

show process or cause-and-effect relationships, and can 

compare and contrast.  For example, illustration means to 

show what something might look like.  Providing an 

overview or structure is to show the main ideas and 

supporting details as well as show the classification or 

organization of  information. 

に、ᅗ表の฼⏝ἲにつࡁトࣛクシࣙンのとࢫン࢖ 

いての▱㆑も୚࠼ています（Slide 7）。ᅗ表の฼⏝ἲ

には、ࢫࣛ࢖トによって࠺࡝見࠼るかをࡑのまま♧

す、ᴫほやᵓ㐀の明☜に♧す、プロࢫࢭやᅉ果関ಀ

をを♧す、ẚ㍑やᑐẚな࡝を行࠺といったことをᣲ

 。ていますࡆ

 

 As an example of  what I taught them, I will provide an 

explanation of  how the overview and structure can be 

clarified by the use of  diagrams (Slide 8).  I taught the 

students that diagrams showing the overview or structure 

should be used when it is important for the reader to 

understand the connections between multiple and/or 

complex components of  the information being explained.  

This addresses the questions of  what the component parts 

are, and how they are related; how multiple components 

make sense together; what the main idea is, as well as what 

the supporting details are; and how the information can be 

hierarchically organized including clarification of  the sets 

and subsets.  I also explained that overviews and structures 

could be provided through schematic diagrams, branching 

tree diagrams, and hierarchy schemas. 

 ౛ࡤ࠼、ከᩘからなる」㞧なᵓ成せ⣲࡝ࡀのよ࠺

な関ಀになっているか、࡝のよ࠺につなࡀっている

かを⪃࠼るとࡁには、ᵓ㐀を明☜にするたࡵにᅗ表

を౑࠺とい࠺ことをㄝ明します（Slide 8）。ࡑのᚋで、

ー࣐ᅗやᶞᙧᅗや㝵࢟ࢫ、れに㐺したᅗ表としてࡑ

ᒙᅗな࡝、ᗄつかの౛を♧します。 

 
 I showed the students some examples of  different 

types of  diagrams (Slide 9).  These diagrams I drew 

myself  or obtained from the Internet as examples.  I also 

provided examples of  the overview or hierarchy diagrams 

that students had used in past homework (Slide 10). 

 学生には、඾ᆺⓗなᅗ表の౛も教࠼ています（Slide 

ントをཷけて⮬Ⓨⓗにᐟ㢟でᅗ表をᥥいていࣄ。（9

Slide 6 

Slide 7 
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る学生もいるので、ࡑのᅗ表もලయ౛として♧して

います（Slide 10）。 

 

 
 These are examples of  the diagrams that the students 

produce during the week 11 class practice (Slide 11).  

These diagrams are what different students actually 

produced during the practice session, and you can see the 

kinds of  diagrams that students produced including 

illustrations, tables, and process diagrams. 

 Slide 11 は学生の౛です。11 㐌᫬Ⅼのプࣛクࢫ࢕ࢸ

のとࡁに、௒まで学ࢇだことを౑いなࡀら、ᐇ㝿に

ࡾたࡳᅗ表に書いて、ࡾたࡳ分けてࡁプูに書࢖ࢱ

したものです。 

 
 These diagrams were produced by students in the 

homework provided to them as practice for week 11 (Slide 

12).  They had to create an illustrative diagram, a diagram 

to provide an overview or structure, a diagram to show a 

process or a cause-and-effect relationship, as well as a 

diagram that shows comparisons or contrasts.  These 

examples are from one student. 

 Slide 12 は、一ேの学生11、ࡀ 㐌目のᐟ㢟で 4 ࢖ࢱ

プの฼⏝ἲࡑれࡒれのᅗ表をかいてくるよ࠺にゝわ

れてᥦฟしたものです。 

 
 

5HVXOWV 

 This shows the results that we obtained with regards to 

diagramming (Slide 13).  To answer the question of  

whether the interventions had an effect on the students’ use 

of  diagrams in their homework, you can see that the 

interventions did have an effect.  After giving a hint, the 

use of  diagrams went up from the baseline, but after 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 
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instruction the use of  diagrams did not go up significantly.  

Therefore, it seems that it was not enough to simply give 

the students instruction.  However, after practice, the use 

of  diagrams went up significantly and then use was 

maintained and improved probably due to practice. 

 As for the other question of  whether the students’ use 

of  diagrams in their written work increased from the 

beginning to the end of  the semester, the answer is that 

they clearly did.  Looking at the mean proportions of  

student diagram use in notetaking and explanation, you can 

see that diagramming increased for both following the 

interventions. 

 ⤖果をご⤂介しまし࠺ࡻ（Slide 13）。ᅗ表を฼⏝す

る学生の๭合は、ࣄントのࣇェーズで上᪼し、࢖ン

なにኚわらないのでࢇࡑトࣛクシࣙンをཷけてもࢫ

す࢖、ࡀンࢫトࣛクシࣙンࡀプࣛクࡀࢫ࢕ࢸ一⥴に

なるとまた上᪼し、ࡑのまま⥔ᣢされるとい࠺ᙧに

なっています。 

 ྑഃのᅗは、஦๓ࢫࢸトと஦ᚋࢫࢸトのㄢ㢟にお

いてᅗ表を฼⏝した学生の๭合を♧しています。ᕥ

ഃの⃰い⅊Ⰽのバーは⮬分࠼⪄ࡀるとࡁに฼⏝する

๭合、ྑഃのⷧい⅊Ⰽのバーはㄝ明を書くとࡁに฼

⏝する๭合を表しています。஦๓から஦ᚋにかけて

୧方ࡀ上ࡀっていることࡀ見てྲྀれます。 

 
 This shows an example of  students using multiple 

representations, which was one of  the objectives of  this 

intervention (Slide 14).  You can see that the students 

actually used words and incorporated diagrams into their 

explanation. 

 Slide 14 では、ࢫ࢟ࢸトと一⥴にᅗ表を⏝いてㄝ明

しているᵝ子ࡀ分かࡾます。 

 
 This is another example of  students using multiple 

representations (Slide 15). 

 Slide 15 では、ྠ ま࠺とᅗ表をࢫンࢸンࢭに࠺よࡌ

く⤌ࡳ合わせなࡀらクリ࢔にㄝ明しよ࠺としている

ᵝ子ࡀ分かࡾます。 

 
 The last question addressed was whether there was 

transfer (Slide 16).  The answer I think is that there was 

transfer since 13 out of  the 21 students (62%) used 

diagrams in explanations in their final test.  Several weeks 

after the end of  the semester, students had their final test 

and 62% percent of  the students used diagrams.  This 

shows just one example showing how a student used a 

diagram to clarify what they were explaining in the final test. 

 学生は、授ᴗࡀ⤊わってからఱ㐌㛫かたってから

最⤊ࢫࢸトをཷけました（Slide 16）。ࡑの⤖果、62㸣

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 
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の学生ࡀ⮬Ⓨⓗにᅗ表を౑っていました。ㄝ明をồ

に、ูに౑いなさいとゝわれているわࡁられたとࡵ

けではないのに⮬Ⓨⓗに౑っていることから、「㌿⛣

は㉳こっているか」とい࠺問いの⟅࠼は、㉳こって

いるでし࠺ࡻとい࠺ことになࡾます。 

 
 

'LVFXVVLRQ 

 This study shows that the intervention is effective in 

promoting spontaneous diagram use in explanations (Slide 

17).  This intervention was also effective in terms of  

promoting transfer to other activities or explanations that 

the students had to do in the course. 

 このᐇ㊶は、ࡑのඛの⮬Ⓨⓗなᅗ表の฼⏝も促進

していたことࡀ分かࡾました（Slide 17）。 

 
 More importantly, the intervention used this study was 

effective in a real educational context (Slide 18).  The skill 

of  using diagrams was integrated with content instruction.  

An important point is that developing teachers’ competence 

in such integration is very important in education, and I do 

not think that this is appropriately attended to in how we 

train teachers at the moment.  Developing teachers’ 

competence in integrating is important in education, such as 

in the development and assessment of  content knowledge 

through the use of  the desired skills that we want to 

develop in the students.  The ability to use multiple forms 

of  representation (words and diagrams) also enhanced 

students’ general communication competence in this 

particular study.  Therefore, I think that this ability for 

teachers to apply that integration to what they are teaching, 

so that as they are teaching the content they are also 

promoting development in skills in students, is very 

important to develop in our teachers. 

 もっと大஦なことは、このᐇ㊶はᐇ㝿に教育につ

いて教࠼る授ᴗの中で行われているとい࠺ことです

（Slide 18）。このよ࠺に、ඛ生方に教育についての内

容を教࠼るのとྠ᫬に、ࣝ࢟ࢫを習ᚓしてもら࠺こ

とについては、まだ༑分に㆟ㄽされていないのでは

ないかとᛮいます。しかし、これはとても大஦なト

 。か࠺ࡻクではないでしࢵࣆ

 また、௒ᅇは学生に」ᩘの表㇟、ゝ葉とᅗ表を౑

わせることを㏻ࡌて、࣑ࣗࢥニࢣーシࣙンࡑࣝ࢟ࢫ

のものも上ࡆています。このよ࠺に、࣑ࣗࢥニࢣー

シࣙンࣝ࢟ࢫも上ࡆなࡀら内容を教࠼ることࡀもっ

とᐇ㊶の中で行われてもいいのではないかと⪃࠼て

います。 
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 ࠖ㊶ᤵᴗ実ࡓࡋ࠿άࢆ࠸ၥࡓࡋసᡂࡢ❺ඣࠕ

小山 義徳（千葉大学） 

 

 ⚾は大学で、୺に小学校のඛ生になࡾたい学生を

㣴成している関ಀもࡾ࠶、᫖年ᗘまではඛ生の㉁問

ことに関してプ࠺るかといࡆに上࠺のよ࡝をࣝ࢟ࢫ

ーシࣙンをしていました。௒年はඛ生ではࢸンࢮࣞ

なく、学習者ഃのඣ❺の㉁問に↔Ⅼをᙜてたプࣞࢮ

ンࢸーシࣙンをしたいとᛮっています。 

 

ᚑ᮶ᆺࡢᤵᴗ 

 ᚑ᮶ᆺの教師ࡀ問࠺授ᴗには、ࡑれࡒれメリࢵト、

ます（ᅗ表ࡾ࠶ࡀトࢵメリࢹ 1）。 

 

 メリࢵトは、ඣ❺の⟅ࡀ࠼ண でࡁてㄽⅬࡎࡀれ

にくい、᫬㛫ࡀかからࡎணᐃ࡝おࡾに⤊わる、授ᴗ

のὶれࡀண᝿しやすいことです。 

た࠼⪄本ᙜにࡀ❺ඣ、ࡎトとしては、まࢵメリࢹ 

い問いとのࢵࣕࢠプ࠶ࡀることです。「⚾は本ᙜは

ࠗごࡂࢇつ࠘ࡡでこ࠺い࠺問いを⪃࠼たいのに、ඛ

生ࡀこ࠺⪺いているから、授ᴗの中ではࡑのことに

ついて⪃࠼ている」とい࠺ඣ❺ࡀいます。࠺ࡑした

ඣ❺の問いを࠺まく活かした授ᴗࡀでࡁないかとい

ントにな࢖ーシࣙンのポࢸンࢮ௒ᅇのプࣞࡀこと࠺

 。ますࡾ

 ஧つ目は、ඣ❺の「問ࣝ࢟ࢫ࠺」を伸ࡤす機఍を

ዣ࠺ことです。ඛ生ࡀ問࠺、ඣ❺࠼⟆ࡀるとい࠺ᙺ

๭ࡀᬯ㯲のࡕ࠺にฟ᮶上ࡀっていて、ඣ❺は、⮬分

たࡀࡕఱかを問࠺ていいのかといࡀ࠼⪄࠺㢌の中に

ᅗ⾲1 
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でࡁてしまいます。 

、ࡀるのですࡀトにつなࢵメリࢹつ目の୕ࡀれࡑ 

学ࡪとは教師ࡀᑜࡡたことにඣ❺࠼⟆ࡀることで࠶

ពࡀ授ᴗはඛ生に㉁問されるのをᚅって、ඛ生、ࡾ

ᅗしていることをくྲྀࡳってព見をゝったࡾ、ヰし

合いをしたࡾする」ことࡀᬯ㯲の஢解、ࣄドࢗンカ

リ࢟ࣗࣛムになっているሙ合࠶ࡀるとᛮいます。ࡑ

れによって、ඣ❺ࡀ⮬ᚊᛶをᣢって、⮬分で␲問に

ᛮったことを⪃࠼たࡾ、ㄪ࡭たࡾして、ࡑれについ

てඛ生や友達と一⥴にヰし合࠺とい࢖࠺メージࡀで

るのではないかとᛮっ࠶ࡀにくくなっている㒊分ࡁ

ています。 

 ௒ᅇのプࣞࢮンࢸーシࣙンでヰす授ᴗᐇ㊶で目指

したいとこࢁは、ᅗ表 2 の 21 世紀ᆺࣝ࢟ࢫの中でゝ

まࡾにᙜたࣝ࢟ࢫと問㢟解Ỵ࣭問㢟Ⓨ見力、ゝㄒ࠺

す。 

 

 問㢟解Ỵ࣭問㢟Ⓨ見力は、ඣ❺ࡀ⮬分で␲問を見

つけて、ࡑれについて⪃࠼る力です。ゝㄒࣝ࢟ࢫに

ついては、⮬分で問いをᛮいついたら、ྠࡌよ࠺な

問いをᣢったクࣛࢫメートと一⥴にヰし合࠺活ືを

ධれているので、ࡑこでヰし合いのࡀࣝ࢟ࢫ伸びる

ことを目指しています。 

 

本研究࡛᝿ᐃࡿ࠸࡚ࡋὶࢀ 

 ௒ᅇ行った授ᴗは㐨徳です。㐨徳の教ᮦをㄞࢇで、

「なࡐこのேはこ࠺い࠺ことをしたのだ࠺ࢁ」「こ࠺

い࠺ことをしたのࡀ本ᙜにいいことだったのか」と

い࠺よ࠺な問いの生成をします（ᅗ表 3）。 

 

、の問いの生成をすることで、ඣ❺のഃとしてはࡑ 

もやもやࡀ㢌の中に࠶るので、ࡑれを解Ỵしたいと

い࠺ពḧࡀ高まってࡁます。ࡑれによってヰし合い

によࡾ✚ᴟⓗにཧຍするのではないかと⪃࠼ていま

す。ですから、ඛ生から問いࡀ୚࠼られるのではな

くて、⮬分ࡀᛮいついた問いについてࢇࡳなࡀ一⥴

に⪃࠼てくれることືࡀ機௜けになって、ヰし合い

へよࡾ✚ᴟⓗにཧຍするよ࠺になるとい࠺ண᝿を立

てました。 

 ௒ᅇのⓎ表の中では、⮬分の␲問を解Ỵするពḧ

本ᙜに高まっていたのか、ヰし合いへの✚ᴟⓗなࡀ

ཧຍࡀ本ᙜになされていたのかを見ていࡁたいとᛮ

っています。 

 

 ඣ❺の問いに基࡙いた授ᴗのメリࢵトは、ඣ❺の

問ࡀࣝ࢟ࢫ࠺伸びるのではないか、⮬分࠼⪄ࡀた問

いについてヰし合いࡀ行われ、ព見࠶ࡀるඣ❺ࡀከ

いとᛮわれることから、ඛ生から୚࠼られた問いに

ついて⪃࠼ているሙ合よࡾも、⮬分のព見をよࡾ✚

ᅗ⾲2 

ᅗ⾲3 
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ᴟⓗに㏙࡭るඣ❺ࡀ増࠼るのではないか、ヰし合い

のとࡁにヰす㔞ࡀ増࠼るのではないかとい࠺ことで

す（ᅗ表 4）。 

 一方、ࢹメリࢵトࡾ࠶ࡀます。౛ࡤ࠼ඣ❺から࡝

のよ࠺な問いࡀฟるか分からないことです。小学校

のඛ生としては、࠺ࡑいったᙧの授ᴗは☜かにやっ

てࡳたら㠃ⓑ࠺ࡑだけれ࡝、ᐇ㝿に࡝のよ࠺な問い

ΰ஘するのでࡀฟてくるか分からないから、授ᴗࡀ

はないかとい࠺心㓄も࠶るとᛮいます。஧つ目は、

にくいことでࡾྲྀࡀなことに関ಀして⤫ไ࠺のよࡑ

す。いࢁいࢁな問いࡀฟて、⮬分ࡀᛮっていた問い

ではない問いࡀඣ❺からฟてしま࠺と、ࡑのことに

よって授ᴗࡀしっࡷࡕかࡵっࡷࡕかになってしま࠺

のではないかとい࠺ᜍれもࡾ࠶ます。୕つ目に、小

学校の授ᴗはࡀᩘ࣐ࢥ㝈られているので、᫬㛫ࡀか

かってしま࠺ことも心㓄として࠶るとᛮいます。 

 

実㊶ࡢ⤒⦋ 

 ௒ᅇのᐇ㊶を࡝のよ࠺にしたかおヰしします。ఱ

かのࣝ࢟ࢫを学習者に教࠼るとࡁには、ࡑのことだ

けをやっていてはいけませࢇ。ඣ❺に「問いをసっ

てください」とゝっても、ࡑれは一యఱのたࡵにや

るのかとい࠺ことࡀカリ࢟ࣗࣛムの中にྵまれてい

ないと、学習者は「ఱのたࡵに⚾は問いをసってい

るのだ࠺ࢁ」「ఱのたࡵに⚾はこのࣝ࢟ࢫを௜けるの

だ࠺ࢁ」とい࠺ことࡀᘬっ᥃かって、ᚋにࡑれを⮬

Ⓨⓗにやるよ࠺にはならないこと࠶ࡀるとᛮいます。

ですから、௒ᅇのሙ合も、問いをసるసᴗを明☜໬

するたࡵに、సった問いࡀḟの᫬㛫のヰし合いのト

と明♧した上でඣ❺にࡾࡁクになるのだとはっࢵࣆ

問いをసってもらっています。 

 ᅗ表 5 ンです。ᑐ㇟は小学校࢖ࢨࢹ研究ࡀ 3 年生

で、一つの༢ඖࠗἽいた࠶かおに࠘を 2 ᫬㛫ᵓ成で

ました。最ึは小学校ࡆ上ࡾྲྀ 3 年生なので、本ᙜ

に␲問ࡀฟてくるのか、ヰし合いࡀ成立するのかと

心㓄だったのですࡀ、ᐇ㝿にやってࡳると⤖ᵓヰせ

ていました。 

 1 ᫬㛫目はࠗἽいた࠶かおに࠘のㄞ解をᬑ㏻の㐨

徳の᫬㛫に行いました。授ᴗの最ᚋ 10 分を౑って、

「ඛ生のㄝ明を⪺いてࠗἽいた࠶かおに࠘を深くㄞ

た上で、ࡁ‪上ࡀってࡁた⮬分の␲問を࣡ーࡵ進ࡳ

クシートにたくさࢇ書いてください」と問いの生成

を促しました。これࡀ生成群です。 

 

 ௒ᅇは୕つの群を⏝ពしました。生成群以እに、

㑅ᢥ群とᙉไ群ࡾ࠶ࡀます。ᙉไ群では、࡝の問い

をやࡾたいとい࠺ඣ❺のពᛮを↓どして、生成群ࡀ

సった問いを「このࣝࢢープはこの問いについて⪃

ます。ᙉࡁᙜてていࡾてください」とᙉไⓗに๭࠼

ไ群は 1 ᫬㛫目に、ࠗἽいた࠶かおに の࠘ㄞ解を進ࡵ

るのはྠࡌですࡀ、最ᚋの問いの生成の㒊分で᣺ࡾ

㏉ࡾをしています。㑅ᢥ群は、㯮ᯈにᙇࡾฟされた

生成群ࡀసった問いの中からዲࡁな問いを㑅ࢇで、

ープでヰし合いましࣝࢢだேྠኈでࢇ問いを㑅ࡌྠ

た。 

 生成群では、⮬分ࡀ生成した問いとྠᵝの問いを

సったඣ❺とࣝࢢープになって㆟ㄽします。2 ᫬㛫

ᵓ成で、ࢹメリࢵトに࠶った「࡝のよ࠺な問いࡀฟ

てくるか分からないので、授ᴗの⤫ไࡾྲྀࡀにくく

なる」㒊分をఱとかクリ࢔しよ࠺ともくࡳࢁました。

ඣ❺のసった問いを㞟ࡵてࣝࢢーࣆンࢢをするので

す1、ࡀ ᫬㛫目と 2 ᫬㛫目の㛫で᫬㛫࠶ࡀるので、

担任のඛ生のഃで、ࡑの中で࠶まࡾにもㄽⅬからእ

れている問いは࠺まくᩚ理します。ࡑれでඣ❺に⪃

てもらいたい問いだけをᢳฟして、ḟの࠼ 2 ᫬㛫目

のとࡁにᥦฟすることࡀでࡁるので、᫬㛫は☜かに

かかってしま࠺のです࠶、ࡀる⛬ᗘ⪃࠼てもらいた
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い問いのࢥントローࣝࡀຠくのࡀ 2 ᫬㛫ᵓ成のメリ

 。トではないかとᛮっていますࢵ

 

ࠗἽࡌࡍࡽ࠶ࡢ࠘࡟࠾࠿࠶ࡓ࠸ 

 ここでࠗ Ἵいた࠶かおに を࠘⡆༢に᣺ࡾ㏉ࡾます。

ே㛫のᮧの㏆くにඃしい㉥㨣ࡀఫࢇでいて、ே㛫と

友達になࡾたࡀっていました。立て┳ᯈを立てて、

「心のඃしい㨣のࡕ࠺です。࡝なたでもおいでくだ

さい」とฟしたのですࡀ、ㄡもே㛫ࡀ㐟びに᮶ませ

せನは㨣࠺࡝」、れに⭡を立てた㉥㨣はࡑ。でしたࢇ

だからㄡも᮶ないࢇだ」と立て┳ᯈをಽしてしまい

ました（ᅗ表 6）。 

 

 しかし、この㉥㨣の௰のいい㟷㨣さࡀࢇ、「ನࡀᮧ

に行ってᭀれるから、㉥㨣ྩࡀ᮶てನのことをやっ

つけてしまࡤ࠼、ᮧのேはྩのことをࣄーローだと

ᛮ࠺から、ྩはᮧேと௰Ⰻくでࡁるのではないか」

とᥦ᱌しました。ࡑのィ⏬は成ຌして、㉥㨣はᮧே

と௰Ⰻくᬽらしていました（ᅗ表 7）。 

 

した࠺࡝㟷㨣ྩはࡤ࠼い࠺ࡑ」、ࡁると࠶の中でࡑ 

のだ࠺ࢁ」とᛮ࠺のです。㟷㨣のとこࢁに行くと、

ே㛫と௰Ⰻくᬽらしてくださ」、ࡾ࠶ࡀ⣬ࡾ㈞こにࡑ

い。このまま⮬分ࡀ㉥㨣ྩと௜ࡁ合っていると、ᝏ

い㨣と௜ࡁ合っているとᛮわれてே㛫との関ಀ࠺ࡀ

まくいかなくかもしれない。だから⮬分は㌟をᘬࡁ

ます」とい࠺ことࡀ書かれていました。ࡑれを見て、

㉥㨣はἽくとい࠺ヰです（ᅗ表 8）。 

 

 1 ᫬㛫目にこのヰのㄝ明をඣ❺にします。このこ

とで、ඣ❺から࡝のよ࠺な問いࡀฟるか分からない、

⤫ไࡾྲྀࡀにくいといࢹ࠺メリࢵトをఱとかࢥント

ローࣝでࡁるのではないかとゝ࠼るとᛮいます（ᅗ

表 9）。 

 

 ᅗ表 10 ࡀつの群の関ಀです。生成群୕ࡀ 31 名、

ᙉไ群ࡀ 29 名、㑅ᢥ群ࡀ 31 名です。問いは生成群

ࡀ 4 問స成したのですࡀ、௒ᅇここで⤂介するのは

ープの分ࣝࢢの中の問Aについてヰし合いをしたࡑ

ᯒになࡾます。生ᚐ⮬㌟ࡀసった問い、ඛ生ࡀ୚࠼

ᅗ⾲6 
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た問い、㑅ᢥした問いで、Ⓨヰ㔞と㉁をẚ㍑します。 

 

 ᐇ㝿にฟた問いはᅗ表 11 の 4 問で、「問 A：㉥㨣

してか」「問࠺࡝たかったのはࡾே㛫と௰Ⰻくなࡀ

B：ඃしい㉥㨣ࡀᛣったのは࠺࡝してか」「問 C：な

㟷㨣は⮬分を≛≅にして㉥㨣にே㛫の友達をつくࡐ

ってࡆ࠶たのか」「問 D：なࡐ㟷㨣はᮧをฟていっ

たのか」です。 

 
 

ヰࡋ合ࡢ࠸౛ 

 生成群でのᐇ㝿のヰし合いのᵝ子をࢫクリプトに

すると、ᅗ表 12 のよ࠺になࡾます。これはⓎゝࡑの

ままです。ඣ❺ A 、㏆かったからࡀᐙࡾࡥやっ」ࡀ

ᐙに᮶てᴦしࢇでもらいたかった」とゝいます。ࡑ

れにᑐしてඣ❺ B ࡀは、㉥㨣は㟷㨣しか友達⚾」ࡀ

いなかったから、もっと友達ࡀいて࡯しいから。ከ

分ே㛫だとたくさࢇいるࢇࡷࡌ。だから、ே㛫と௰

Ⰻくなࡾたい」。ඣ❺ C よ、だ࠺とᛮ࠺㐪、࠼」ࡀ

ってさ、㉥㨣は஧ேしか友達ࡀいないなࡾたかった

だけࡷࡌない。㟷㨣だけࡷࡌつまらなかった。ご㏆

所になࡾたい。ᐙにᣍᚅしたかった。ごはࢇసࡾた

かった」とい࠺ឤࡌです。 

 

 このよ࠺なࢫクリプトࡀ㡢ኌからでࡁるので、඲

ての群でࡑれを一ᩥごとに༊ษって、このᚋ、分ᯒ

をしています。 

 ヰし合ったᚋに、㐨徳の授ᴗにᑐするㄆ▱のኚ໬

をプࣞとポࢫトでྲྀっています。⪺いた㉁問は「㐨

徳の授ᴗは࠺࡝い࢖࠺メージ࠶ࡀるのか」とい࠺こ

とです（ᅗ表 13）。 

 

␲」「る࠼⪄なの㉁問をࢇࡳ」「る࠼⪄なでࢇࡳ」 

問をゝいやすい」「⮬分で⪃࠼る」「⮬⏤」「よく⪃࠼

る」「㢌を౑࠺」とい࠺㡯目ࡾ࠶ࡀます。㑅ᢥ群はࡑ

か஦๓とࡐᙉไ群はな、ࡀなにኚ໬はないのですࢇ

஦ᚋで「よく⪃࠼る」と࢖メージࡀኚ໬しています。

生成群は、⮬分たࡀࡕ生成した⮬分のዲࡁな問いに

ついて友達とࢫ࢕ࢹカࢵシࣙンする、ヰし合いをし

たとい࠺ことで、㐨徳の授ᴗは␲問をゝいやすくて、
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⮬分で⪃࠼る、⮬⏤とい࢖࠺メージにኚ໬しました。 

 ᅗ表 14 はࠗ Ἵいた࠶かおに の࠘ヰし合いのឤ᝿で、

୕つの㡯目「ᴦしかったか」「⇕中したか」「ヰࡀ┒

のᙉࣇࣛࢢました。中ኸのᲬࡾったか」をྲྀࡀ上ࡾ

ไ群ࡀやや高いとい࠺ពእな⤖果になっています。

ྑഃのᲬࡀࣇࣛࢢ生成群です。⮬分たࡕの問いをస

って、ࡑれについてのヰし合いࡀ「ᴦしかった」「⇕

中した」「ヰࡾ┒ࡀ上ࡀった」とㄆ㆑しているとゝ࠼

るとᛮいます。 

 
 

Ⓨヰࡢศᯒ 

 ᅗ表 15  。のⓎヰ㔞ですูࢫクࣛࡀ

 

シࣙンをࢵカࢫ࢕ࢹ  8 分㛫しているので、ࡑれࡒ

れ 1 分ごとのⓎヰ㔞を⦪㍈にྲྀって表したものです。

๓༙の 0 分から 4 分までのὶれは 3 群でࢇࡑなにኚ

໬はࡾ࠶ませࢇ。最ึは⤖ᵓヰすのですࡀ、だࢇだ

て、4ࡁ下ⅆになってࢇ 分ࡄらいになると࡯と࡝ࢇ

ㄡもヰさない≧ែになࡾます。ただ、生成群だけは

。ますࡾ࠶ࡀーンࢱࣃするࡾࡀ上ࡾ┒一࠺のᚋにもࡑ

ᚋ༙㒊分もࡑれなࡾにⓎヰ࠶ࡀって、ヰࡀ⥅⥆する

ഴ向ࡾ࠶ࡀました。 

 ௒ᅇⓎヰした内容をᅗ表 16 の୕つのカࢦࢸリに

分けて分ᯒを行いました。 

 

 一つ目ࡀ⮬Ⓨⓗព見、஧つ目ࡀ⮬Ⓨⓗ㉁問、୕つ

目ࡀ஺ὶⓗᛂ⟅です。⮬Ⓨⓗព見は、⮬Ⓨⓗに⮬分

のព見を表明しているⓎヰです（౛「㞟まるのࡀ㉥

㨣の生ࡀࡁいだから、ࡑれをしたかったのではない

か」）。⮬Ⓨⓗ㉁問は、⮬Ⓨⓗに┦ᡭにព見もしくは

ㄝ明をồࡵるⓎヰです（౛「㉥㨣と㟷㨣ࡀいるとし

たら、ఱでே㛫と友達になࡾたかったのか」）。஺ὶ

ⓗᛂ⟅は、⮬Ⓨⓗ㉁問にᑐする⟅࠼としてฟされた

Ⓨヰです（౛「ࡑれはே㛫と㨣と⮬分ࡀ友達になれ

ࡷࡌ友達になれるとᛮったからࡀ㨣とே㛫ྠኈ、ࡤ

ないの」）。 

れをさらに஧つのࣞ࣋ࣝで分けて分ᯒしまࡒれࡑ 

した（ᅗ表 17）。 
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 一つはὸいⓎヰ、も࠺一つࡀ深いⓎヰです。ὸい

Ⓨヰはᥦ♧された内容をただ༢に⧞ࡾ㏉しているだ

けのⓎヰです（౛「㉥㨣ࡀே㛫と௰Ⰻくなࡾたかっ

たのは࠺࡝してだ࠺ࢁ」「㉥㨣はᐢしかった」）。深い

ⓎヰはⓎヰの中にࣝࢢープにとって新しい⪃ྵࡀ࠼

まれているⓎヰです（౛「ఱかே㛫ࡀいいとい࠺理

やࡾ友達になࡀ㨣の方ࡾったのかな」「ே㛫よ࠶ࡀ⏤

すいのに、ఱでே㛫を㑅ࢇだの」） 

 これらを分㢮したものࡀᅗ表 18 のࣇࣛࢢです。 

 

 生成群は⮬分ࡀసった問いをࢇࡳなに⪃࠼てもら

も␲問をᣢっているࡑもࡑ、ことと࠺ているとい࠼

から⮬分のព見ࡀ᪤に㢌の中に࠶るとい࠺理⏤࠶ࡀ

るとᛮいますࡀ、௚の㑅ᢥ࣭ᙉไ群にẚ࡭て、⮬Ⓨ

ⓗព見は㔞としてかなࡾከいです。深いព見ࡀከい

かとい࠺と࠺ࡑい࠺わけではないのですࡀ、⥲㔞と

してはかなࡾᢤࡁฟている⤖果になࡾました。 

 ただ、⮬Ⓨⓗ㉁問については、生成群は深い㉁問

をするඣ❺ࡀከかったとい࠺⤖果でした（ᅗ表 19）。 

 

 㑅ᢥ群もやや深い㉁問をするேࡀいるのですࡀ、

生成群の方ࡀ㉁問するᩘࡀヰし合いの中でከかった

とい࠺ことࡀゝ࠼るとᛮいます。 

 ᅗ表 20 の஺ὶⓗᛂ⟅はពእな⤖果になࡾました。

生成群のḟに、ᙉไ群ࡀ⪺かれて⟅࠼ているඣ❺ࡀ

ከかったのです。これはண᝿እで、⚾も⮬分の中で

れていࡁと、まだᾘ໬し࠺ࢁなるのだ࠺してこ࠺࡝

ませࢇ。 

 

 ᅗ表 21 ࢇࡳඣ❺の記㏙です。一つ目は「㐨徳はࡀ

なで␲問を⪃࠼合࠺᫬㛫」とい࠺ឤ᝿、஧つ目は「㐨

徳の᫬㛫はேのẼᣢࡕを⪃࠼る授ᴗなのかな」とい

なことをᛮっていࢇ࡝ࡀなࢇࡳ」␲問、୕つ目は࠺

るのか、⪺くのもゝ࠺のもᴦしいです」とい࠺ヰし

合いに関すること、最ᚋは「3 年生になって㐨徳の

᫬㛫ࡀ増࠼て、Ⓨ表のᅇᩘࢇ࡝ࢇ࡝ࡀ増࠼て、国ㄒ、

⟬ᩘもたまにⓎ表でࡁるよ࠺になࡾました」とい࠺

㐨徳でやったことࡀ௚教科に㌿⛣していることࡀゝ

 。なឤ᝿でした࠺ࡑ࠼
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 ࡵ࡜ࡲ

 ௒ᅇははっࡾࡁゝって、ඣ❺の㉁問の力ࡀ伸びた

とい࠺ことはྲྀࡁࡾれていませࢇ（ᅗ表 れࡑ。（22

は௒ᚋのㄢ㢟になっています。 

 

 ௒ᅇは中㛫報告とい࠺ឤࡌで報告させていただく

と、生成クࣛࢫのඣ❺は、௚のクࣛࢫのඣ❺よࡾも

ヰし合いࡾ┒ࡀ上ࡀって、⇕中したとㄆ▱していま

す。ᐇ㝿に生成クࣛࢫはヰし合い඲యにおけるⓎヰ

㔞ࡀ௚のクࣛࢫよࡾもከく、⮬Ⓨⓗព見、⮬Ⓨⓗ㉁

問、஺ὶⓗᛂ⟅のᩘࡀከかったとゝ࠼るとᛮいます。

ですから、メリࢵトとして⮬分のព見を㏙࡭るඣ❺

る࠼増ࡀにヰす㔞ࡁከくなること、ヰし合いのとࡀ

ことはゝ࠼るのではないかとᛮいます（ᅗ表 23）。

問ࡀࣝ࢟ࢫ࠺伸びるか࠺࡝かは௒ᚋ ᐃしなけれࡤ

いけない㒊分だとᛮっています。 

 
 

 

௒ᚋࡢㄢ㢟 

 ඣ❺の問いに基࡙いた授ᴗにཧຍすることで、果

たして問ࣝ࢟ࢫ࠺は向上するのか、ࡑもࡑもࡑの問

の࠺いいのかといࡤに ᐃすれ࠺のよ࡝はࣝ࢟ࢫ࠺

௒ᚋのㄢ㢟です。また、この授ᴗをయ㦂することࡀ

で、ඣ❺の௚教科における授ᴗែᗘにもఱか㌿⛣す

ること࠶ࡀれࡤ㠃ⓑいとᛮっています。 

 「問いの共᭷໬」ࡀᜍらくඣ❺を授ᴗཧຍにᕳࡁ

㎸ࡴメカニズムになっているのではないかとい࠺の

 。ですࡁ௒ᅇのᐇ㊶における⚾の中での一つのẼ௜ࡀ

 「ẖᅇḟのおヰの୺ேබࡀẼになࡾます。⮬分の

ព見ࢇࡳࡀなに⪃࠼てもら࠼るからᴦしい」とい࠺

ឤ᝿࠶ࡀったのですࡀ、これは௒ᅇのᐇ㊶の特ᚩを

表しているとᛮっています（ᅗ表 24）。௒ᚋこの問

いࡀ共᭷໬されることで、ඣ❺ഃにఱࡀ㉳ࡁている

のかよࡾ詳しくㄪ࡭ていࡁたいと⪃࠼ています。 
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セッションϩ：ኻᩋࢆά⏝࡛ࡿࡁ㈨㉁・⬟ຊࡢ⫱ᡂ 

ࡼࡢ࡝ࢆ᝟ሗࢡッࣂࢻ࣮࢕ࣇࡢࢺスࢸࡣ⪅⩦学ࠕ

 ࠖ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ⏝ά࡟࠺

鈴木 雅之（昭和女子大学） 

 

 ⚾からは、学習者のࢫࢸトの࢕ࣇードバࢵク᝟報

の活⏝に関するⓎ表を行います。⚾ࡀⓎ表する内容

はかなࡾ基♏ⓗな研究で、大学生をᐇ㦂ᐊに࿧ࢇで

行ったᐇ㦂です。一見するとᐇ㊶とのつなࡀࡾࡀ見

㊶ᚓられた▱見にはᐇ、ࡀࢇにくいかもしれませ࠼

にᑐする♧၀も࠶るとᛮいますので、௚のⓎ表とే

せていࢁいࢁと㆟ㄽでࡁれࡤとᛮっています。また、

ᑐ㇟は大学生ですࡀ、問㢟としていることは大学生

以እの学習者にもᗈくᙜてはまることだとᛮってい

ます。 

 

ၥ㢟࡜┠ⓗ 

 学習をしてࢫࢸトをཷ᳨したᚋ、ከくのሙ合、⤖

果に関してఱらかの࢕ࣇードバࢵクࡀなされるとᛮ

います。ࡑして、࢕ࣇードバࢵクで⮬分の学習の達

成ᗘや学習上の問㢟Ⅼをᢕᥱし、ࡑのᚋの学習へと

活⏝していくことࡀ望まれます（Slide 1）。 

 

 とこࡀࢁ、ከくの学習者はࢫࢸトを学習には࠶ま

指᦬さࡀこと࠺活⏝していないのではないかといࡾ

れています（Slide 2）。学習者は、ࢫࢸトは学習のᘏ

㛗⥺上に࠶る、࠶るいは学習ࡑのものとは⪃࠼てい

ない、ཷけてࡑれで⤊わࢫࢸ、ࡾトはࢫࢸト、学習

は学習といったよ࠺に、ࢫࢸトࡀ学習にᙺ立つとは

ᛮっていないのではないかとい࠺ことです。 

 

 また、౛ࡤ࠼生ᚐに、ᬑẁやっているよ࠺に見┤

しをするよ࠺にゝ࠺と、ከくの生ᚐは⮬分の⟅ࡀ࠼

合っていたのか、㛫㐪っていたのかにᑐしてὀពを

向ける⛬ᗘで、࡝のよ࠺に⪃࠼れࡤよかったのか、

たのか、もっࡁでࡀの問㢟を解くこと࠶ࡤすれ࠺࡝

とຠ⋡Ⰻく解くことࡀでࡁたのかを⮬Ⓨⓗには᣺ࡾ

㏉らないഴ向に࠶ると指᦬されています。 

 ただし、こ࠺した指᦬は⤒㦂ⓗにㄒられているこ

ともከく、ᐈほⓗな指ᶆを⏝いての᳨ウはࡑれ࡝࡯

行われてこなかったとい࠺問㢟ព㆑を⚾はᣢってい

ました。ࡑこで௒ᅇは、ࢫࢸト⤖果を㏉されたとࡁ

に学習者࠺࡝ࡀいった行ືをྲྀるのかについて、問

㢟にᑐする解ㄝを⮬Ⓨⓗに☜ㄆするのかとい࠺解ㄝ

☜ㄆの᭷↓と、࢕ࣇードバࢵク᝟報に࡝のよ࠺に目

を向けるのかとい࠺║⌫㐠ືのほⅬから᳨ウするこ

とにしました。 

 ᑡし分かࡾにくいとᛮ࠺ので、⡆༢に౛を♧した

いとᛮいます。ཷ᳨者をᐇ㦂ᐊに㞟ࡵて、ࢥࢯࣃン

上でࢫࢸトをཷけてもらいました。඲㒊で 6 問のࢸ

ンをクリࢱだᚋ、⤊஢࣎ࢇトをฟし、㑅ᢥ⫥を㑅ࢫ

ࢵードバ࢕ࣇたᚋに⮬ືⓗに࠼⤊ࡁクすると、解ࢵ

クされるよ࠺にプロ࣑ࣛࢢンࢇ⤌ࡀࢢでࡾ࠶ました

（Slide 3）。ۑ�やṇ⟅ᩘはᐇ㝿のཷ᳨者の᝟報です。

問㢟␒ྕをクリࢵクすると、問㢟の⟅࠼と解ㄝࡀᥦ

♧されるよ࠺になっていますࡀ、⤊஢࣎ࢱンをᢲす

と、いつでも学習を⤊わࡾにして、ᐇ㦂を⤊わらせ

ることࡀでࡁる௙⤌ࡳになっていました。こ࠺いっ
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た᝟報ࡀ୚࠼られたとࡁに、目のືࡁは࠺࡝なって

いるのかとい࠺ことࡀ║⌫㐠ືになࡾます。 

 

 この研究を行࠺にᙜたって、も࠺஧つຍ࠼た目ⓗ

ます。一つは、┦ᑐホ౯᝟報の௜୚のᙳ㡪をࡾ࠶ࡀ

᳨ウすることです。ṇ⟅ᩘの᝟報に┦ᑐホ౯、つま

たのかࡁらいでࡄれ࡝ࡀに⮬分ࡁたと࡭௚ேとẚࡾ

とい࠺᝟報をຍ࠼ることによって，ὀពの向け方ࡀ

ኚわってくるのではないかと⪃࠼、┦ᑐホ౯᝟報ࡀ

࠺࡝ኚわるのかࡀるሙ合とないሙ合とで見┤し方࠶

かを᳨ウしました。 

 も࠺一つは、学習者ࡀᣢつ達成目ᶆによるಶேᕪ

を᳨ウすることです。᝟報に࡝のよ࠺にὀពを向け

るかは，ேによってかなࡾ大ࡁな㐪い࠶ࡀるとᛮわ

れます。࠺ࡑした，ேによる㐪いをㄝ明するたࡵの

せᅉとして，学習者の達成目ᶆに╔目し、࠺࡝いっ

た達成目ᶆをᣢっている学習者ࡀ୎ᑀに見┤しをす

るഴ向に࠶るのかを分ᯒしました。 

 Slide 4 の୸は、機ჾで ᐃされたཷ᳨者の目のື

ます。これは見ࡾ࠶書いてࡀです。୸の中にᩘᏐࡁ

た㡰␒を表しています。1 ␒、2 ␒、3 ␒、4 ␒の㡰

␒で見ていったとい࠺ᙧで、見た㡰ᗎࡀ記録されま

す。୸の㒊分は、࣑リࢭカンド༢఩ですࡑ、ࡀのポ

Ṇまったことをព࿡しています。このࡀントに目࢖

୸ࡀ大ࡁい࡝࡯㛗い᫬㛫目ࡀṆまっています。こ࠺

した目のືࡁから、࡝のよ࠺に࢕ࣇードバࢵク᝟報

を見るのかと、このಶேᕪについて᳨ウを行ったの

 。ますࡾ本研究になࡀ

 
 

㐩ᡂ┠ᶆ 

 Slide 5 の達成目ᶆについて⡆༢にㄝ明します。達

成目ᶆには大ࡁく習ᚓ目ᶆと㐙行目ᶆの஧つ࠶ࡀる

といわれています。習ᚓ目ᶆの高い学習者は、学習

࠶ࡀすことに関心ࡤれ⮬యや⮬分⮬㌟の⬟力を伸ࡑ

るといわれています。ࡑのたࡵ、௬にఱか学習で失

敗してしまったとしても、࠺ࡑした失敗を⮬ᕫᨵၿ

のたࡵの機఍としてᤊ࠼るので、⢓ࡾᙉく学習する

とされています。ᚑって、習ᚓ目ᶆを高くᣢってい

る学習者は、࢕ࣇードバࢵク⏬㠃ࡀᥦ♧されたとࡁ

にࢇࡕࡁと解ㄝを見て、୎ᑀに᣺ࡾ㏉ࡾをすること

 。ண されますࡀ

 

 㐙行目ᶆの高い学習者は、௚者との┦ᑐⓗな成⦼

のⰋし࠶しに関心࠶ࡀるといわれています。㐙行目

ᶆは、さらに㐙行᥋㏆目ᶆと㐙行ᅇ㑊目ᶆの஧つに

分かれることࡀከくࡾ࠶ます。㐙行᥋㏆目ᶆは、௚

者よࡾもⰋい成⦼をྲྀって、⬟力を㄂♧することࡀ
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目ⓗです。ですから、㐙行᥋㏆目ᶆࡀ高い学習者は

௚ேとẚ࡭て࡝れࡄらいでࡁたのかといった┦ᑐⓗ

な᝟報にࡤかࡾὀពを向けて、࠶まࡾ✚ᴟⓗに᣺ࡾ

㏉ࡾはしないのではないかとண されました。㐙行

ᅇ㑊目ᶆは、いい成⦼をྲྀࡾたいとい࠺よࡾは、⮬

分ࡀでࡁないことを㑊けたいとい࠺ことに୺║ࡀ⨨

かれた目ᶆで、失敗することをᜍれている≧ែとゝ

い᥮࠼ることࡀでࡁます。こ࠺した学習者は、௚ே

とẚ࡭て࡝れࡄらいでࡁたか࠺࡝かにὀពを向けた

くないと⪃࠼られるので、✚ᴟⓗに࢕ࣇードバࢵク

を見ࡎに、すࡄに⤊஢࣎ࢱンをᢲして学習を⤊わࡾ

にしてしま࠺ことࡀண されました。 

 

実㦂ࡢ᪉ἲ 

 ᐇ㦂の方ἲについてㄝ明します（Slide 6）。 

 

 ᑐ㇟となったのは大学生と大学㝔生 42 名です。ཧ

ຍ者は⤫ไ群と┦ᑐホ౯群にࣛンダムに๭ࡾᙜてら

れました。ᐇ㦂で⏝いたㄢ㢟はᢈุⓗᛮ⪃力ࢫࢸト

（楠見࡯か 2010）です。これは᪤にඛ行研究でస成

されたࢫࢸトで、大学生をᑐ㇟に大つᶍなㄪᰝࡀᐇ

᪋されておࡾ、ྛ問㢟のᅔ㞴ᗘ࠶ࡀる⛬ᗘ明らかに

なっています。ᐇ㦂をࢥࢯࣃンでᐇ᪋する都合上、

一つの⏬㠃に表♧でࡁる⛬ᗘのᩥᏐᩘで、㞴᫆ᗘࡀ

に問㢟を㑅ฟしました。ඛ行研究でㄪ࠺らつくよࡤ

ᰝされたとࡁのṇ⟅⋡の᝟報を基にして、6 問のᖹ

ᆒṇ⟅⋡ࡀ 50㸣、6 問中 3 問ࡄらいṇ解するよ࠺な

ᙧで㑅ࢇでいます。 

 こ࠺したᢈุⓗᛮ⪃力ࢫࢸトを⏝いた理⏤は、ᐇ

㦂を行࠺㝿に、౛ࣃࡤ࠼ズࣝやࢤームといった㐟び

のよ࠺なㄢ㢟だと、でࡁなくても大して問㢟ࡀない

ので、見┤しをするᚲせࡀないからです。だから、

るㄢ㢟࠶ࡀて大学生にとって㌟に௜けるᚲせᛶ࠼࠶

を㑅び、ࡑのことを஦๓に大学生にᙉくㄝ明します。

「このࢫࢸトで問われているのは࠶なたたࡕにồࡵ

られている力で、これを㌟に௜けなけれࡤいけませ

ࡀトを開Ⓨしている௻ᴗࢫࢸいった࠺ᐇ㝿にこ。ࢇ

たくさ࠶ࢇって、これからᑵ⫋のヨ㦂で㢖⦾に౑わ

れます。ࣔニࢱーで࠶るⓙさ࡝ࡀࢇのよ࠺に問㢟を

解いているかをㄪ࡭る研究なので、༠力ⓗにཧຍし

てください」とい࠺こと、つまࡾ、見┤しをした方

い࠺࡝，ーࣝした上でࣆ࢔ことをᙉく࠺いいといࡀ

 。行ືをྲྀるのかをᐇ㦂しました࠺

 これはᐇ㝿に࣋ࡀࢭࢵࢿ開Ⓨに関わっているࢫࢸ

トなので、ලయⓗな問㢟をබ開することはでࡁない

のですࡀ、いࢁいࢁなᙧの問㢟ࡾ࠶ࡀます。ከくの

ሙ合はከ⫥㑅ᢥᘧになっていて、国ㄒのㄞ解問㢟に

かなࡾ㏆く、ᢈุⓗᛮ⪃力でᚲせと⪃࠼られている

せ⣲を ᐃでࡁるよ࠺なㄢ㢟になっています。 

 ḟに、ᐇ㦂の詳細なᡭ⥆ࡁです（Slide 7）。 

 

の㉁問⣬ㄪᰝを行ࡵに達成目ᶆを ᐃするたࡵึ 

い、ࡑのᚋにࢥࢯࣃン⏬㠃でࢫࢸトをཷけてもらい

ました。6 問目ࡀ⤊わった┤ᚋにࢫࢸト⤖果ࡀ⏬㠃

に表♧されます。඲てのཧຍ者に、ṇ⟅ᩘ、ྛ問㢟

のṇㄗ࣭解ㄝ、ࢫࢸトで ᐃしている内容について

クしました。これは⤫ไ群と┦ᑐホ౯ࢵードバ࢕ࣇ

群でྠ一です。┦ᑐホ౯群の特ᚩは、大学生のᖹᆒ
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ṇ⟅ᩘ、大学生の中での⮬分の┦ᑐⓗな㡰఩、඲య

の上఩ఱࣃーࢭント、下఩ఱࣃーࢭントといった᝟

報をᥦ♧したことです。౛ࡤ࠼、඲問୙ṇ解のሙ合

は下఩ 5㸣の F、3 問ṇ解のሙ合はᖹᆒⓗな C とい࠺

ᙧで、┦ᑐホ౯᝟報をṇ⟅ᩘにᛂࡌて⮬ືⓗに࢕ࣇ

ードバࢵクでࡁるよ࠺にしていました。࢕ࣇードバ

ク⏬㠃はࢵ Slide 8 のよ࠺になっています。 

 

 ┦ᑐホ౯群でのࡳ、ᯟでᅖった㒊分にᖹᆒṇ⟅ᩘ

や┦ᑐⓗな成⦼ࡀᥦ♧されます。⤫ไ群ではṇ⟅ᩘ

だけࡀ㏉されるよ࠺になっています。こ࠺した┦ᑐ

ⓗな᝟報࠶ࡀると、ࡕࡑらにព㆑ࡀ向けられて，問

㢟解Ỵにὀពを向けるたࡵのリࢯーࢫやດ力ࡀῶる

のではないかと⪃࠼、஧つの群で見┤し方ࡀኚわる

のか࠺࡝かを᳨ウしました。 

 ㉁問⣬ㄪᰝに౑った㡯目の౛は Slide 9 です。大ࡁ

く୕つの目ᶆを௒ᅇは ᐃしました。 

 
 

⤖ᯝ 

 Slide 10 は、達成目ᶆᚓⅬとࢫࢸトᚓⅬのྛ群のᖹ

ᆒ್です。 

 

 達成目ᶆとࢫࢸトᚓⅬは群㛫で㐪いはࡾ࠶ませࢇ

でした。つまࡾ、⤫ไ群と┦ᑐホ౯群にᐇ㦂ཧຍ者

を分けたのですࡑ、ࡀれࡒれのᐇ㦂群に㉁ⓗな㐪い

は見られないとい࠺⤖果ࡀᚓられました。ただし、

␃ពしなくてはいけないのはࢫࢸトᚓⅬです。஦๓

のㄪᰝでᚓられたᖹᆒṇ⟅⋡を౑って、ᖹᆒṇ⟅ᩘ

ࡀ 3 問になるよ࠺に問㢟を㑅ࢇでいました。だから、

௒ᅇのཷ᳨者もᖹᆒⓗな大学生で࠶れࡤ、ṇ⟅ᩘの

ᖹᆒࡀ 3 になるはࡎだったのですࡑ、ࡀれよࡾもᖹ

ᆒ್ࡀ高くなってしまったのです。このᐇ㦂は᫓ఇ

ᮇ㛫中にࡳ᫓ఇ、ࡀᮇ㛫中に行ったのですࡳ 2 ᫬㛫

ཧຍしてくれた学生なࡊわࡊらいかかるᐇ㦂にわࡄ

ので、ពḧの高い、やるẼの࠶る学生ࡀ㞟まってく

れたので、๭と成⦼ࡀⰋかったといྍ࠺⬟ᛶࡾ࠶ࡀ

ます。これࡀややᐇ㦂上の問㢟Ⅼでは࠶るのですࡀ、

のおヰを⪺いていたࡾた上で，ṧ࠼のことを㋃まࡑ

だけれࡤとᛮいます。 

 以㝆ࡀメ࢖ンの関心についての⤖果になࡾます。

Slide 11 は、☜ㄆ⋡といい、࡝れࡄらいの๭合で解ㄝ

を見たか、せするに、解ㄝ࣎ࢱンをクリࢵクした๭

合を♧しています。౛ࡤ࠼、ṇ⟅問㢟の☜ㄆ⋡ࡀ

100㸣とい࠺のは、ṇ解した問㢟のࡕ࠺඲ての問㢟の

ことです。3࠺を☜ㄆしたとい࠼⟆ 問ṇ解して 3 問

඲ての解ㄝを☜ㄆしたら☜ㄆ⋡は 100㸣にな2、ࡾ

問ṇ解してࡑのࡕ࠺ 1 問だけの解ㄝを☜ㄆしたら☜
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ㄆ⋡は 50㸣になࡾます。 

 

 ྠᵝにㄗ⟅問㢟の☜ㄆ⋡は、㛫㐪っていた問㢟の

๭合です。2࠺ఱ問解ㄝを☜ㄆしたかといࡕ࠺ 問㛫

㐪࠼て、2 問とも解ㄝを☜ㄆしたら☜ㄆ⋡は 100㸣に

なࡾます。 

 ᅗを見ると、⤫ไ群と┦ᑐホ౯群で඲くྠࡌよ࠺

な⤖果になっています。また、࡯と࡝ࢇのཷ᳨者、

20 ே中 16㹼17 ேࡀ、㛫㐪࠼た問㢟඲ての解ㄝを見

ています。ゝい᥮࠼ると、㛫㐪࠼た問㢟については

ったとい࠶クするഴ向にࢵẼになるからクリࡀ࠼⟆

ことです。一方で、ṇ⟅問㢟では、༙ᩘ以上のཷ࠺

᳨者は☜ㄆ⋡ࡀ 0㸣でした。つまࡾ、༙分以上の学

習者はṇ解した問㢟については 1 問もクリࢵクをせ

࠼⪄解けたのか、⮬分のࡤれ࠼⪄に࠺のよ࡝、にࡎ

方ࡀ合っていたのかについては඲くព㆑を向けࡎに、

合っていたからࡑれでいいといったᙧで学習を⤊஢

していたことࡀ分かࡾます。 

 このよ࠺に、見るேはࢇࡕࡁと見るし、見ないே

は඲く見ないとい࠺ᙧで、0 か 100 にࡁれいに分か

れています。つまࡾ、ಶேᕪࡀ㠀ᖖに大ࡁいことࡀ

ここから見࠼てくるとᛮいます。 

 Slide 12 はཧ⪃までに、問㢟ごとの、解ㄝを☜ㄆし

たேᩘと解ㄝを☜ㄆした᫬㛫です。ಶேⓗに㔜せだ

と⪃࠼ているのはᶆ‽೫ᕪです。ᶆ‽೫ᕪは、ேに

よる見┤し᫬㛫の㐪いを指ᶆ໬したものです。ᶆ‽

೫ᕪࡀ大ࡁい࡝࡯、見┤しに౑った᫬㛫にಶேᕪࡀ

っࡌ、いことからࡁ大ࡾかなࡀます。ᶆ‽೫ᕪࡾ࠶

くࡾと解ㄝを見てこの問㢟は࠼⪄࠺࡝れࡤよかった

のか᣺ࡾ㏉るேもいれ࠼⟆、ࡤだけ見て、⟅ࡀ࠼分

かったから⤊஢とい࠺ᙧで見┤しを⤊わࡾにしてし

ま࠺ேもいることࡀ見࠼てࡁます。 

 

 ᐇ㝿に║⌫㐠ືを見ると、୎ᑀにࡌっくࡾと解ㄝ

を見ているᐇ㦂ཧຍ者もいましたࡀ、解ㄝを見る࣎

、らいはࡄ3分の1ࡕ࠺クしたཷ᳨者のࢵンをクリࢱ

解ㄝを見て࡝のよ࠺に⪃࠼たらよかったのか᣺ࡾ㏉

らࡎに、⮬分ࡀ㑅ࢇだ㑅ᢥ⫥とṇ解の㑅ᢥ⫥だけを

見て⤊わࡾにしていたことࡀ見࠼てࡁました。⤖ᒁ、

見┤しをしたேの中でも、⟅࠼しか見ないで⤊わࡾ

にしてしまったேࡀいたとい࠺ことです。このよ࠺

に，見┤しの௙方はேによってかなࡾ␗なることࡀ

見࠼てࡁたとᛮいます。つまࢇࡕࡁ、ࡾと୎ᑀに見

┤しをするேもいれ࠺ࡑ、ࡤでないཷ᳨者もいたと

い࠺ことです。 

 この㐪いࡀ達成目ᶆによってㄝ明でࡁるか࠺࡝か

をィ㔞ⓗに分ᯒしました。Slide 13 の⤖果の㒊分だけ

ఏ࠼ると、習ᚓ目ᶆࡀ高い学習者はṇ⟅問㢟の解ㄝ

をࢇࡕࡁと見るഴ向にࡾ࠶ました。 
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 つまࢱ࣎、ࡾンをクリࢵクするഴ向に࠶ったとい

ことです。一方で、ㄗ⟅問㢟については達成目ᶆ࠺

との関連ࡀ見られませࢇでした。ㄗ⟅問㢟は࡯とࢇ

ฟࡀ解ㄝを☜ㄆしていたので、ಶேᕪࡀ඲てのே࡝

よࡀ࠺なかったとい࠺ことです。ṇ⟅問㢟は༙分、

༙分に分かれていたので、ࡑの㐪いを࠺まく習ᚓ目

ᶆの高పでㄝ明でࡁました。 

 ḟに、║⌫㐠ືについて㡿ᇦを஧つに分けて、Slide 

14 の⤖果㒊分を࡝れࡄらい見たのか、ṇㄗの㒊分に

をᢳฟしまࢱーࢹ࠺らい目を向けたのかといࡄれ࡝

した。 

 

の㒊分をよ࡝ࡀே࠺い࠺࡝、を౑ってࢱーࢹのࡑ 

く見ていたのかを分ᯒしました（Slide 15）。 

 

 Slide 16 分ᯒの⤫ィⓗな⤖果です。㔜せな㒊分だࡀ

けษྲྀࡾってㄝ明します。まࡎ、┦ᑐホ౯᝟報のᙳ

㡪について、┦ᑐホ౯群は⤖果㒊分をよくὀどして

いたとい࠺⤖果ࡀ見られました（Slide 17）。ただし、

この⤖果から┦ᑐホ౯᝟報࠶ࡀるとよく見るとい࠺

⤖ㄽにはṧᛕなࡀらなࡾませࢇ。こࡕらもᐇ㦂上の

、ࡀったかもしれないとᚋでᛮったのです࠶ࡀࢫ࣑

ከいのです。⤫ไ群ࡀも┦ᑐホ౯群は᝟報㔞ࡑもࡑ

はṇ⟅ᩘしかないのに、┦ᑐホ౯群は௚にもいࢁい

㛗くなっࡀるので、ᚲ↛ⓗに見る᫬㛫࠶ࡀなᩥᏐࢁ

てしま࠺のです。だから、᫬㛫ࡀ㛗かっただけで、

┦ᑐホ౯᝟報ࡀẼになったのか、᝟報㔞ࡀከかった

からㄞࡴのに᫬㛫ࡀかかったのかに関しては，௒ᅇ

の研究からは分かࡾませࢇ。 
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 また、ࢫࢸト成⦼によっても㐪いࡾ࠶ࡀました。

成⦼のపい学習者の方ࡀṇㄗ㒊分をよく見ていたと

い࠺⤖果になࡾました。これについては、㛫㐪࠼た

問㢟ࡀከいே࡝࡯解ㄝを☜ㄆしていたので、ඛ࡝࡯

の⤖果とᩚ合ⓗだとゝ࠼ます。つまࡾ、㛫㐪࠼た問

㢟ࡀከいேは解ㄝを見よ࠺とクリࢵクしていたので、

ᚲ↛ⓗにࡑこを見ていた᫬㛫も㛗くなったとい࠺こ

とです。 

 最ᚋに、達成目ᶆのᙳ㡪についてです。習ᚓ目ᶆ

ましࡾ࠶高い学習者はṇㄗ㒊分をよく見るഴ向にࡀ

た。解ㄝを☜ㄆするたࡵに࣎ࢱンをクリࢵクすれࡤ、

ᙜ↛ࡑこを見ていた᫬㛫は㛗くなるので、ඛ࡝࡯の

⤖果とᩚ合ⓗになࡾます。 

 㐙行᥋㏆目ᶆࡀ高い学習者は⤖果㒊分をよく見る

ഴ向にࡾ࠶ました。これは理ㄽと一⮴する⤖果で、

௚ேとẚ㍑して⮬分࡝ࡀれࡄらいでࡁるかをẼにし

ている学習者は，࢛ࣇࣃー࣐ンࢫの⤖果にかなࡾὀ

ពを向けるഴ向に࠶ることࡀ分かࡾました。 

 㐙行ᅇ㑊目ᶆの高い学習者はࡑもࡑも඲యⓗに⤊

஢࣎ࢱンをᢲす᫬㛫ࡀ▷くて、やは࢕ࣇࡾードバࢵ

ク᝟報ࡀᥦ♧されても、࠶まࡕࡑࡾらを見たくない、

にしたいといったᙧで，学習を㑊けࡾトは⤊わࢫࢸ

るഴ向に࠶ることࡀ分かࡾました。 

 

 ࡵ࡜ࡲ

 一連の⤖果を Slide 18 に⡆༢にまとࡵました。 

 

 まࡎ、ṇ解した問㢟の解ㄝを☜ㄆする学習者は༙

ᩘ以下で࠶ることࡀ分かࡾました。⟅ࡀ࠼合ってい

れࡑࡤれでいいとᛮって，学習を⤊࠼てしま࠺ேࡀ

ከいとい࠺ことです。ṇ解していたとしても⪃࠼方

まで合っていたとは㝈らないので、⪃࠼方ࡀ合って

いたのかを☜ㄆすることࡀ㔜せで࠶るにもかかわら

、か࠺࡝合っていたか、ࡎされࡀな学習࠺のよࡑ、ࡎ

向いてしまࡾかなࡀたのかに，ព㆑ࡁらいでࡄれ࡝

 。ましたࡁて࠼見ࡀこと࠺とい࠺

 習ᚓ目ᶆࡀ高い学習者はよく見┤しをするഴ向に

深いᴫࡀࡾࡀました。習ᚓ目ᶆは失敗ほとつなࡾ࠶

ᛕだとᛮ࠺ので、失敗を活⏝するᚿ向ᛶや学習内容

を㌟に௜けるᚿ向ᛶを高ࡵるたࡵのാࡁ᥃けをして

いくことࡀ㔜せで࠶るとい࠺ことࡀ，௒ᅇの研究か

らも୺ᙇでࡁます。 

 ┦ᑐホ౯᝟報については，௒ᅇは特にᙳ㡪ࡀ見ら

れなかったのですࡀ、この問㢟Ⅼとして、ཧຍ者の

ከくの成⦼ࡀⰋかったこと࠼⪄ࡀられます。成⦼ࡀ

పいேで࠶れࡤ、┦ᑐホ౯᝟報࠶ࡀると᜝ࡎかしさ

や᜼しさをឤࡌやすくなるので、ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなឤ᝟

を⤒㦂することによって，見┤しをしなくなるྍ⬟

ᛶࡾ࠶ࡀます。も࠺ᑡしከᵝなཷ᳨者をᑐ㇟に研究

を進ࡵるᚲせ࠶ࡀったとᛮいます。 

 ただし、これについては཯ᑐの⪃࠼方もでࡁます。

ᐇ㦂のᚋにᐇ㦂ཧຍ者に࢖ンࣗࣅࢱーをすると、௚

ே࡝ࡀれだけでࡁたのかẼになるとゝ࠺ேࡀከかっ

たのです。⤫ไ群のよ࠺に⮬分のṇ⟅ᩘしかᥦ♧さ

れないと、これはもしかしたらとてつもなくᝏい⤖
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果なのではないかと，຾ᡭにയ௜いてしま࠺ேࡀᑡ

なからࡎいたのです。ࡑのよ࠺に⪃࠼てࡳると、┦

ᑐⓗな᝟報で⮬分のᐈほⓗな立ࡕ఩⨨を▱ることは

学習ᨵၿにとっても᭷⏝と⪃࠼ることࡀでࡁるので、

こ࠺した┦ᑐホ౯᝟報は౑い方ḟ➨でかなࡾ⤖果ࡀ

ኚわってくるのではないかとឤࡌました。┦ᑐホ౯

᝟報を࠺࡝やってᥦ♧するか、࠶るいは学習者に࡝

て、௒ᚋᐇ㦂をしていく࠼฼⏝させるのかも㋃ま࠺

ᚲせ࠶ࡀると⪃࠼ています。 

 ⚾のⓎ表は⮬Ⓨⓗに見┤しをするか࠺࡝かとい࠺

ほⅬで⤊ጞしてしまったのですࡀ、このᚋは見┤し

の㉁に関するⓎ表も࠶るので、ࡕࡑらとేせて㆟ㄽ

を深ࡵられれࡤとᛮいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ಶேᕪࠖ࡜㉁ࡢ教カᖐ⣡ࠕ

柴 里実（東京大学） 

 

 ⚾は「教カᖐ⣡の㉁とಶேᕪ」とい࢖ࢱ࠺トࣝで、

᣺ࡾ㏉ࡾをࢸー࣐とした基♏研究を༞ᴗ研究で行い

ました。ලయⓗな内容としては、ㄆ▱カウンࢭリン

ᥦ᱌されࡀ␎失敗活⏝の方࠺の中で教カᖐ⣡といࢢ

ていて、ࡑの方␎の㉁にὀ目した研究をご⤂介した

いとᛮいます。 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ

 学習ሙ㠃での᣺ࡾ㏉ࡾは、ఱか学ࢇだᚋや問㢟解

Ỵにྲྀࢇ⤌ࡾだᚋに⮬分の学習≧ែを☜ㄆしたࡾ、

᣺ࡾ㏉ったࡾすることです。᣺ࡾ㏉ࡾは大஦だとㄡ

しもゝわれたこと࠶ࡀるとᛮいますし、ඛ生方もࡑ

のよ࠺にゝ࠺こと࠶ࡀるかもしれませࢇ。学習指ᑟ

せ㡿にも᣺ࡾ㏉ࡾ活ືをྲྀࡾධれまし࠺ࡻとい࠺記

㏙࠶ࡀるよ࠺に、一⯡ⓗに᣺ࡾ㏉ることは学習にと

って大஦なことだとㄆ㆑はされているとᛮいます

（Slide 1）。 

 

 しかし、᣺ࡾ㏉るのは学習者にとってࢫࢥトឤࡀ

高く㠃ಽなもので、特に㛫㐪࠼た問㢟に向ࡁ合࠺の

は᎘だとい࠺学習者はከいとᛮいます。学㒊᫬代の

⚾のಶேⓗな⤒㦂ですࣝ࢔、ࡀバ࢖トで学習指ᑟを

していた㝿、「㛫㐪࠼た問㢟を解ࡁ┤すのࡀ㠃ಽくさ

い」とゝ࠺学習者ࡀᑡなくࡾ࠶ませࢇでしたし、「ࢸ

ࡐト┤しをなࢫࢸ。ࢇࡷࡌわったからいい⤊ࡀトࢫ

しなけれࡤいけないの」とゝわれることもたくさࢇ
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ࡌ㏉ることの᭷ຠᛶをឤࡾの中で᣺ࡑ。ましたࡾ࠶

ていなけれࡤ⮬らྲྀࡴ⤌ࡾことはないのではないか

とい࠺ことをឤࡌてࡁました。 

 このよ࠺な問㢟ព㆑をࡎっとᣢっていたことも࠶

る๓にࡵ研究をጞ、ࡾ 7 ேの中学生をᑐ㇟に⡆༢な

 。ーを行いました（Slide 2）ࣗࣅࢱン࢖

 

 「ᬑẁ࡝のよ࠺な᣺ࡾ㏉ࡾを行っているのか」「᣺

「方をᣢっているのか࠼⪄な࠺のよ࡝に関してࡾ㏉ࡾ

「学校では࡝のよ࠺な授ᴗを行っていて、ඛ生は᣺

な指ᑟをしてくれているの࠺のよ࡝に関してࡾ㏉ࡾ

か」な࡝、ᐃᮇࢫࢸト問㢟、ࢫࢸト┤しࣀート、授

ᴗࣀートな࡝を見なࡀら、ሀⱞしくない㞺ᅖẼで一

ே 30 分࡝࡯ヰしました。඲యⓗなഴ向としては、᣺

ࡀ生ᚐ࠺は㠃ಽだといࡾ㏉ࡾ 7 ே中 6 ேいて、これ

は୺にࢫࢸト┤しࣀートのことを指していることࡀ

ከかったのですࢫࢸ、ࡀトࡀ⤊わったらࡑの⠊ᅖの

ຮᙉは⤊わࡾとᛮっていることࡀཎᅉの一つだと⪃

 。られます࠼

 ඛ生の指ᑟについては、⚾の୺ほなのですࡀ、教

カᖐ⣡ⓗな᣺ࡾ㏉ࡾで、「࠺࡝い࠺内容を᣺ࡾ㏉った

らいいよ」「࠺࡝い࠺方ἲで᣺ࡾ㏉ったらいいよ」と

ලయⓗに教࠼てくれるඛ生と、「解ࡁ┤しをしなさい」

とࢫࢸト┤しをㄢすだけのඛ生と、ఱも指ᑟしない

ඛ生の 3  。るとᛮわれました࠶ࡀーンࢱࣃ

て、問㢟Ⅼとして一␒Ẽにࡳーをしてࣗࣅࢱン࢖ 

なったのはᅗ表の஧ேの生ᚐのᐇ㝿のⓎゝです。ྠ

の指ᑟをしてもらっている生ᚐたࡾ㏉ࡾඛ生に᣺ࡌ

です。上の生ᚐは中学ࡕ 2 年生で、「1 年生のとࡁに

ⱥㄒのඛ生に᣺ࡾ㏉ࡾの௙方を教࠼てもらってから

⮬分で඲教科に฼⏝している」とゝっていました。

ᬑẁのࣀートやࢫࢸト┤しにも⮬Ⓨⓗに教カやポ࢖

ント、なࡐ⮬分は㛫㐪ってしまったのかを書いてい

ます。 

 下の生ᚐは、「ࡎっとඛ生からやれとゝわれて、ẖ

ᅇやっているけれ࡝、඲↛成⦼も伸びないし、ただ

ただ㠃ಽくさい」とゝっています。この生ᚐの教カ

を見ると、「問㢟ᩥをよくㄞࢇでいなかった、ࣀート

をもっと見れࡤでࡁたとᛮ࠺」とい࠺ものࡀከく、

るのに、この஧ேの㐪いはఱな࠶ࡀඛ生の指ᑟࡌྠ

のだ࠺ࢁとい࠺とこࢁをࡁっかけとして、ᚋの本ㄪ

ᰝにつなࡆよ࠺とᛮいました。 

 

本研究ࡢᴫせ 

と「ないࡀのព࿡ࡾ㏉ࡾ᣺」ࡀして下の生ᚐ࠺࡝ 

ឤࡌてしまっているのか、もしかしたら᣺ࡾ㏉ࡾに

㔜せなのは行ືではなく、ࡑのඛに࠶る㉁なのでは

ないかとい࠺ことを問㢟として、ඛ行研究では᣺ࡾ

㏉ࡾに関する基♏研究ࡀᑡないことから、本研究で

は࡝のよ࠺な学習者ࡀḟにつなࡀる᭷ຠな᣺ࡾ㏉ࡾ

をしているのか明らかにしよ࠺とᛮいました。ඛ行

研究と学習者への࢖ンࣗࣅࢱー⤖果の▱見からSlide 

3 のよ࠺なࣔࣝࢹを立てました。 

 

 ඛ生の指ᑟと㐺ษな学習者特ᛶ࠶ࡀれࡤ᣺ࡾ㏉ࡾ

行ືはするのですࡑ、ࡀのඛの㉁は学習者の特ᛶに

よってᕥྑされてしま࠺のではないか、࠶まࡾ᭷ຠ

でない᣺ࡾ㏉ࡾをしている学習者は成⦼に⤖び௜か
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はពࡾ㏉ࡾて、᣺࠼増ࢇ࡝ࢇ࡝ࡀトឤだけࢫࢥ、ࡎ

࿡ࡀないものとᛮってしま࠺のではないのかと⪃࠼

ました。これから᣺ࡾ㏉ࡾ行ືについて᳨ウした研

究 1 をご⤂介して、ࡑのᚋ、㉁を᳨ウした研究 2 に

ついて、࠺࡝やって㉁をホ౯したのかを㔜Ⅼⓗにご

⤂介します。 

 

研究1 

 研究 1 は「㉁問⣬ㄪᰝによる᣺ࡾ㏉ࡾ行ືのせᅉ

᳨ウ̿教師の指ᑟと学習者特ᛶに╔目して̿」とい

 。㢟名です（Slide 4）࠺

 

 研究 1 では中学生をᑐ㇟に㉁問⣬ㄪᰝを行いまし

た（Slide 5）。 

 

 ㉁問⣬の内容の一つ目は、学習ほです。学習にᑐ

して࡝のよ࠺な⪃࠼方やಙᛕをᣢっているかをㄪ࡭

るたࡵに、᪤Ꮡの市川ら（2009）ࡀస成したᑻᗘを

౑いました。 

 ஧つ目は、学習者の᣺ࡾ㏉ࡾ行ືです。これも᪤

Ꮡのᑻᗘを౑いました。「ᬑẁから୸௜けをしたᚋに

問㢟を解ࡁ┤していますか」「㛫㐪った問㢟࠶ࡀった

とࡁに、࠺࡝して㛫㐪࠼てしまったのかと⪃࠼ます

か」「ⱞᡭな問㢟にఝた問㢟を᥈してࡁて解ࡁ┤しを

しますか」といった㉁問㡯目で᣺ࡾ㏉ࡾ行ືを⪺ࡁ

ました。 

 ୕つ目は、᣺ࡾ㏉ࡾに関する教師の指ᑟの᭷↓で

す。ཱྀ㢌でᐟ㢟としてやれとゝ࠺だけなのか、ලయ

ⓗな方ἲまで指ᑟしてくれるのかな࡝を⪺いたもの

です。 

 ᅄつ目は、᣺ࡾ㏉ࡾを࡝の⛬ᗘ㠃ಽだ、㞴しいと

ឤࡌているかといࢫࢥ࠺トឤㄆ▱です。 

 最ᚋは、学習᫬にㄝ明活ືをᬑẁ࡝の⛬ᗘしてい

るかです。࢖ンࣗࣅࢱーをしていて、᣺ࡾ㏉ࡁࡀࡾ

、ࡾたࡁをㄝ明で࠼⪄ている子は⮬分のࡁとでࢇࡕ

㉁問してもしっかࡾとした⟅ࡀ࠼㏉ってࡁたࡾした

ので、もしかしたらㄝ明活ືをᬑẁ࡝れくらいして

いるのかも関ಀしてくるのではないかと⪃࠼ました。

これに関しては、学ࢇだことや分からないことを友

達ྠኈでㄝ明し合࠺機఍や、授ᴗ中に⮬分の⪃࠼や

学ࢇだことをㄝ明する機఍࠶ࡀるかとい࠺㡯目を⮬

分でస成して⪺いてࡳました。 

 分ᯒでは、⤫ィⓗᡭἲを౑って㝵ᒙⓗ㔜ᅇᖐ分ᯒ

を行いました（Slide 6）。 

 

 ẁ㝵 1 では⊂立ኚᩘの୺ຠ果、ẁ㝵 2 では教師の

指ᑟἲのኚᩘと、学習者特ᛶ（ㄝ明活ື、ࢫࢥトឤ

ㄆ▱、ㄆ▱ⓗ学習ほ、㠀ㄆ▱ⓗ学習ほ）との஺஫స

⏝をධれています。ㄆ▱୺義ⓗ学習ほは、方␎㔜ど、
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ព࿡理解ᚿ向、失敗活⏝ᚿ向な࡝、ㄆ▱心理学では

学習に᭷ຠだとされている学習ほです。㠀ㄆ▱୺義

ⓗ学習ほは、ᬯ記さ࠼すれࡤఱでも問㢟ࡀ解けるよ

解ࡀ問㢟ࡤ解けࢇᬯ記ᚿ向、たくさ࠺になるとい࠺

けるよ࠺になるとい࠺⦎習㔞ᚿ向、ඛ生の教࠼方さ

ቃ౫Ꮡ⎔࠺になるとい࠺るよࡁでࡀຮᙉࡤⰋけれ࠼

ᚿ向な࠶、࡝まࡾ᭷ຠでないとされている学習ほで

す。 

 ⤖果としては、㠀ㄆ▱ⓗ学習ほ以እは᣺ࡾ㏉ࡾ行

ືをண するとい࠺⤖果になࡾました。ඛ生の指ᑟ

だことをㄡかࢇや学࠼⪄って、ᬑẁから⮬分の࠶ࡀ

にㄝ明していて、᣺ࡾ㏉ることを㠃ಽだとᛮってい

なくて、ព࿡理解や方␎を㔜どし失敗を活⏝しよ࠺

とい࠺学習ほをᣢっている学習者の方ࡀ、ᬑẁから

学習᫬に᣺ࡾ㏉ࡾ行ືをするとい࠺⤖果になってい

ます。 

 

研究2 

 研究 2 は「問㢟解Ỵሙ㠃からᖐ⣡する教カの㉁に

関するせᅉ᳨ウ̿教師の指ᑟと学習者特ᛶに╔目し

て̿」とい࠺㢟名です（Slide 7）。 

 

 ここで教カᖐ⣡について詳しくㄝ明します。教カ

ᖐ⣡はㄆ▱カウンࢭリンࢢの中から生まれたもので、

問㢟解Ỵᚋに、この問㢟をやってࡳたことによって

ఱࡀ分かったのかとい࠺教カを学習者ࡀᘬࡁฟすこ

とです（Slide 8）。これは問㢟を解いたᚋに᥇Ⅼをし

て、解ࡁ┤しをして⤊わࡾではなくて、㛫㐪࠼てし

まったཎᅉや問㢟のポ࢖ント、⮬分は࠺࡝い࠺もの

 。ⱞᡭなのかをゝ葉としてṧしておくものですࡀ

 この問㢟はఱࡀポ࢖ントなのかとい࠺問㢟に関す

る内容にຍ࠼て、⮬分は࡝のよ࠺な࣑ࢫを≢しやす

いのか、⮬分はఱࡀ理解でࡁなかったのかとい࠺⮬

分に関する教カもྵࡴので、メࢱㄆ▱ⓗせ⣲をྵࡴ

学習方␎だとᛮっています。 

 

 教カᖐ⣡をᢅったඛ行研究はᐇ㦂やᐇ㊶研究ࡀከ

く、教カᖐ⣡を౑った方ࡑࡀのᚋの問㢟解Ỵのṇ⟅

教カをከࡀ学力の高い学習者の方、ࡾったࡀ上ࡀ⋠

く⏘ฟしていたࡑ、ࡾの㉁ࡀⰋいとい࠺ことは分か

っていますࡀ、教カᖐ⣡は特に㞴しく、学習者にと

って⋓ᚓするにはᑡしᅔ㞴な方␎で࠶ることも分か

っています。⮬Ⓨⓗに฼⏝しているேは࠶まࡾおら

かといࡁ࡭介ධす࠺࡝にはࡵⓎⓗな฼⏝のた⮬、ࡎ

 。。られています࡭ඛ行研究の㝈⏺として㏙ࡀこと࠺

 本研究では教カの㉁に↔Ⅼをᙜてているので、Ⰻ

い教カとは࠺࡝いったものなのかについて⪃࠼てࡳ

ました（Slide 9）。 
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 瀬尾ඛ生ࡀ 2013 年の教カᖐ⣡講ᗙの開Ⓨでおっ

しࡷっていたことは、教カを⪃࠼るとࡁに、「ཎᅉ࣭

理⏤とᑐ⟇࣭ὀពⅬ」とい࠺㍈と、「ㄢ㢟と⮬分」と

い࠺஧つの㍈で⪃࠼るとよいとい࠺ことです。これ

はまさに࠺ࡑだとᛮっています。問㢟を解いて㛫㐪

⮬ࡎま、ࡀしいのです࡯て࠼⪄をࡁてしまったと࠼

分の࣑ࢫは࡝こか解⟅と見ẚ࡭てᢕᥱします。ḟに

、ࡀるのです࠼⪄てしまったのかを࠼して㛫㐪࠺࡝

ここでのཎᅉ分ᯒの内容としては、「ィ⟬࣑ࢫをして

しまった、やࡾ方をᛀれてしまった」とい࠺もので

はなくて、ලయⓗに࡝こࡀ理解でࡁていなかったの

か、本ᙜは࠺࡝しなけれࡤいけなかったのかを⪃࠼

て࡯しいのです。 

いった問㢟を解く㝿に࠺のཎᅉ分ᯒのᚋに、「こࡑ 

ḟにẼを௜けなけれࡤいけないことはఱだ࠺ࢁ」な

ます。ここでも「た࠼⪄分のὀពⅬについて⮬、࡝

くさࢇ問㢟を解いてᛀれない、問㢟ᩥをしっかࡾㄞ

⥆表㠃ⓗなものではなくて、ලయⓗなᡭ、࡝な「ࡴ

プをᢳ㇟໬࢖ࢱ方␎や問㢟のࡁ࡭にゐれ、฼⏝すࡁ

した記㏙࠶ࡀるとよࡾⰋいとᛮっています。 

 では研究のලయⓗな方ἲです（Slide 10）。 

 

 ᑐ㇟は研究 1 で㉁問⣬ㄪᰝを行った 687 ேのࡕ࠺

204ேです。㉁問⣬は研究 1とྠࡌものを౑⏝して、

㇟て、教カ⏘ฟㄢ㢟をస成しました。ᑐ࠼れにຍࡑ

は中学 1㹼2 年生だったので、1 ḟ方⛬ᘧまたは連立

方⛬ᘧを฼⏝した㏿さのᩥ❶㢟を教カ⏘ฟㄢ㢟とし

て⏝ពしました（Slide 11）。⮬ᕫ分ᯒㄢ㢟は、᫇ 、ᑎ

尾さࢇとい࠺方ࡀඛ行研究で教カ⏘ฟㄢ㢟を⏝いて

いておࡑ、ࡾの教♧ᩥにならってస成しました。 

 ᩥ❶㢟の㏿さ問㢟と⮬ᕫ分ᯒㄢ㢟にຍ࠼て、௚者

分ᯒㄢ㢟も行います。これは、ⰼ子さࢇとい࠺ᯫ✵

のே≀ࡀ㛫㐪࠼てしまった౛をᥦ♧して、「ⰼ子さࢇ

は࠺࡝して㛫㐪࠼てしまったのでし࠺ࡻか。ḟにⰼ

子さࡀࢇ㛫㐪࠼ないよ࠺にするたࡵには࡝のよ࠺な

問㢟になって࠺ますか」といࡆ࠶をしてࢫ࢖ドバ࢔

います。 

 

 学習者はまࡎ㉁問⣬に⟅࠼て、ࡑのᚋ、教カ⏘ฟ

ㄢ㢟にྲྀࡳ⤌ࡾます。඲㒊で 30㹼40 分になࡾます。

問㢟を解く㝿のᛮ⪃㐣⛬を見たかったので、「࠶まࡾ

ᾘしࢦムは౑わࡎ、➹⟬をするな࡝、ᗄらでもởし

ていいので、⮬分の⪃࠼ていることを書ࡁฟしてく

ださい」とい࠺ことをᙉㄪしました。ṇ解した学習

者には、「࡝こにẼを௜けてこの問㢟を解ࡁましたか。

分からない子ࡀいたら࠺࡝い࠺とこࡀࢁポ࢖ントだ

よとゝってࡆ࠶れࡤいいですか」とゝって、⮬ᕫ分

ᯒㄢ㢟を解いてもらいました。 

 Slide 12 は教カㄢ㢟でฟてࡁた記㏙のホᐃ方ἲに

ついてです。 
Slide 10 

Slide 11 

-  46  -



 

 

 学習者の教カ記㏙は、高校のᩘ学のඛ生と⚾の஧

ேでホᐃしました。教カ記㏙を㞟ࡵて見てࡳると、

୺に「㹼ࡀでࡁなかった」「㹼ࡀ分からなかった」と

い࠺ཎᅉ分ᯒの記㏙と、「ḟは㹼にẼを௜ける」「㹼

するよ࠺にしたら解けるよ࠺になる」とい࠺ᑐ⟇の

記㏙と、ཎᅉ分ᯒとᑐ⟇に共㏻するものとして一⯡

ⓗな解Ỵ方␎とい࠺ 3 ✀㢮の記㏙に分けられるとุ

᩿しました。一⯡ⓗな解Ỵ方␎は、問㢟ᅛ᭷ではな

く、いࢁいࢁな問㢟を解く㝿に共㏻して౑࠼る方␎

のことで、ᅗ表活⏝は一⯡ⓗな解Ỵ方␎です。௒ᅇ

の問㢟はᅗ表を౑࠺と᝟報をᩚ理して解ࡁやすくな

るので、ᅗ表活⏝方␎に関する記㏙もたくさࡾ࠶ࢇ

ました。 

 ホᐃにᙜたっては、学習者ࡀ⮬分のつまࡁࡎをᢕ

ᥱでࡁていて、ࡑれにᑐするཎᅉ分ᯒとࡑのཎᅉ分

ᯒにᑐᛂしたᑐ⟇ࡀ書けているかとい࠺一㈏ᛶを㔜

どしてホᐃを行いました。 

 つまࡁࡎについてごㄝ明します（Slide 13）。 

 

 204 ே分の問㢟の解⟅を分ᯒしたとこࢁ、ᅄつの

つまࡁࡎに分㢮されるとุ᩿しました。ձ方⛬ᘧの

฼⏝、ղ「㊥㞳࣭㏿さ࣭᫬㛫」の関ಀᛶ理解、ճ᫬

㛫の༢఩を୧㎶で࠼ࢁࡑる、մィ⟬࣑ࢫなくṇ解を

ฟすとい࠺ものです。ṧᛕだったのࡀ、ձ方⛬ᘧの

฼⏝で༙分以上の学習者ࡀつまࡎいていたことです。

方⛬ᘧࡀ฼⏝でࡁていないことをุ᩿࠺࡝したかと

い࠺と、xy な࡝をఱも౑わࡎに、問㢟ᩥのᩘᏐだけ

をࡦたすらィ⟬している㊧࠶ࡀる学習者はここに᣺

分けています。ղとճに関してはྑ㎶とᕥ㎶でつࡾ

なࡄので、ྠ᫬に㛫㐪࠼ている学習者ࡀいます。ࡑ

れはղճ୧方にカウントしているので、඲యのேᩘ

 。ࢇ合っていませࡀ

 ḟはཎᅉ分ᯒ記㏙のホᐃについてです（Slide 14）。 

 

 学習者の記㏙を見て、ㄆ▱心理学の▱見に基࡙い

てこのよ࠺なホᐃ基‽ࡀいいのではないかとい࠺こ

とを⦎ࡾ┤して 3 ᅇࡄらいホᐃした⤖果、一␒Ⰻい

のは、問㢟࢟ࢫー࣐やᴫᛕⓗ▱㆑についての内容な

ら⮬分の࣑ࡀな࠼問㢟に関するලయⓗな内容もຍ࡝

 。ていることとしましたࡁを分ᯒでࢫ

 ▮༳以下は඲てᐇ㝿の学習者の記㏙をᣢってࡁま

した。ཎᅉ分ᯒで 2 Ⅼとしたのは、「᫬㏿で⪃࠼てい

るのに、༢఩をࡎ࠼ࢁࡑ඲యのかかった᫬㛫を 108

分のままィ⟬してしまったから、⚾は㛫㐪࠼てしま

ったのだ」と書けている記㏙です。「1 ᫬㛫 48 分を

108 分としたから㛫㐪࠼た」のよ࠺に、࠺࡝してと

⪺いているのに、࡝こを⟅࠼ている 1 Ⅼの記㏙はと

てもከかったです。「やࡾ方をᛀれてしまったから」
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「ኟఇࡳにやったのに、ぬ࠼ていなかったから」と

い࠺、ᢳ㇟ⓗ㐣ࡂる内容または⮬分の࣑ࢫをᢕᥱで

ていないとᛮわれるࡁ 0 Ⅼの記㏙も⤖ᵓከかったで

す。ᐇ㝿に 2 Ⅼをྲྀれた学習者はᑡᩘでした。 

 ḟはཎᅉ分ᯒのඛのᑐ⟇の記㏙です（Slide 15）。こ

れも▮༳以下ࡀᐇ㝿の記㏙౛です。ㄢ㢟のᵓ成で「一

つのᯟに書いてください」とゝってしまったので、

ཎᅉ分ᯒࡤかࡾで、ᑐ⟇を࡯と࡝ࢇ書いていない学

習者ࡀከかったのࡀㄢ㢟ᵓ成の཯┬Ⅼでした。2 Ⅼ

の㑅ᐃ基‽は、問㢟࢟ࢫー࣐やᴫᛕⓗ▱㆑について

の内容や、問㢟を解く㝿のὀពⅬな࡝ලయⓗな内容

 。る記㏙です࠶ࡀ

 

 2 Ⅼの記㏙౛を書いた学習者は、最ึの方⛬ᘧの

฼⏝でつまࡎいた子です。「ồࡵたいものにᩥᏐを⨨

くといい。௒ᅇは㐨のࡾをồࡵたいから、A㹼B の

㊥㞳を x、B㹼C の㊥㞳を y と⨨いて連立方⛬ᘧを立

てるࡁ࡭だった」と書いています。ᑡしᑐ⟇と分ᯒ

の内容ࡀかࡪってしまっていますࡀ。 

 1 Ⅼの㑅ᐃ基‽は、問㢟にᑐᛂした内容では࠶る

る࠼ࡀか࠺ࡀるいはᬯ記ᚿ向の学習ほ࠶ᢳ㇟ⓗ、ࡀ

記㏙です。記㏙౛は「これからは連立方⛬ᘧを౑࠺」

「㏿さのබᘧをᬯ記する」とい࠺ものです。 

 0 Ⅼの㑅ᐃ基‽は、ᢳ㇟ⓗ㐣ࡂるかつ㠀ㄆ▱ⓗ学

習ほ࠺ࡀか࠼ࡀる記㏙です。記㏙౛は「問㢟ᩥをࡕ

分からない」「問㢟をఱᅇも解くࡌྠ」「ࡴとㄞࢇࡷ

とこࢁはඛ生に⪺く」です。「問㢟ᩥをࢇࡷࡕとㄞࡴ」

 。とてもከかったですࡀ

 記㏙඲యのᚓⅬを⟬ฟするにᙜたって、教カᖐ⣡

は失敗をḟにつなࡆる方␎なので、ཎᅉ分ᯒよࡾも

ᑐ⟇に㔜Ⅼを⨨いてよいと⪃࠼ました。ࡑこで、ཎ

ᅉ分ᯒのᚓⅬとᑐ⟇のᚓⅬをࡑのままຍⅬするので

はなく、Slide 16 のよ࠺な基‽にᚑって記㏙඲యを㉁

ᚓⅬとしてᚓⅬ໬しました。ࡑの㉁ᚓⅬにຍ࠼て、

ඛ࡝࡯㏙࡭た➨ 3 の✀㢮の一⯡ⓗな解Ỵ方␎の記㏙

ຍⅬとしています。⚾も最ึはᅗ表活⏝方ࡤれ࠶ࡀ

␎だけを᝿ᐃしていたのですࡀ、ᐇ㝿に記㏙を見て

たら、᳨⟬᳨ウ方␎と、ᩥ❶㢟なのでᩥ❶ㄞ解方ࡳ

。れもຍⅬᑐ㇟としていますࡑ、たのでࡁฟてࡀ␎

、と࠺分ᯒとᑐ⟇にධらないかといࡀしてこれ࠺࡝

分ᯒでᅗ表を活⏝して᝟報をᩚ理でࡁなかったこと

と、これからᅗ表を活⏝して᝟報をᩚ理しよ࠺とᛮ

 。たからです࠼義だとᤊྠࡰ࡯のは࠺

 

 ලయⓗな教カ記㏙の౛についてご⤂介します

（Slide 17）。 

 

 これはࡕ࡝らも༢఩を࠼ࢁࡑられなくて、⟅࠼を

ฟせなかった学習者の記㏙です。ࡕ࡝らの学習者も
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1 ᫬㛫 48 分を 108 分のままでィ⟬しています。上の

学習者はཎᅉ分ᯒで༢఩を࠼ࢁࡑるとい࠺ポ࢖ント

をᢳฟでࡁていて、ḟに⮬分ࡀ解く㝿のὀពⅬをල

యⓗに書けているのですࡀ、下の学習者はཎᅉ分ᯒ

表㠃ⓗなものになって࠺とい「方をᛀれたࡾや」ࡀ

いて、᫬㛫を分ᩘで表すのࡀ問㢟のポ࢖ントとして

いるよ࠺な記㏙をしているので、࠶まࡾⰋくない౛

としてᣲࡆています。ᐇ㝿に下の学習者ࡀ書いたよ

「る࠼方をぬࡾや」な「⦎習をする」「ᬯ記する」࠺

「も࠺一ᅇ解ࡁ┤してぬ࠼る」とい࠺記㏙ࡀከかっ

たので、ᬯ記ᚿ向や⦎習ᚿ向の学習者ࡀከいのでは

ないかとឤࡌています。 

 Slide 18 は、つまࡁࡎポ࢖ントձ㹼մの学習者ࡑࡀ

れࡒれᖹᆒして࡝れࡄらい教カᚓⅬをྲྀっているか

を♧したものです。つまࡁࡎձの学習者༙ࡀ分以上

だったのでղよࡾも高くなっていますࡀ、ղ㹼մに

関してはṇ解に㏆࡙いている学習者࡝࡯㉁ᚓⅬࡀ高

くなっていて、内容としていい教カࡀ書けているこ

と࠺ࡀか࠼ࡀます。表で表しただけなので深い⪃ᐹ

はでࡁないのですࡀ、もしかしたらࡑの問㢟にᑐす

る理解力ࡀ教カの㉁ᚓⅬに཯ᫎされているのかもし

れませࢇ。 

 

 ⤫ィⓗ分ᯒは㝵ᒙⓗ㔜ᅇᖐ分ᯒで研究 1 とྠࡌで

す（Slide 19）。ඛ࡝࡯はᚑ属ኚᩘࡀ᣺ࡾ㏉ࡾ行ືでし

たࡀ、௒ᅇは教カの㉁ᚓⅬとしています。 

 

 ẁ㝵 1 では୺ຠ果、ẁ㝵 2 では教師の指ᑟとࡑの

௚のኚᩘの஺஫స⏝をධれました。ㄆ▱ⓗ学習ほࡀ

、のまま教カの㉁をண するのではないか、またࡑ

ㄝ明活ືとඛ生の指ᑟの⤌ࡳ合わせຠ果ࡀ教カの㉁

をண するのではないかとい࠺⤖果になࡾました。

ලయⓗにゝ࠺と、ᬑẁからㄝ明活ືを行っている学

習者にのࡳඛ生の指ᑟࡀാいて、教カの㉁を高ࡵる

のではないかとい࠺⤖果です。しかし、௒ᅇは 204

ே中 100 ேᙅࡌྠࡀ中学校の生ᚐで、ࡑの学校では

一ேのඛ生ᩘࡀ学を指ᑟしているので、ඛ生の指ᑟ

ἲについては࠺まく཯ᫎでࡁていないのではないか

とᛮっているので、ࡑれも⪃៖して見ていただけれ

 。とᛮいますࡤ

 Slide 20 はඛ生の指ᑟとㄝ明活ືの⤌ࡳ合わせຠ

果をලయⓗに༢⣧ഴᩳ分ᯒで分ᯒしたものです。Ⅼ

⥺の方ࡀ᭷ពになったものです。ㄝ明活ືࡀ高いྑ

ഃの群の方ࡀඛ生の指ᑟࡀよくຠいて教カᚓⅬࡀ高

くなっています。 
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研究ࡢ⪃ᐹ 

 研究 1 と研究 2 の⤖果を㋃ま࠼て⪃ᐹします。 

 

 Slide 21 にㄆ▱ⓗ学習ほの㔜せᛶとࡾ࠶ますࡀ、ព

࿡理解ᚿ向や方␎㔜どといったㄆ▱୺義ⓗ学習ほࡀ

᣺ࡾ㏉ࡾ行ື࣭㉁共に㔜せなことࡀ分かࡾました。

学習ほは学習にᑐする⪃࠼方なので、記㏙に┤᥋ⓗ

に表れてくるのだとᛮわれます。学習ほについては

᣺ࡾ㏉ࡾや教カᖐ⣡を౑ったඛ行研究でࡎっと指᦬

されていて、௒ᅇは基♏研究としてド明でࡁたので

はないかとᛮっています。ඛ生の指ᑟのຠ果につい

ては、┤᥋ඛ生の指ᑟ࠶ࡀった方ࡀ行ືするとなっ

たのですࡀ、௒ᅇは㉁の方では࠺まく཯ᫎでࡁてい

ないことを⪃៖しつつ、┤᥋ⓗにඛ生の指ᑟࡀᙳ㡪

するのではなく、学習者の特ᛶによってᕥྑされて

しま࠺のではないかとい࠺こと࠼⪄ࡀられます。 

 ௒ᅇは௒まで࠶まࡾ㆟ㄽされてこなかったせ⣲と

して、ㄝ明活ືを学習者の特ᛶとしてຍ࠼ました。

⤖果からはㄆ▱୺義ⓗ学習ほとྠࡄࡌらい㔜せなせ

⣲で࠶るとゝってもいいとᛮ࠺のですࡀ、ㄝ明活ື

を⪺く㉁問㡯目には、「授ᴗ中以እでも友達と学ࢇだ

ことや分からないことをㄝ明し合って☜ㄆする」と

い࠺授ᴗ以እの㡯目もࡾ࠶ました。こ࠺い࠺ことを

する学習者は学習ពḧࡀ高いと⪃࠼られるので、⿬

のせᅉとして学習ពḧࡀാいて᣺ࡾ㏉ࡾをするとい

、られます。でも࠼⪄っていることもࡀにつな࠺よ࠺

⮬分で教カを⪃࠼てゝㄒ໬するとい࠺教カᖐ⣡の方

␎のポ࢖ントを⪃࠼ると、ᬑẁから⮬分の⪃࠼をゝ

ㄒ໬するとい࠺のはメࢱㄆ▱ⓗ活ືをしているとい

も教カࡑもࡑ、って、教カᖐ⣡の㉁や࠶ことでも࠺

ᖐ⣡฼⏝に関して大஦なせ⣲なのではないかとᛮっ

ています。 

 ղは分ᯒの⤖果ではなく、ㄢ㢟඲యから見࠼た学

習者のഴ向です。一つ目は、ᐃᮇࢫࢸトࡀ⤊わった

らࡑの⠊ᅖは⤊わࡾとい࠺ことです。ᑐ㇟の࡯とࢇ

中学ࡀ࡝ 2 年生だったのですࡀ、ᙜ᫬ 2 年生は 1 ḟ

関ᩘを習っていましたたࡵか、1 ḟ関ᩘのよ࠺なᘧ

を立てている学習者ࡀたくさࢇいました。ឤ᝿とし

ても「1 学ᮇにやったのに」「解⟅を見て࠶࠶、これ

かとᛮった」とい࠺ものࡀ⤖ᵓ࠶ったので、こ࠺い

᰿ᙉいのではないかとᛮいます。このⓎゝࡀព㆑࠺

はணഛㄪᰝで行った࢖ンࣗࣅࢱーでも見られました。 

 ஧つ目は、解Ỵに⤖び௜かないᅗ表の書ࡁ方です。

表を解⟅にᥦ♧したのですࡀ、ᐇ㝿の解⟅で表を฼

⏝した学習者は一ேもいませࢇでした。A、B、C、

㊥㞳、㏿さ、㏿さ、⤊わࡾとい࠺よ࠺に、書いて࠶

ることをᩚ理する⥺分ᅗのよ࠺な⤮はたくさࢇ書い

ていたのですࡀ、ᐇ㝿に立ᘧに活⏝でࡁるよ࠺なも

のを書いている学習者は࡯と࡝ࢇいませࢇでした。 

 ୕つ目は、᰿ᙉいᬯ記ᚿ向です。3 年生だとཷ㦂

をព㆑するのかもしれませࡀࢇ、中学 1㹼2 年生だと

まだ「ࢫࢸトは⤊わったからຮᙉは⤊わࡾだ」とい

方でຮᙉしているのではないかとᛮい࠼⪄な࠺よ࠺

ました。 

 ⚾の研究はとても基♏ⓗな研究なのですࡀ、ᐇ㊶

への♧၀についておヰしします（Slide 22）。 
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 ௒ᅇ、研究に༠力してくれた学習者の中で、いࡁ

なࡾ教カを書けとゝわれて書ける子は࡯と࡝ࢇいま

せࢇでした。ᬑẁからやっていないと、「いࡁなࡾ⪃

で、とても㞴しいこࡌឤ࠺とゝわれても」といࢁ࠼

とだったのだとឤࡌています。教カᖐ⣡にᚲせなメ

るの࠶ㄆ▱やゝㄒ໬はとても高ᗘな学習方␎ではࢱ

で、ࣝ࢟ࢫ⋓ᚓは⡆༢ではࡾ࠶ませࢇ。でも、ᐇ㊶

研究から༑分習ᚓྍ⬟な方␎で࠶ることも分かって

います。瀬尾ඛ生のᐇ㊶研究では、教カᖐ⣡講ᗙを

行ったᚋに、ᬑẁの授ᴗやᐙᗞ学習でも教カᖐ⣡に

果も⤖࠺るとい࠼増ࡀ⏝ことで⮬Ⓨⓗな฼ࡴ⤌ࡾྲྀ

 。ますࡾ࠶

はඛ生のලయⓗࡎれと⚾の⤖果をేせると、まࡑ 

な指ᑟࡀ大஦になるとい࠺ことだとᛮいます。࠺࡝

い࠺目ⓗで᣺ࡾ㏉ࡾをするのか、᣺ࡾ㏉ࡾをすると

はࡾ㏉ࡾるのか、ᐇ㝿に᣺࠶ࡀないいこと࠺のよ࡝

なことをやったらいいのか、୸௜けだけで࠺のよ࡝

いいのか、解ࡁ┤しをするのか、ࡑのඛの教カまで

ṧすといいのかをまࡎఏ࠼てࡆ࠶ると、学習者にと

っては▱らないことなので、「࠺ࡑ、࠶࠶なのだ」と

ᛮ࠼るとᛮいます。ࡑのᚋに、ᐇ㝿に授ᴗの中で、

ලయ౛を♧してࡆ࠶るな࡝の┤᥋ⓗな᣺ࡾ㏉ࡾのྲྀ

࠶᥃けをしてࡁㄝ明活ື➼の学習ほへのാ、ࡳ⤌ࡾ

さࡀの㉁の向上ࡑの⋓ᚓやࣝ࢟ࢫると、教カᖐ⣡ࡆ

らに見㎸ࡵるのではないでし࠺ࡻか。 

 ඛ生や友ேからの࢕ࣇードバࢵクと書いたのです

いいのか分からないのࡀ教カ࠺い࠺࡝学習者は、ࡀ

で、友達ࡀ書いているものを共᭷するのࡀとてもい

いとᛮいました。ᐇ㝿に学習者に࢖ンࣗࣅࢱーした

中で、教カᖐ⣡ⓗな指ᑟをされていたඛ生は、ẖᅇ

࡝わるごとに、Ⰻかった教カや目の௜け⤊ࡀトࢫࢸ

こࡀࢁⰋかった問㢟のポ࢖ントを༳ๅして、クࣛࢫ

 。なに㓄って共᭷していましたࢇࡳ

 ௒ᅇは教カの㉁の向上までは㏣࠼ていないのです

になࡷࡕごࡷࡕものか、ご࠺い࠺࡝Ⰻい㉁とは、ࡀ

っていたものを一ᅇまとࡵて、⚾の方でホ౯させて

もらって、࠺࡝い࠺学習者ࡀⰋい教カを⏘ฟしてい

るのかを明らかにした研究でした。 

 本研究の㝈⏺の一つ目は、教カㄢ㢟のᵓ成࠶ࡀま

ᑡしཎᅉ分࠺Ⰻくなかったことです（Slide 23）。もࡾ

ᯒのḍとᑐ⟇のḍと分けた方ࡀ学習者は書けたので

はないかとᛮいます。஧つ目は、問㢟に౫Ꮡしない

ࣝーࣈリࢵクస成です。このホ౯基‽も㏿さの問㢟

に౫Ꮡしているとこ࠶ࡀࢁるので、࠺ࡑい࠺ものに

౫ᏑしないⰋい教カとはఱかを⪃࠼るࡁ࡭だったと

ᛮいました。୕つ目は、学習者ࡑれࡒれの学力に合

った教カです。௒ᅇは඲ဨࡀ᪤習とい࠺ことを๓ᥦ

として行いました。௒ᅇの㏿さの問㢟で xy を౑࠺こ

とを▱らなかった学習者ࡀ、「こࢇなので x と y を౑

だ」と解⟅を見てẼ௜いたなら、xyࢇ࠺ を౑ᩥ࠺Ꮠ

ᘧを౑って解くのだとい࠺教カはとても大ࡁいもの

だとᛮ࠺のですࡀ、௒ᅇは「඲てࢇࡳな習っている

はࡎだよࡡ」とい࠺のを๓ᥦとした上でホ౯したの

で、ᑡしཝしいもの࠶ࡀったのではないかとᛮいま

す。 
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 ຠᯝࡢࡅ㛵㐃࡙ࡢᤵᴗ࡜㉁ၥࡢண⩦時ࠕ

̿53ほ・㉁ၥほࡢኚᐜ᳨ࡓࡋ┠╔࡟ウ̿ࠖ 

篠ࣨ谷 圭太（日本大学）・小山 義徳(千葉大学) 

 

 ௒日のⓎ表は「ண習᫬の㉁問と授ᴗの関連࡙けの

ຠ果̿RP ほ࣭ ㉁問ほのኚ容に╔目した᳨ウ̿」につ

いてです。この研究は小山義徳さࢇとの共ྠ研究で

す。RP とは、授ᴗᚋに学生ࡀ書くリ࢔クシࣙンペー

 。ーのことですࣃ

 

ㅮ義ᆺᤵᴗࡢၥ㢟Ⅼ 

 この研究は大学での講義ᆺ授ᴗをᑐ㇟にしたもの

です（Slide 1）。 

 

 講義ᆺの授ᴗの問㢟Ⅼとしては、┦஫స⏝ࡀஈし

いこと、つまࡾ、学生ࡀ㯲ってඛ生のㄝ明、解ㄝ講

義を⫈くだけでỿ㯲することࡀ๓ᥦとされているこ

と、学生の理解深໬にᚲせな㉁問生成ࡀないといっ

たことࡀᣲࡆられます。ただし、ཷ講者ࡀከいと、

学生୺ᑟᆺの授ᴗを行࠺ことは㞴しいとᛮいます。

ᐇ㝿に⚾ࡀ担ᙜしている教㣴科目としての心理学の

授ᴗでは 400 ேを㉸࠼ているクࣛࢫもࡾ࠶、ẖᅇ大

ᆺの講₇をしているよ࠺な࢖メージです。こ࠺いっ

た中では、現ᐇⓗにはやはࡾ講義を行わࡊるをᚓな

いとい࠺≧ἣࡾ࠶ࡀます。 

 講義ᆺの授ᴗのሙ合、㉁問を促すことは㞴しく

（Slide 2）、学生はなかなか㉁問ࡀでࡁませࢇ。「㉁

問はࡾ࠶ますか」と講義の中で⪺いたとしても、฿

ᗏᡭをᣲࡆることはでࡁませࢇ。これまでの研究で

は、学生は✵Ẽをㄞࢇで㉁問しない、㉁問すること

で⮬分の⬟力ࡀపいことࡀ࿘ࡾに▱られてしま࠺の

で㉁問でࡁないとい࠺ことࡀ指᦬されています。 

 
 

 ࡣ࡜ション࣮࣌パ࣮（53）ࢡ࢔ࣜ

 このよ࠺に講義中に㉁問をồࡵることはなかなか

ᅔ㞴です。ࡑこで⚾ࡀὀ目したのࡀリ࢔クシࣙンペ

ーࣃーです（Slide 3）。 

 

 以下 RP と࿧びますࡀ、この RP は、⡆༢にゝって

しまࡤ࠼授ᴗᚋに記ධする᣺ࡾ㏉ࡾのシートです。

「教࠼て⪃࠼させる授ᴗ」の中にも᣺ࡾ㏉ࡾとい࠺

だとᛮってࡌの活ືとྠࡑ、ࡀますࡾ࠶ࡀェーズࣇ

いただけれࡤとᛮいます。これは授ᴗ内容に関する

ឤ᝿や㉁問を⣬፹యに記ධする活ືです。記ධのポ

、௒日の授ᴗで分かったことࡤ࠼ントとして、౛࢖

分からなかったこと、ࡑの௚のឤ᝿について書いて

もらいます。ᐇ㝿に⚾の授ᴗではࡑのよ࠺に書いて

もらっています。 
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 RP のメリࢵトとして、まࡎは༏名ᛶࡀಖドされる

ことࡀᣲࡆられます。学生は教ဨにᥦฟするので、

教ဨには見られるのですࡀ、௚の学生には⮬分ࡀఱ

を書いているか見られないので、ே目をẼにせࡎに

⮬分のឤ᝿や㉁問ࡀ書けます。஧つ目は、ᐇ᪋者ഃ

のメリࢵトとして、‽ഛをするのࡀ⡆༢だとい࠺こ

とࡀᣲࡆられます。⣬を㓄れࡤよいので、特ูな࣡

ークシートを⏝ពするᚲせࡾ࠶ࡀませࢇ。୕ つ目は、

さまࡊまな౑⏝ྍ⬟ᛶ࠶ࡀることです。౛ࡤ࠼学生

の記㏙をᙧ成ⓗホ౯に活⏝したࡾ、ᥦฟされた RP

をฟᖍ⚊代わࡾにすることࡀでࡁます。このよ࠺に

して授ᴗのホ౯に⤌ࡳ㎸ࢇでいくこともでࡁます。 

 ただ、RP にはఱを書いてもいいとい࠺わけではな

く、理解の深໬につなࡀるよ࠺な記㏙ࡀ行われるこ

とࡀ望ましいです（Slide 4）。 

 

 ౛ࡤ࠼、学生ࡀ「分かったこと」とい࠺ḍに書く

ことは、大ࡁく༢⣧記㏙とᣑᙇ記㏙に分㢮すること

った࠶の᥎ㄽでࡾです。༢⣧記㏙は、⮬分な⬟ྍࡀ

分の▱㆑࣭⤒㦂との関連࡙けを行わない記㏙⮬、ࡾ

です。౛ࡤ࠼、♫఍ⓗ心理学の中の「♫఍ⓗᙳ㡪」

をࢸー࣐としてᢅったとࡁに、「♫఍ⓗᙳ㡪について

分かࡾました」と学生は書いたࡾします。分かった

こととしてこ࠺い࠺記㏙࠶ࡀるሙ合は༢⣧記㏙とな

 。ますࡾ

れにᑐして、ᣑᙇ記㏙は、⮬㌟の⤒㦂と関連࡙ࡑ 

けた࠶、ࡾる一ᐃの᥎ㄽをしたࡾして、学ࢇだこと

をさらにูの㡿ᇦ、ูのトࢵࣆクにᣑᙇさせている

記㏙です。౛ࡤ࠼、心理学の理ㄽを授ᴗで学ࢇだと

の行ືをㄝ࠶࠺やってしまࡀに、「この理ㄽは⮬分ࡁ

明でࡁるかもしれないとᛮった」といったよ࠺に᥎

ㄽしているሙ合は、学ࢇだ内容を⮬㌟の日ᖖ⤒㦂に

ᣑᙇさせているので、ᣑᙇ記㏙とゝ࠼ます。 

 また、「分からなかったこと」として学生ࡀ書くも

のにも、పḟ㉁問と高ḟ㉁問ࡾ࠶ࡀます。పḟ㉁問

は༢なる஦ᐇの☜ㄆです。౛ࡤ࠼、「ඛ生ࡀゐれたᐇ

㦂はఱ年に行われたものですか」と▷⟅で⟅࠼られ

るよ࠺な㉁問は、基本ⓗに஦ᐇの☜ㄆなので、పḟ

㉁問です。ࡑれにᑐして、▱㆑の᰿ᣐを問࠺、なࡐ

を問࠺、௚の▱㆑との関連を問࠺㉁問は高ḟの㉁問

と分㢮することࡀでࡁます。౛ࡤ࠼、「௒日学ࢇだ理

ㄽは๓ᅇ学ࢇだ࠶の心理学の⏝ㄒとఱࡀ㐪࠺のです

か。࠺࡝関ಀしているのですか」といった㉁問は、

▱㆑ྠኈの関連を問࠺ているので、よࡾ高ḟのࣞ࣋

ࣝの㉁問とゝ࠼ます。 

 ここまでのヰでお分かࡾになるかとᛮいますࡀ、

心理学ⓗには、⮬分の▱㆑との関連࡙け、▱㆑ྠኈ

の関連࡙けを行࠺ᣑᙇ記㏙、▱㆑㛫の関連を問࠺高

ḟ㉁問ࡀ理解の深໬に㔜せで࠶るとゝ࠼ます。 

 こ࠺した RP の記㏙の㉁を高ࡵる上で大஦なこと

として一つᥦ᱌されているのࡀ、学生の問いを授ᴗ

に㑏ඖすることです（Slide 5）。 

 

 つまࡾ、༢に RP を書かせてᥦฟさせるだけにす

るのではなく、ࡑれを授ᴗに㑏ඖして、学生と教ဨ

の┦஫స⏝に࠺まく活かすことࡀ㔜せだとい࠺こと

です。ただ、この活ືのຠ果に関してᐇドⓗな研究

されていなかったので、東京大学大学㝔生の小㔝ࡀ
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田ྩと 2014 年に共ྠ研究を行い、RP に書かれた学

生の㉁問に教師ࡀᑐᛂすることのຠ果を᳨ウしまし

た。ࡑの研究では、RP の㉁問にᑐしてḟの授ᴗのෑ

㢌で⟅࠼る、補㊊ㄝ明をするとい࠺活ືを教師ࡀや

ると、RP でのపḟ㉁問ࡀῶࡾ、高ḟ㉁問ࡀ増࠼ると

い࠺⤖果ࡀᚓられています。このよ࠺に、学生から

ฟてࡁた問いに補㊊ㄝ明をして、඲యに㑏ඖするこ

とで、RP の記㏙の㉁ࡀኚわっていくことࡀ分かって

います。 

 

ᤵᴗ࡛ࡆୖࡾྲྀࡢ53ࡢ᪉ 

大学で担ᙜしている心理学の授ᴗはࡀ⚾  90 分で、

඲యのᵓ成は Slide 6 のよ࠺になっています。 

 

 まࡎ、๓ᅇの RP の中でいい問いだとᛮったもの

をࢵࣆクࢵ࢔プして、授ᴗのෑ㢌で補㊊ㄝ明します。

ー࣐についてண習もㄢしまࢸ࠺の日ᢅࡑ、の上でࡑ

す。ḟに、ࡑの日のトࢵࣆクに関する教ᮦᩥのࣆࢥ

ーを㓄ってㄞࢇでもらい、㉁問も書いてもらいます。

のᚋ、70ࡑ 分㛫、⚾の方から解ㄝ講義を行います。

こࡕらは一⯡ⓗな講義を࢖メージしていただけれࡤ

とᛮいます。心理学⏝ㄒやトࢵࣆクに関していࢁい

いて解ㄝ○ࡳやすくかࡾら、分かࡀなࡆな౛をᣲࢁ

しています。最ᚋに᣺ࡾ㏉ࡾ活ືとい࠺ことで、RP

に分かったこと、分からなかったこと、ࡑの௚のឤ

᝿を書いてもらいます。 

 ๓ᅇの研究で行ったことは、᣺ࡾ㏉ࡾで書かれた

学生の問いを授ᴗに㑏ඖすることです。ḟの授ᴗの

ෑ㢌にᣢってࡁて、学生の問いを一方向で⤊わࡾに

するのではなく、授ᴗとの関連࡙けを行いました。

ኚわってࡀฟしてくれる問いの㉁ࡀの⤖果、学生ࡑ

いったとい࠺ことࡀ๓ᅇの研究⤖果になࡾます。 

 ここで⚾ࡀὀ目したのは、学生の問いを授ᴗに㑏

ඖする機఍はண習と解ㄝ講義の㛫にも࠶るとい࠺こ

とです。教ᮦᩥをㄞませてண習をさせ、問いをฟさ

せているので、ࡑの問いをࡑの日の授ᴗと関連࡙け

ることࡀでࡁるのではないかと⪃࠼ました。ࡑのຠ

果は࡝のよ࠺なものかとい࠺ことࡀ௒ᅇの研究の問

いです。特にὀ目したのは学生の RP や㉁問するこ

とにᑐする⪃࠼方、ㄆ㆑に୚࠼るᙳ㡪です。ඛ生ࡀ

学生の問いを྾い上ࡆて、ࡑれを授ᴗと関連࡙けて

ることで、RPࡆ࠶ のもののᢅい方や、㉁問するこࡑ

と⮬యの࢖メージにኚ໬ࡀ表れるのではないかと⪃

 。ました࠼

 

 ㄆ㆑ࡢ⏕学ࡿࡍ㛵㐃࡟53

 ๓ᅇの研究で㉁問⣬ᑻᗘは᪤にసっていました。

RP ほᑻᗘといい、学習者ࡀ RP を࠺࡝いࢶ࠺ーࣝと

してᤊ࠼ているかを る㉁問⣬です（Slide 7）。 

 

 この㉁問⣬にはᅄつの下఩ᑻᗘࡾ࠶ࡀ、一つ目は

内容記᠈ᚿ向で、RP は大஦なポ࢖ントをぬ࠼るたࡵ

に࠶るのだとい࠼⪄࠺方です。஧つ目は⚾ⓗ஺ὶᚿ

向で、RP はඛ生と஺ὶするたࡵのࢶーࣝなのだとい

࠺といࡾ㏻代わᩥࡀㄆ㆑です。ゝい方はᝏいです࠺

ことです。୕つ目は記㏙カ⦎ᚿ向で、書く力を㌟に

௜けるたࡵに RP は࠶るのだとい࠼⪄࠺方です。ᅄ

つ目は理解ᗘఏ達ᚿ向で、RP は⮬分の理解ᗘをఏ࠼
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るたࡵの㐨ලだとい࠼⪄࠺方です。 

 ㉁問ほのᑻᗘも௒ᅇὀ目しています。Slide 8 は小

山さࡀࢇస成したᑻᗘで、学習者ࡀ㉁問することに

メージをᣢっているかを る㉁問⣬と࢖な࠺のよ࡝

なっています。 

 

 こࡕらの下఩ᑻᗘは஬つࡾ࠶ます。一つ目は㉁問

⫯ᐃで、㉁問をసることࡀዲࡁだ、大ษだと、㉁問

することを⫯ᐃⓗにᤊ࠼ているᗘ合いです。஧つ目

は㉁問ᅇ㑊で、㏫に㉁問をసることはしたくない、

㠃ಽくさいと⪃࠼ているᗘ合です。୕つ目は㉁問ᅔ

㞴で、㉁問のసࡾ方ࡀ分からࡎ、問いをసることに

ᅔ㞴さをᢪ࠼ているᗘ合いです。ᅄつ目は問㢟解Ỵ

で、問いをసって解Ỵしていくのはとてもᴦしいと

ているᗘ合いです。஬つ目は理解深໬で、問い࠼⪄

をసるのは理解を深ࡵるたࡵに㔜せなのだと⪃࠼て

いるᗘ合いです。 

 ௒ᅇὀ目するのはこ࠺いったもので、学生の問い

を授ᴗと関連࡙けることで、学生のこ࠺いったㄆ㆑

ことをㄪ࠺もしかしたらኚわるかもしれないといࡀ

 。ました࡭

 

本研究ࡢ┠ⓗ 

本研究では、学生の問い、ࡀますࡾ㏉しになࡾ⧞ 

と授ᴗの関連࡙けを介ධとして行いました（Slide 9）。

๓ᅇの研究では、RP の㉁問をྲྀࡾ上ࡆて授ᴗに㑏ඖ

しましたࡀ、௒ᅇは最ึにண習させて、ࡑのண習の

中の問いを授ᴗに㑏ඖしたⅬࡀ㐪います。ࡑの㝿に

ᚑ属ኚᩘとしてὀ目したのࡀ RP ほや㉁問ほです。

RP または㉁問を࡝のよ࠺にᤊ࠼ていくか、ࡑのᤊ࠼

方にᙳ㡪࠶ࡀるのではないかとい࠺ことࡀ௒までᮍ

᳨ウだったので、᳨ウしました。 

 

 ௒ᅇのᑐ㇟は、都内᯾⚾立大学の心理学の 2 クࣛ

 。です（Slide 10）ࢫ

 

 これは教㣴科目で 1 年生から 4 年生までཷ講でࡁ

ます。授ᴗ担ᙜ者は⚾です。㐌に 1 で、月᭙ク࣐ࢥ

のࢫとỈ᭙クࣛࢫࣛ 2 クࣛࢫ開講されています。月

᭙クࣛࢫを介ධ群、Ỉ᭙クࣛࢫを授ᴗとの関連࡙け

を行わないᑐ↷群としました。 

 ㏻年の授ᴗなのですࡀ、௒ᅇはᚋᮇでこのよ࠺な

介ධを行いました。஦๓に㉁問⣬をᐇ᪋し、ᒚಟ者

の特ᚩとして、心理学にᑐする⯆࿡やື機࡙け、ព

࿡理解ᚿ向、᪤᭷▱㆑を ᐃしています。ព࿡理解

ᚿ向は学習ほの下఩ᑻᗘの一つで、学習の中で࡝れ

だけ▱㆑のつなࡾࡀの理解を大஦にしているかとい

ったጼໃです。᪤᭷▱㆑は࡝のࡄらい᪤に心理学を

▱っているかです。஦๓㉁問⣬ㄪᰝの⤖果、⯆࿡、
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ព࿡理解ᚿ向、᪤᭷▱㆑いࡎれにおいても群㛫に᭷

ពなᕪは見られなかったので、月᭙とỈ᭙のクࣛࢫ

でᒚಟした学生の㉁ࡀ㐪ったのではないか、もとも

とのື機࡙けࡀ㐪ったのではないか、学習ほࡀ㐪っ

たのではないかとい࠺ことは✚ᴟⓗにはゝ࠼ない⤖

果となっています（Slide 11）。 

 

 ௒ᅇは➨ 2 ᅇから➨ 10 ᅇまでに↔Ⅼをᙜてて、研

究報告としています（Slide 12）。 

 

 ➨ 11 ᅇ、➨ 12 ᅇ、➨ 13 ᅇは⮫ᗋ心理学のࢸー࣐

にධっていくのですࡀ、௒ᅇᑐ㇟になっているのは

୺に♫఍心理学のࢸー࣐です。➨ 2 ᅇから➨ 5 ᅇは

࣋ー࢖ࣛࢫンᮇと఩⨨௜けて、ࡕ࡝らのクࣛࢫでも

方をしています。๓ᅇのࡵ授ᴗの進ࡌྠ、活ືࡌྠ

㉁問にᑐするᅇ⟅からධࡾ、ண習をもとに問いをస

ってもらい、講義ᚋに RP を書いてもら࠺ことを࡝

でもやっています。これは஦๓の≧ែࢫらのクࣛࡕ

をᢲさ࠼るたࡵです。ࡑして、➨ 6 ᅇの授ᴗでは介

ධ๓㉁問⣬をᐇ᪋し、いࢁいࢁなኚᩘの ᐃを行っ

ています。ࡑの上で、介ධᮇに఩⨨௜けたのࡀ➨ 7

ᅇから➨ 9 ᅇです。月᭙クࣛࢫにだけ㏻ᖖの授ᴗプ

書ࡀ授ᴗとの関連࡙けを行い、ண習の中で学生ࢫࣛ

いた問いを授ᴗにྲྀࡾධれまました。ࡑして、介ධ

ᚋの㉁問⣬を➨ 10 ᅇの授ᴗの中でᐇ᪋しました。 

 

ᤵᴗスࣛࡢࢻ࢖౛ 

 Slide 13 は、介ධᮇの➨ 8 ᅇの授ᴗ࢖ࣛࢫドです。 

 

 介ධクࣛࢫでは講義の最ึに「本日の内容」とい

➨」。ンをฟします࢖ウトࣛ࢔࠺ 8 ᅇのࢸー࣐はᨷᧁ

行ືで、ᨷᧁのᐃ義、ᨷᧁの生㉳に関する理ㄽ、ᨷ

ᧁのᢚไ方ἲについてᢅいます」とい࠺ヰをすると

ࠗ、ண習の中でࡀࢇに、「ⓙさࡁ なࡑࡐもࡑもேはᨷ

ᧁしてしま࠺のだ࠘࠺ࢁとい࠺問いを書いていたけ

れࡑ、࡝れは 2 ␒目のトࢵࣆクでᢅいます。ࠗ࠺࡝す

れࡤேをയ௜けࡎに῭ࡴのだ࠺ࢁ、ᨷᧁしなくて῭

書いてくࡀ問いもఱேかの学生࠺とい࠘࠺ࢁのだࡴ

れていましたࡑ、ࡀれは 3 ␒目にᢅいます」と、授

ᴗと学生のண習の問いを関連࡙けます。 

 ➨ 9 ᅇの授ᴗ࢖ࣛࢫドは、㞟ᅋ࣭ ಶேࢸࡀー࣐で、

௚者ࡀいることで、ಶேのㄢ㢟㐙行は࠺࡝い࠺ᙳ㡪

をཷけるかとい࠺トࢵࣆクです（Slide 14）。♫఍ⓗ促

進や♫఍ⓗᢚไのヰࡀฟてࡁたとࡁに、「ⓙさࢇは

ࠗなࡐேに見られることで促進されることも࠶れࡤ、

ᢚไされることも࠶るのだ࠘࠺ࢁとい࠺問いをసっ

ていましたࡀ、௒からこのㄝ明をします」と学生ࡀ

ண習᫬にసっていた問いをྲྀࡾධれて授ᴗを展開し

ていࡁました。㏫にゝࡤ࠼ᑐ↷クࣛࢫにはこのᴃ෇
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の㒊分はฟてこないですし、⚾も授ᴗの中でゐれな

いことになࡾます。 

 
 

௓ධ๓ᚋࡢኚ໬ࡢẚ㍑ 

 介ධ๓と介ධᚋの㉁問⣬にはいくつかのኚᩘྵࡀ

まれておࡾ、一つ目はඛ㏙の RP ほで、RP を࠺࡝い

 。ているか ᐃしました（Slide 15）࠼ーࣝとᤊࢶ࠺

 

 ஧つ目は㉁問ほ、つまࡾ、㉁問することにᑐして

メージをᣢっているかです。୕つ目は࢖な࠺のよ࡝

ண習方␎で、授ᴗの最ึに教ᮦࡀ㓄られてண習活ື

をするとࡁに࡝のよ࠺なことにẼを௜けているか、

࣑。ものです࠺ているかを問࠼⪄なことを࠺のよ࡝

クロ理解とは、心理学のトࢵࣆクやㄒྃ࡝ࡀのよ࠺

なព࿡なのかにὀពしてㄞࡴ方␎になࡾます。࣐ク

ロ理解とは、大まかな内容をつかࡴよ࠺に、ὶれを

つかࡴよ࠺にㄞࡴとい࠺方␎です。日ᖖ関連とは、

⮬分の日ᖖⓗな⤒㦂と࠺࡝⤖び௜くかを⪃࠼る方␎

です。㉁問生成とは、࡝こࡀ分からないかを⪃࠼な

 。ものです࠺だといࢇらㄞࡀ

 ᅄつ目の授ᴗ内方␎とは、⚾の解ㄝ講義を⫈いて

いるとࡁに࡝のよ࠺なฎ理をしているかです。大஦

なとこࢁはメࣔをྲྀࡾなࡀら⪺くメࣔ方␎、⮬分の

▱㆑と関連࡙けなࡀら⪺く⢭⦓໬方␎、分からない

とこࢁは࡝こかを⪃࠼なࡀら⪺く␲問ᢕᥱのᗘ合を

 ᐃしています。 

 Slide 16 は、介ධ๓ᚋで介ධ群とᑐ↷群で RP ほの

 。見られたのかを表したものですࡀのⅬに㐪い࡝

 

 ኚ໬ᚓⅬをᑐ㇟に分ᯒしたとこࢁ、⚾ⓗ஺ὶᚿ向

のᚓⅬに㐪いࡀฟてࡁました。᭷ពഴ向ではࡾ࠶ま

すࡀ、この⤖果から、介ධ群は RP を教師とのやࡾ

とࡾのࢶーࣝとᤊ࠼るよ࠺になることࡀ♧၀されま

す。 

 Slide 17 の㉁問ほに関しては群㛫に᭷ពなᕪは見

られていませࢇ。 

 Slide 18 はண習方␎の⤖果です。教ᮦをㄞࢇでண習

するとࡁに࡝のよ࠺なⅬにὀពしているか⪺いてࡳ

ると、࣑クロ理解方␎のኚ໬に群㛫で㐪いࡀ見られ

ました。ண習᫬の問いと授ᴗとの関連࡙けを行࠺こ

とで、学習者は㔜せなㄒྃ、心理学のᑓ㛛⏝ㄒによ

ࡀになっていったこと࠺らண習するよࡀὀពしなࡾ

分かࡾます。 
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 授ᴗ中のཷけ方に関して㐪いは見られませࢇでし

た（Slide 19）。 

 

 ಶேⓗに㠃ⓑいとᛮったのは Slide 20 の஺஫స⏝

です。஦๓に学習者の⯆࿡や学習ほを ᐃしていま

したࡀ、ព࿡理解ᚿ向を学習者特ᛶとして横㍈にタ

ᐃして分ᯒしてࡳると、㉁問⫯ᐃᚓⅬኚ໬に᭷ពな

஺஫స⏝ࡀ見られました。ព࿡理解ᚿ向は、▱㆑の

つなࡾࡀを理解することࡀ大஦だとい࠺ጼໃです。

㍈のᕥഃに行けࡤ行く࡝࡯ព࿡理解ᚿ向ࡀపいே、

つまࡾ、▱㆑のつなࡾࡀの理解ࢇࡑࡀなにᚲせでは

ない、大஦なゝ葉を୸ᬯ記すれࡤいいのだとい࠺ព

㆑ࡀᙉいとᛮっていただけれࡤ⤖ᵓです。 

 

 ⦪㍈は㉁問⫯ᐃᚓⅬですので、㉁問をసるのࡀዲ

ます。このᚓⅬࡾだ、ᴦしいといったᗘ合いになࡁ

にኚ໬したかを見ますと、◚⥺のᑐ↷群࠺のよ࡝ࡀ

ではព࿡理解ᚿ向ࡀపいேでも、高いேでもࢵࣛࣇ

トで、ኚ໬に㐪いは見られませࢇ。ᐇ⥺は介ධ群で

すࡀ、こࡕらはព࿡理解ᚿ向ࡀపいே࡝࡯㉁問⫯ᐃ

ᚓⅬのኚ໬ࡀ大ࡁいとい࠺⤖果になっています。で

すから、このࣇࣛࢢからゝ࠼ることは、௒ᅇの介ධ

によって、ព࿡理解ᚿ向のపい学習者の㉁問⫯ᐃᚓ

Ⅼࡀ上ࡀったとい࠺ことです。つまࡾ、ព࿡理解ᚿ

向のపいேは、もともとは㉁問することを⫯ᐃⓗに

ᤊ࠼ていないかもしれないけれ࡝、௒ᅇ、ண習᫬の

㉁問を授ᴗと関連࡙けたことで、㉁問をసるのはい

いことだ、ዲࡁだといったᚓⅬࡀ上ࡀったとゝ࠼る

のではないかとᛮいます。 

 

⤖ᯝࡵ࡜ࡲࡢ 

 本研究における介ධは、ண習᫬の学生の㉁問と教

師ࡀ行࠺講義を関連࡙けるものでした（Slide 21）。心

理学のᑓ㛛⏝ㄒをࢵࣆクࢵ࢔プして、「なࡐこのよ࠺

な現㇟ࡀ㉳こるのか」「࡝のよ࠺に日ᖖⓗな問㢟に㐺

⏝でࡁるか」といった問いをྲྀࡾ上ࡆなࡀら、授ᴗ

の中で「ⓙさࢇの問いにこ࠺い࠺ものࡾ࠶ࡀました

こ࠺ます」といࡁこについて詳しくㄝ明してࡑ、ࡀ

Slide 17 

Slide 18 

Slide 19 

Slide 20 

-  58  -



 

とをやࡾました。ࡑの⤖果、RP ほのኚ容ࡀ見られま

した（Slide 22）。 

 

 

 教ဨࡀ問いをྲྀࡾ上ࡆて授ᴗの中で㑏ඖすること

で、RP を┦஫స⏝を行ࢶ࠺ーࣝとして฼⏝するよ࠺

になった、ᑡなくともᤊ࠼方ࡀኚわったとい࠺こと

 。るとᛮいます࠼ゝࡀ

 ண習方␎も、⏝ㄒに↔Ⅼ໬したண習へとኚ容ࡀ見

られました。つまࡾ、教ᮦᩥをㄞࢇだとࡁに、௒日

特にࢵࣆクࢵ࢔プされ࠺ࡑな㔜せな心理学⏝ㄒはఱ

だ࠺ࢁとὀពしなࡀらㄞࡴよ࠺になったとゝ࠼ると

ᛮいます。 

 また、もともとព࿡理解ᚿ向のపい学習者に特に

ኚ໬ࡀ見られていて、ព࿡理解ᚿ向のపい学習者の

ሙ合に㉁問への⫯ᐃⓗなែᗘࡀ上ࡀっていたとい࠺

ことࡀ௒ᅇの分ᯒの⤖果分かࡾました。 

 

㝈⏺࡜௒ᚋࡢᒎᮃ 

 ここまでࡀ௒ᅇのⓎ表で報告でࡁることになࡾま

す。授ᴗのᵓ成は Slide 23 のよ࠺になっていて、RP

で学生ࡀ書いた問いをḟの授ᴗにྲྀࡾධれて関連࡙

けた上で、௒ᅇはண習の中での問いも授ᴗに⤖び௜

けました。 

 

の⤖果、学生のࡑ  RP のᤊ࠼方、㉁問にᑐするែ

ᗘࡀኚわることࡀ♧၀されましたࡀ、ᙜ↛このඛで

Ẽになるのは学習行ືのኚ໬です。ᐇ㝿に見たいの

は、ㄆ㆑のኚ໬ࡀᐇ㝿に RP の㉁のኚ໬につなࡀっ

ているか࠺࡝かです。 

 ⚾の授ᴗでは授ᴗእ学習を促すたࡵにㄢ㢟をฟし

ています。ࡑの中には、⮬分で問いをタᐃして、ࡑ

れについてㄪ࡭るとい࠺任ពㄢ㢟もࡾ࠶ます。㉁問

にᑐする⪃࠼方ࡀኚわることで、授ᴗእ学習のྲྀࡾ

ているので、௒ᚋ࠼⪄もኚわるのではないかとࡳ⤌

は、問いを基にした᥈究活ືな࡝、授ᴗのࡑのඛに

にኚわっていったのか࠺のよ࡝ࡀる⮬Ⓨⓗな学習࠶

分ᯒしていࡁたいと⪃࠼ています。 

 400 ே、500 ேの RP ඲ࡀ 15 ᅇࡑ、ࡾ࠶れだけで

6000 ᯛࡄらいになࡾます。プࣛࢫ授ᴗእ学習のᐟ㢟

のᥦฟシートもྠᩘࡌだけࡾ࠶ます。さらに、ண習

シートをẖᅇ㓄ってᥦฟさせているのですࡀ、これ

も 6000 ᯛࡾ࠶ます。これを࠺࡝しよ࠺かと⪃࠼てい

ます。ඛ日、ᴗ者にጤクして、RP の記㏙内容は書ࡁ

㉳こしてもらって、ࢹーࢱでᡭඖにまとまってはい

るのですࡀ、目下分ᯒ中です。㡹ᙇってやらなけれ

報告でࢁ現在のとこ、ࡀています࠼⪄いけないとࡤ

 。ますࡾるのは以上になࡁ
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㛢఍ᣵᣜ 

(PPDQXHO 0DQDOR（京都大学） 

 

 Briefly, in today’s sessions, although Professor Ichikawa 

talked a bit about it already, you can see here the topics that 

were covered in today’s sessions with promoting deep 

learning to cultivate 21st century skills in the morning, and 

then in the afternoon we had cultivating skills and abilities 

to effectively use failure (Slide 1). 

 ௒日は༗๓と༗ᚋのࢵࢭシࣙンで、Slide 1 にᣲࡆ

たプࣞࢮンࢸーシࣙンを行いました。 

 
 One thing that we need to think about is not just to 

look at this as something that other people have actually 

presented on, but to consider or induce some relevance for 

ourselves.  Therefore, I would like to ask you to consider 

the personal relevance of  some of  the most important 

things that you may have learned today.  How can we use 

some of  the information that we have actually learned 

today in our teaching, in our learning if  we are students, or 

in our own research (Slide 2)?  I would like you to take a 

few minutes to write some notes on what you think about 

how you can use that information yourself  in your teaching, 

learning, or research.  Then I would like you to briefly talk 

to the person next to you about that.  If  you consider this 

now, it is more likely that in the future this is going to have 

more value than if  you were to think that it was a nice 

presentation/symposium and then two or three days later 

forget what we talked about today.  If  you think about at 

least one thing that might be useful to you in your actual 

teaching, learning, or research then I think it would have a 

greater impact on how you think. 

 最ᚋに、本日⪺いたことࡀ、⮬分ࡀ教࠼ること、

⮬分ࡀຮᙉすること、⮬分ࡀ研究することのいࡎれ

かに࠺࡝関わるかとい࠺ことを、一ゝでいいので、

㞄㏆所のேとヰしていただけないでし࠺ࡻか（Slide 

、とゝって「ンだったࢮいいプࣞ」、しないと࠺ࡑ。（2

3 日ᚋにはఱもṧらないとい࠺ことࡀしࡤしࡤ㉳こ

るのです。ヰすことによって、௒日のព࿡ࡀఱಸに

もなるのではないかとᛮいます。 

 
 

 

㸺ࣝࢢープࢫ࢕ࢹカࢵシࣙン㸼 

 

 I will stop you now to prevent us from going over time.  

I will not ask you to report on the points that you have 

discussed, but I will ask you to please remember it and see 

if  you can put into practice the points that you have 

thought about and felt that you could use from this session.  

The real value of  this symposium is only obtained if  it 

made some difference in how you do things in your life. 

 ௒ⓙさࢇにおヰししていただいた内容をࡦࡐぬ࠼

ていてください。ⓙさࡑࢇれࡒれのご⤒㦂は㐪࠺と

ᛮいますࡀ、このよ࠺な᫬㛫で共᭷でࡁたことࡀᑡ

しでもඛにつなࡀっていくといいなとᛮっています。 

 To finish up, as you know, in the 2015 academic year 

there are two research projects that we reported on in this 
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symposium (Slide 3).  2015 was the second year of  the 

development of  school education and the elucidation of  

mechanisms to promote effective learning, or the research 

about the uses of  educational failure.  It was the first year 

of  understanding, measuring, and promoting crucial 21st 

century skills, which was the Kaken project that we reported 

on in the morning.  I think the important point is that, 

during the past 12 months, as you would probably 

appreciate from today’s research reports, there were a lot of  

things that have happened in terms of  these research 

projects. 

 現在、஧つのプロジェクトࡀ㉮っています。2 年

目の失敗活⏝科研、1 年目の 21 世紀科研はこれから

も⥆ࡁますので、ࡦࡐよࢁしくお願いします（Slide 

3）。 

 
 To finish, I would like to thank Professor Ichikawa in 

particular, who has been a very valuable leader in this 

research area, especially in the research relating to the 

educational uses of  failure and failure experiences (Slide 4).  

I would also like to thank Dr Uesaka for the organization 

of  the symposium today.  There are quite a few project 

members that are shared in the two research projects.  In 

fact, there is a lot of  overlap in the research projects, but 

everyone has worked really hard over the past 12 months 

on these research projects.   I think that the value of  any 

research project only comes to fruition through the 

contributions of  each individual member, and that makes a 

very big difference in the success of  a project.  Having 

good team members makes a big difference.  I would next 

like to thank the graduate students and staff  that have 

contributed to the research projects, as well as the Japan 

Society for the Promotion of  Science for their funding of  

these research projects. 

 市川ඛ生、この研究分㔝において⣲ᬕらしいリー

ダーシࢵプをⓎ᥹してくださࡀࡾ࠶、ࡾと࠺ごࡊい

ます（Slide 4）。植阪ඛ生、本日のシンポジウムをま

とࡵてくださࡀࡾ࠶、ࡾと࠺ごࡊいます。஧つのリ

ームメンバーには、このࢳプロジェクトのࢳーࢧ 1

年㛫でとてもከくのことに関わっていただࡁました。

㝔生さࢇにも、ࣇࢵࢱࢫのⓙさࢇにも、リࢧーࢳプ

ロジェクトに㈉⊩してくださったことをឤㅰしてい

ます。また、このプロジェクトは JSPS（日本学術᣺

⯆఍）のࢧポート࠶ࡀったからこࡑなので、ࡑれも

お♩をゝいたいとᛮいます。 

 
 The last thing is that every year around this time we 

look forward to conducting this symposium, largely because 

since we started doing this symposium six years ago, some 

of  you have been coming every year since we started.  It 

has been a very valuable experience for us in terms of  

sharing what we have been learning, what we are finding, 

and what we believe may be useful as research findings for 

people such as yourselves that are actively involved in 

teaching.  Therefore, I would like to extend my 

appreciation to you for the support of  our work as well as 

your participation today in this symposium.  I hope that 

you will continue supporting our work in this area.  I 
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would like to ask for applause to express gratitude to you. 

 最ᚋに、⣙ 6 年๓にጞまったこのシンポジウムを

ẖ年⥆けてこられたのは、シンポジウムを開くと▱

㆑ࡀ᭦新されて、またこ࠺い࠺ことをやってࡳよ࠺

とい࠺⚾たࡕのࣔ࣋ࢳーシࣙンにつなࡀっているか

らです。ࡑれࡀシンポジウムを⥆けている本ᙜに大

、ってࡷいらっしࡀࢇなព࿡になっています。ⓙさࡁ

ー、ཎື力ࢠࣝࢿの࢚ࡕた⚾ࡀメントを㡬くことࢥ

になっているので、ⓙさࢇには本ᙜにࢧポートして

いただいているとᛮっています。᮶年も㡹ᙇࡾたい

とᛮいますので、ࡦࡐまたお㉺しください。ⓙさࢇ、

 。いましたࡊご࠺とࡀࡾ࠶も࠺࡝

 

-  62  -



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Working papers 
Vol. 5 December 2016 

深い学びに向けた心理学の挑戦：21 世紀に向けた学力と学習 

―学習方␎プロジェクト H27 年ᗘの研究成果̿ 

 

 

Ⓨ⾜⪅：ᮾி኱学኱学㝔ᩍ⫱学◊✲⛉ ᕷᕝఙ୍◊✲ᐊ 

      䠄⦅㞟ᢸᙜ：᳜㜰཭理䠈㧗ᶫᚨᏊ䠅 

Ⓨ⾜⪅㐃⤡ඛ：䛈11㻟㻙㻜㻜㻟㻟      ᮾி㒔ᩥி༊ᮏ㒓䠓䠉䠏䠉䠍  

ᮾி኱学኱学㝔ᩍ⫱学◊✲⛉ᩍ⫱学㒊Ჷ 

㻱㻙㼙㼍㼕㼘：㼥㻙㼡㼑㼟㼍㼗㼍㻬㼜㻚㼡㻙㼠㼛㼗㼥㼛㻚㼍㼏㻚㼖㼜  㼀㼑㼘 㻒 㻲㼍㼤㻦 㻜㻟㻙㻡㻤㻠1㻙㻠㻥1㻡 

Ⓨ⾜᪥：䠎䠌䠍䠒ᖺ䠍䠎᭶䠎䠌᪥ 

༳ๅ䞉〇ᮏ：䜘䛧䜏ᕤ⏘ᰴᘧ఍♫ 

     






